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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　建物の中を歩かされている間、キャサリンは一言も発しなかった。

　横を歩いているニーナは足取りさえもおぼつかない様子だった。顔色は蒼そう白はくで、失神寸前になっている。そんな状態でも倒れずに自分の足で歩いているのは、今、自分の身に何が起きているのか信じられなくて、あまりにも異常すぎて、逆に理解できないでいるからだ。

　もしくは、理解することを無意識に避けているのかもしれなかった。

　焦点の合わない眼で、機械的に足を動かしているだけだ。

　しかし、キャサリンは違った。死刑宣告をされた捕虜があんまり元気では怪しまれるから、同じように蹌そう踉ろうとした足取りを装ってはいたが、その青い眼は爛らん々らんと輝き、頰は紅潮し、唇は血が滲にじむほどきつく引き結ばれていた。

　キャサリンの細い肩が、小さな拳こぶしが、細こまかく震えていた。明日には射殺されると宣告されて、恐ろしくないはずはない。身体が震えないはずはない。しかし、今のキャサリンの身体を震わせているものは恐怖ではなかった。

　それ以上に激しく、強烈な、まさに全身が燃え上がるような怒りのためだった。

　こんなことが、こんな馬鹿げた非道なことが、この地方では当然のようにまかり通っている、その事実に対する憤りこそが今のキャサリンの心を支配し、身体を動かしていたのである。

　親切にしてくれた宿屋の女将おかみの豹ひよう変へんが悲しかった。村人たちの心ない罵ば声せいが悔しかった。

　だが、彼らを責めることは適切ではない。無知による偏見もここまでくれば立派な罪悪だが、彼らが無知なのは彼らのせいではないのだ。

　キャサリンの怒りの大部分は、このリヒター・ハウスに対して向けられていた。

　もっと正確に言うなら、この館の主人であるフォン・ブラウン男爵にだ。

　このシェーファー地方はすべて男爵の領地だという。先程のボッシュ村の他にも多くの村があり、大勢の人々が男爵を『お館やかたさま』と仰いでいることだろう。

　それほど広大な領地を治める領主である以上、男爵にはその権限に見合うだけの責任が求められる。人の範はんとなるべく務める義務があるのだ。

　それなのに、彼は領民を導くどころか、独り勝手な理屈を貫き、日常的に、人間を的とする狩猟に興じているという。

　領主がそんな残酷な殺害行為を娯楽として楽しんでいれば、村人が倣ならうのは当然ではないか。

　彼らにとって『お館さま』は絶対なのだから。

　キャサリンはまた、大きく身震いした。顔も知らないフォン・ブラウン男爵に対する怒りは募る一方だった。

　必ず思い知らせてやると、決意も新たにキャサリンは誓ったのである。

　そのためにも、ここから逃げなければならなかった。絶望的によろよろ歩くふりをしながら、キャサリンは素早く辺りに眼を配り、邸内の様子と、道順を頭に叩たたきこんだ。いざという時にまごつかないようにだ。

　今は逃げられない。銃はトランクの中に置いてきてしまったし、自分たちの背中には銃口が突きつけられている。しかも、その銃を握っているのは屈強な男たちだ。

　キャサリンは純血種でも何でもない。ただの人間の少女である。この状況で後ろの男二人を倒すことなど、到底、無理である。

　ここはおとなしく観念したふりをするしかない。そして、機会を待つのだ。

　急に前方が明るくなり、視界が開けた。屋内から外に出たのだ。

　そこは、中庭を囲む回廊になっていた。

　中庭といっても坪つぼのような小さなものではない。民家なら十件も建てられるような、広々とした庭だった。その庭のほとんどを大きな池が占めている。

　こうした庭の池は普通、低い石垣やブロックで囲ってあるものだが、この池は自然のままの、地面続きだった。蓮はすの葉が水面を埋め尽くしていて、どのくらいの深さがあるかわからない。

　少なくとも水深三十センチといった『洗面器のような』池ではなさそうである。

　キャサリンたちは、その蓮池を左手に見ながら回廊を歩かされ、九十度、左に曲がった。

　蓮池をぐるりと半周するかたちで回廊の突き当たりまで進むと、今度は右手に現れた建物の入り口をくぐらされた。

　すぐに下りになった。真昼でも明かりの差し込まないような地下へ地下へと追いやられる。

　そして行き着いたのは、鉄格子のはまった、何とも不気味な扉だった。

　さすがにキャサリンも息を吞のんだが、男たちは遠慮なく、キャサリンとニーナを暗い部屋に押し込んで、扉を閉めたのである。

　鉄てつ枠わくを塡はめ込んだ重い閂かんぬきを掛ける鈍い音が、扉の外でした。

　ニーナはもうたまらずに、その場にへなへなと座り込んでしまった。ここは明らかな牢ろう獄ごくで、自分たちはそこに捕らえられてしまったのである。今になって絶望感が襲ってきたのだろうが、キャサリンは鋭い眼で辺りを見渡した。

　地下牢なのに不思議と空気が清きよい。何故なのかはすぐにわかった。暗い部屋の一面に古びた木の窓があり、その隙間から光がこぼれているのだ。

　窓に飛びつき、慌ただしい手つきで差し錠を解除して、窓を開け放った。

　そこには見渡す限りの青空があった。

　一瞬、面食らった。地下のはずなのに何故と思った。しかし、下を見て、謎はすぐに解けた。

　窓の外は石づくりの城壁になっていた。真下に眼をやれば、ごつごつした岩肌が見える。

　その崖がけの向こう、この窓から数十メートル離れたところに、ビルテ河の青い流れが見えた。

　つまり、リヒター・ハウスは館の正面を緩やかな丘に向けて建ち、背後はビルテ河に面した断崖絶壁に接しているのだ。

　キャサリンたちは館の突き当たりまで歩かされたので、この部屋は館の地下には違いないが、同時に川かわ面もから数十メートルも上に位置していることになる。

　キャサリンは悔しげに唇を嚙かんだ。

　河に飛び込もうにも、真下の尖とがった岩肌が邪魔である。

　いっそのこと垂直の崖なら、ビルテ河の流れの中に逃げ込めるかもしれないが、この窓から飛び降りたりしたら、鋭い岩に身体を砕かれるのが落ちだ。

「だめだわ……」

　絶望的な呟つぶやきを洩もらした時、部屋の片隅から声がした。

「どなた？」

　キャサリンはぎょっとして振り返った。

　無人だと思ったこの牢獄に、先客がいたのだ。しかも、自分と幾つも違わないような少女の声だった。

　窓を開けたことで室内は明るくなっている。入り口のところに座り込んでいるニーナが見え、右側には藁わらを敷いた粗末な寝台が見えた。

　そして、その反対側に、椅子から立ち上がったばかりの少女の姿があった。

　年齢はキャサリンより一つか二つ上だろうか。こんな地下牢にはまったく似つかわしくない、華きや奢しやな、可か憐れんな少女だった。体つきはほっそりと優美であり、肩に掛かるやわらかそうな髪は射し込んだ光と一緒になって淡い金色に輝き、瞳ひとみは深い青さをたたえている。

　あまりに意外な虜囚の姿に、キャサリンはちょっと呆あつ気けにとられた。

　たおやかな姿と、殺伐とした背景が恐ろしく不似合いだったからだ。こんな状況でも思わず見とれてしまうほど、美しい少女だった。

　前回の冒険で知り合ったアンジェラが艶あでやかさを誇る大輪の薔ば薇らなら、この少女はさながら、春風に揺れる菫すみれか鈴すず蘭らんである。

　場違いな牢獄に咲いた花のような少女は、キャサリンに歩み寄ると、心配そうに尋ねてきた。

「あなたはどなたです？　どうして捕らえられたのですか？」

　鈴を転がすような声とは、まさにこの声を言うのだろう。

　こんな地下牢で、これほど礼儀正しい言葉を使う相手に出会うとは思っていなかっただけに、キャサリンは慌てて名乗った。

「失礼しました。いらっしゃるとは気づかなくて。わたしはバナディスから来たキャサリン・ウィンスロウと申します。そちらはわたしのメイドのニーナです」

「わたくしはミュリエル・スウェンと申します。ロームから参りました」

　どちらも、場所が牢獄とはとても思えない、きちんとした挨あい拶さつだった。

　キャサリンはミュリエルのことを、こんな牢獄に入る人ではないと思ったが、ミュリエルもキャサリンの身なりや話しぶりを不思議に思ったらしい。あらためて尋ねてきた。

「あなたは何かの間違いで捕らえられた方ですね？　差し支えなければ、お父さまのお名前を聞かせていただけますか」

「父はバナディス外務補佐官を務めております、エリオット・ウィンスロウと申します」

「まあ……。そのご令嬢が、なぜ？」

　キャサリンは──淑女としてそんなことは慎むべきだが──忌々しげに舌打ちした。

「この地方の人たちは、異種アナザー人類レイスや混イン血シードにひどい偏見があるようですわね。いいえ、ここまでくると単なる偏見ではすまされません。立派な犯罪です。わたしもニーナも人間ですが、村の人たちが強引に、わたしたちをインシードであると決めつけたのです。それで──それだけで、ここに捕らえられてしまいました！　インシードなら殺してもかまわないと言うのです」

　ミュリエルの顔色がさっと変わった。息を吞のんで、身を乗り出してきた。

「──インシードなら殺してもかまわない？　本当にそう言ったのですか？」

「ええ。それも、狩りの獲物にする気なのですわ！　この館やかたの人間がそう話していました」

　ミュリエルの顔がさらに恐怖に青ざめた。こんな地下牢ろうに押し込められていながら、疲れた様子も、やつれた様子も見えなかったミュリエルだが、初めて、途方に暮れた表情になった。

　彼女は恐らく、自分の今の状況を知らなかったのだろうと思って、キャサリンは尋ねてみた。

「あなたはどうしてここに？　あの『魔女狩り』の被害に遭ったのではないのですか？」

　キャサリンの言い回しをミュリエルは即座に理解して、首を振った。

　震える声で言った。

「わたくしは幼なじみを捜して、この館に来ました」

「幼なじみ？」

「はい。マルティナは──彼女はマルティナ・バロアといいますが、わたくしの遠い親しん戚せきでもあります。少し年が離れていましたから、わたくしたちは本当の姉妹のようにして育ちました。今ではもっとも親しい友人と言える人です」

　こんな場合だというのに、キャサリンはミュリエルの声に感心して聞き入っていた。

　すばらしい声だった。その時々によって、幾種類もの鈴が異なる音色を奏でているようだ。

　話が長くなりそうだと思ったキャサリンは、へたり込んでいたニーナに手を貸して立たせ、寝台に座らせた。キャサリンはその隣に腰を下ろし、ミュリエルは古びた椅子を寝台の傍そばまで持ってきて、話をする姿勢になった。

「マルティナは昔から学問に熱心な人でした。絵や音楽も巧みで、優れた才能を持っています。将来は学校を経営したいという夢を持っていて、ルノーブル大学を優秀な成績で卒業しました。半年前──正確には五ヶ月ほど前のことです。マルティナは、大学の恩師に当たる方の紹介で、このお屋敷に住み込みの家庭教師として勤めることになりました」

「わざわざお国を遠く離れた、こんな土地にですか？」

「はい。マルティナはともかく、外国で働くことに、マルティナのご両親が難色を示したのは確かです。ご両親もロームで教職についている方々ですから、できることならマルティナには、お母さまの勤める女学校か、せめて地元の学校に勤めてもらいたいという希望をお持ちでした。でも、マルティナは、勤め口を捜してくれた恩師の方に失礼なことはできないと考えたのだと思います。──たった一人でこの地を訪れたマルティナですが、幸い、このお屋敷での生活は順調なようでした。少なくとも三ヶ月は、とてもうまくいっているようでした。ところが……、そのマルティナが、二ヶ月前から行方がわからないのです」

　キャサリンは何ともいやな予感に襲われた。

　ミュリエルの顔に浮かぶ激しい不安も、言いようのない恐怖も、自分の身を案じているからではないということを、うすうす感じていただけになおさらだ。

　キャサリンが尋ねる前に、ミュリエルは頷うなずいて、ブラウスの胸元から手紙を取り出した。

「これを見てくださいますか？　マルティナからの最後の手紙です」

　キャサリンは元より、ニーナも虚脱状態から立ち直って、その手紙を一緒に読んだ。

　一目で教養のある女文字とわかるが、恐怖に歪ゆがんでいるような、慌ただしい筆の運びである。




　愛いとしいミュリエル。

　恐ろしい、本当に恐ろしいことです。わたしにはまだ信じられません。

　こんなことになるとは夢にも思いませんでした。今のこの有様こそが夢ではないかと、何度願ったかわかりません。たった一夜で何もかもが悪夢に変じてしまいました。

　昨日まで実の父のように優しく、親切にしてくださった男爵さまが今朝わたしに向けた眼、わたしに投げつけたあの恐ろしい言葉の数々を、どうすればあなたに伝えられるでしょう？

　男爵さまばかりではありません。あれほどわたしを慕い、なついていたコンラートまでが、《けだもの》と罵ののしって唾つばを吐くのです。お父さまがそうするようにと命ずるからです。

　わたしの小さな妹のミュリエル。もう一日たりともここにはいられません。二十五日の夕方六時に駅に着きます。お願い。迎えに来てください。




　キャサリンは息を吞んで、その手紙を読み終えた。

　感情にまかせて一気に書いたと見え、意味が通じているとは言いがたい文面だったが、今のキャサリンには、この手紙の持つ意味は明白だった。

　問いかけの眼を向けると、ミュリエルは真剣な表情で頷いたのである。

「マルティナのお祖じ父いさんは純血種でした。人間の女性と結婚して、生まれたご子息も人間の女性と結ばれて、誕生したのがマルティナです。彼女はインシードで、わたくしは違いますが、二人の間でそれが問題になったことは一度もありません。この館に勤めるようになってからも、マルティナはわたくしに頻繁に手紙をくれましたが、いつも明るい報告でした。毎日がとても楽しく充実していると。男爵さまは本当によくしてくださるし、お子さまはとても利発な子で、教えがいがあると。それだけに、この手紙を受け取った時は驚きました。迂う闊かつなことですけど、意味がよく……吞み込めなかったのです」

　無理もない。キャサリン自身、経験しなければわからなかったことだ。

　今まで自分に親切にしてくれた人たちが、些さ細さいな一言でがらりと変へん貌ぼうしてしまう、まったく違うものになってしまう、あの恐怖を。

　ミュリエルは首から下げた鎖を外し、ブラウスの中から大きなペンダントを取り出した。

　見事な浮彫レリーフの施された、平たい卵形の銀製のペンダントだった。ミュリエルが片側の撥ば条ねに触れると、浮彫の蓋ふたが開き、中には婦人の細ミニ密アチ画ユールが収められていた。

「これがマルティナです」

　二十歳を少し過ぎたくらいの、際だって美しい婦人の上半身像だった。

　美しいだけではない。胡桃くるみのような光沢を放つ髪に囲まれた輪郭は凜りんとして、気品と誇りを表あらわしている。大きな薄茶の瞳には聡そう明めいそうな光があり、秀でた白い額や微笑をたたえた口元は高い教養と深い知性を示し、何より、この人の表情からはその人柄の温かさが、真の優しさが感じられる。

　こんな人を《けだもの》と罵るその神経こそが、キャサリンには理解できなかった。

「──二十五日の六時に、マルティナさんは駅に現れなかったのですね？」

「はい。以来ずっと行方がわかりません。こちらに何度も問い合わせの手紙を出したのですが、マルティナは急にやめると言って出ていった、ひどく迷惑していると、判で押したような返事しか返ってきません。でも、そんなはずはないのです。あれほど教育に熱心な、責任感の強い彼女が、辞意も示さず、突然自分の仕事を投げ出すなんて。マルティナを少しでも知っている人には到底、信じられないことです」

「この勤め口を紹介した恩師の方はどうおっしゃっているのです？　その方は男爵とは親しい間柄なのでしょう？」

　マルティナの行方について、男爵を追及してもらったらどうかとキャサリンは言ったのだが、ミュリエルは沈んだ表情になって首を振った。

「真っ先にお願いしました。でも、その方は──ローム大学の名誉教授でいらっしゃいますが、既にかなりのご高齢で、現在のフォン・ブラウン男爵とはそれほど親しいわけではないのです。親交があったのは先代の男爵だとかで……。マルティナが行方不明になったことについても、ただもう信じられないと首を傾げて、ひたすら狼ろう狽ばいしていらっしゃるような状態です」

「つまり、あてにはできないわけですね」

　唇を嚙かみしめ、可愛い顔を精一杯険しくして、キャサリンは考えた。

　外国からやって来た、うら若い女性の家庭教師を、最初、フォン・ブラウン男爵は歓待した。

　彼女の血筋を知らなかったからだ。

　三ヶ月は何事もなく過ぎたのだろう。しかし、キャサリンの屋敷に勤めているインシードの召使いを見てもわかることだが、彼らにとって自分が異種アナザー人類レイスの血を引いているということは、恥ずべきことでも、禁忌でもないのだ。ごく普通に口にする。

　恐らくは、三ヶ月が過ぎた頃、マルティナもそうしたのだ。

　それがどんなに悲劇的な結果を招くか、少しも知らずにだ。

「お尋ねしますが、マルティナさんは、ご自分の血筋を隠す必要があるとは……」

「考えもしなかったはずです。──わたくしもです。マルティナの消息を求めて、この屋敷を訪れ、遠い親しん戚せきだと言ったとたん、この地下牢に閉じこめられてしまいました」

「いつから？」

「もう、五日になります」

　今度はキャサリンが青くなる番だった。執事が口にした『今は幸い余裕がある……』という、不吉な言葉が脳裏をよぎったのだ。

「ミュリエルさん！　あなたも逃げなくてはいけませんわ！　この館やかたの人間はまず、あなたを狩りの獲物にする気です」

　だが、優しい声の少女は静かに首を振った。

「いいえ、キャサリンさん。マルティナの消息を確かめるまでは、わたくしはこの館を離れることはできません」

「でも！　お気持ちはわかりますけど、マルティナさんは、もう……」

　言いかけて言葉を吞のんだ。その先を口にすることは、キャサリンには到底できなかったのだ。

　しかし、現在の状況をふまえた上で、マルティナの手紙を読めば、他には考えようがない。

　それでも、ミュリエルは蒼そう白はくな顔で首を振ったのである。

「もし……もしも、マルティナが既にこの世の人ではないというのであれば、なおさらです。彼女がどのようにして命を奪われたのか、その最期がどんなものであったのか、わたくしが、知らなくては……」

　膝ひざの上に置かれたミュリエルの手が震え、ぎゅっとスカート生地を握りしめる。

　顔を上げて、必死の様子で、キャサリンに訴えてきた。

「あなたにもきっとわかっていただけると思います。マルティナはわたくしの大切な友達です。かけがえのない人なのです。その彼女を放り捨てて行くことはできません」

　風が吹けば折れてしまいそうな華きや奢しやな少女は、意外なほどの芯しんの強さを持っているらしい。

　キャサリンを見つめて、真しん摯しな表情で頷うなずいてみせた。

「わたくしは大丈夫ですから。それより、キャサリンさんこそ逃げ出すことを考えなくては。──あなたが生粋の人間であることを何とか証明できませんか？」

　キャサリンはまた舌打ちして、今はボンネットを被かぶっている頭を振った。

「あの様子ではこちらが何を言っても、どんな証拠を突きつけても無駄です。バナディスから外務大臣本人がやってきて、わたしの身元証明をしてくだされば話は別でしょうけど、そんな期待をしたところで無意味ですわ。この有様では、父に連絡を取ることもできません」

「では、お友達は？　どなたか、あなたを助けてくださる方はいないのですか？」

　不思議な少女だった。自分の命も危ないということがわかっているのかと思うくらいだった。

　その眼が、美しい顔が先程から案じているのは、キャサリンの安全だけのように見えるのだ。

「ええ。一緒に来た友人がいます。頼みにできる人ですが、その人は純血種です。わたしより遥はるかに危険な立場に置かれているかもしれません」

　キャサリンはきつく唇を嚙みしめた。

「その人は本当に立派な人です。またとない紳士です。この館の人間たちなど、あの人の足の裏に触れるほどの資格もあるものですか！　それなのに、彼らはあの人を《けだもの》と決めつけて、その一言ですべてを量ろうとするのです」

　そう、ヘンリーの助けをただ待っているわけにはいかない。

　この状況から抜け出すため、自みずからも何かをしなければならない。

　キャサリンは声に力を籠こめて言ったのである。

「ミュリエルさん。現状を楽観してはいけませんわ。あなたのおっしゃることはわかります。──わたしにだって大切な人がいます。もし、このニーナが行方不明になったと聞かされたら、わたしは何としても消息を摑つかもうとするでしょう。でも、わたしたちが今ここで殺されたら、その方の無念を誰が晴らすんですか！」

　年下のキャサリンに叱しつ咤たされたからか、それともキャサリンの怒りの激しさに驚いたのか、ミュリエルは眼を丸くした。

「マルティナさんばかりではありません。先程の村人たちの様子では今までに何人の人たちが──何の罪もない人たちが捕らえられ、この地下牢ろうへ入れられたことか！　そして──そして、考えるのも恐ろしいようですが、その人たちはいったいどうなってしまったのか。この犯罪を暴くためにも、わたしたちは何としても、生きてここを脱出しなければなりません。それも、早急にです！　あなたが今まで無事だったのは男爵がこの館を留守にしていたからでしょうが、男爵は恐らく、今夜にもここへやって来ます。アナザーレイスやインシードを人じん語ごをしゃべる鸚おう鵡むくらいにしか考えていない悪党の親玉が！　そしてわたしたちはその悪党の娯楽のために森へ放され、銃で狩られることになるんです！」

　ただでさえ青い顔をしていたニーナが絶望的な表情で呻うめき、粗末な寝台の上に崩れ落ちた。

「ニーナ。しっかりするのよ！　負けちゃだめ。ここでくじけたらおしまいだわ」

　キャサリンの特筆すべき性格の一つに『決してあきらめない』というのがある。

　あきらめが悪すぎて、時には困ったことにもなるが、今はまさにその粘りが必要だった。

　活路を求めるキャサリンの青い眼が、自然と、開け放った窓に向けられた。

　扉に重い閂かんぬきが掛かっている以上、唯一、ここが脱出に使えそうな場所だが、窓の外は垂直の外壁だし、真下には尖った岩が待ち受けている。

　すぐそこに自由な空が開けていても、ただの人間の自分にはどうしようもない。

　手をこまねいて見ているしかない。

「こんな時は、翼のある人たちがうらやましくなるわね……」

　思わず呟いた。その時だ。ある考えが頭に閃いた。

　村人たちはキャサリンとニーナをインシードだと誤解した。二人とも間違いなく人間なのに、その判別を下すことができなかったのだ。

　それは何も混イン血シードに限ったことではない。人の姿をしている純血アナザー種レイスをそれと見分けることは、普通の人間にはできないのだ。

「そうだわ！」

　小さく叫んだ。

　うまくいくかどうかはわからないが、可能性はあるように思えた。

　ニーナとミュリエルにその思いつきを説明しようとして、キャサリンははっとした。

　足音が近づいてくる。

　この地下牢は通路の行き止まりだ。他に部屋らしいものはない。

　誰かがここへやってくる。

「ニーナ、ミュリエルさん。離れて！　わたしが何を始めても驚かないで！」

　一息に囁ささやいて、キャサリンは寝台から立ち上がった。窓の正面に立って、扉を睨にらみ付けた。

　その勢いに押されたのか、ニーナとミュリエルも立ち上がり、部屋の隅に下がった。

　それと同時に、扉に塡はめ込まれた鉄格子の向こうに、目つきの悪い男の顔が現れたのである。

　垢あかじみた、下げ卑びた顔だった。これだけの館になると、使用人の間にも厳然たる身分の上下があるものだが、その中でも最下層に位置する下男のようだった。

　扉の下の隙間から食べ物の入った皿を押し込むと、男はキャサリンを見て、にやりと笑い、鉄格子越しに黒光りする銃身を見せつけてきた。

　それは、トランクの中に置いてきたはずの、キャサリンの四十四口径リボルバーだった。

「混こん血けつ娘むすめがご大たい層そうなものを持ってるじゃないか。こんな上じよう物ものは混お血ま娘えにゃもったいないからな。俺がもらっといてやるよ」

　この挑発的な台詞せりふに対して、キャサリンはにっこり笑って言ったのである。

「どうぞ、お持ちになってくださいな。ただし、すぐに返してもらうことになりますわよ」

　たっぷりと皮肉の籠もった口調に、鉄格子の向こうの男の顔が、訝いぶかしげにしかめられた。

　不審に思うのも無理もなかった。こんなことは今まで一度もなかったからだ。地下の牢獄に閉じこめられ、明日には撃たれて殺されると宣告された虜囚が、命乞ごいをするでもなく、捨て台詞を吐くのでもなく、こちらをあざ笑っているのである。

　事実、キャサリンは、この男や、この館やかたの人間たちに対して、氷のような感情を抱いていた。

　鉄格子の向こうの男に軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けることは、たいして難しくもなかったのである。

　昂こう然ぜんと頭を反そらした。口元には不敵な冷笑を浮かべた。先程の村人たちが自分に向けた眼を思い出しながら、同じように相手を見み下くだしながら、キャサリンはさらに言った。

「あなたたち《人ステロ間タイプ》ときたら、本当にお馬鹿さんなのね。まったく呆あきれてものも言えないわ。純血種とインシードの区別もつかないなんて。わたしがどうしておとなしく捕まったと思うの。あなたたちが仲間にどんなひどいことをしているか、確かめるためよ」

　言いながら、変装用のボンネットをむしり取り、本来の茶色がかった金髪を露あらわにすると、キャサリンは背中に手を回した。今日の上着は背中のボタン留めだったからだ。

　そうして手際よく全部のボタンを外すと、上着を脱ぎ落とした。

　さらには靴を脱ぎ、靴下を足から抜き取った。スカートも、ペチコートも脱ぎ捨てた。

　この有様を見たニーナは眼を剝むいていた。まさに絶叫寸前だ。

　鉄格子を挟んでいるとはいえ、男の目の前でシュミーズとズロースだけの下着姿になるなど、とんでもない話である。こんなことをするのは場末の踊り子か娼しよう婦ふだけだ。

　キャサリン自身、猛烈に恥ずかしかったが、ここで赤くなったり狼ろう狽ばいしたりしたら負けだ。

　あくまでも悠然とした態度を装い、鉄格子の向こうで眼を丸くしている男から眼を逸そらさず、勝ち誇った口調で宣言した。

「教えてあげるわ。わたしの本当の名前はね、《白鳥》のキャサリンというのよ。それなのに、こんな窓のあるところへわざわざ閉じこめてくれるなんて、ご親切に感謝するわ」

　ニーナがまたまたぽかんと眼を丸くする。キャサリンはそんなニーナに頷うなずいてみせた。

　こちらの狙ねらいをどうかわかってくれるようにと、眼に力を籠こめながら、窓枠に手を掛けた。

「ニーナ、ミュリエルさん。もう少しの辛抱よ。すぐに助けを呼んでくるわ。わたしの翼ならひとっ飛びよ！」

　言うや否や、キャサリンは下着姿でひらりと窓の外に飛び出した。まさに、鳥が今にも飛び立とうとするかのような気軽さだった。

　しかし、実際には、キャサリンは窓枠を握った手に力を籠めて、すばやく空中で身体を捻ひねり、両手でしっかりと窓枠を摑つかんだのである。

　勢い余って、キャサリンの身体は胸から石の外壁に叩たたきつけられた。

　全身の重みが両腕にずしりと掛かる。身体を支える手首だけでなく、肩までが悲鳴を上げた。

　その痛みに思わず呻うめくと同時に、一気に血の気が引いた。

　キャサリンの足は完全に宙に浮いている。下は尖とがった岩棚が待ち受けている。手を離したら──自分の体重に耐えきれずにこの手が離れたら、真っ逆さまに落下しておしまいだった。

　キャサリンはちゃんと覚えていたのだ。この牢ろうには鍵かぎの掛かる錠前はなく、ただ、閂かんぬきだけで重い扉を押さえていることを。

　案の定、自分が窓枠を飛び越えようとした途端、男の怒号が聞こえた。

　獲物が空を飛んで逃げようとしているとあれば、まして拳けん銃じゆうで武装していれば、人を呼びに行くような悠長なことをするはずがない。

　必ず牢獄に飛び込んできて、撃ち落とそうとするはずだった。

　その時が唯一の機会だった。咄とつ嗟さに行動に移してしまったが、無防備に窓枠にぶら下がった自分の姿勢に、さすがに激しい焦りと不安が募る。

　もし、うまくいかなかったら、ニーナがあの男の不意をつくことができなかったら、こんな体勢で銃口を突きつけられてしまう。そんなことになったらそれこそ逃げようがない。

　両手に懸命に力を籠めながら、宙吊づりにぶら下がった姿のまま、必死に窓を見上げる。

　あの卑しい男の顔がここに現れて自分を見下ろしたらと思うと、身体がぞっと冷えた。
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　飛び越えた窓枠にぶら下がってからのほんの一瞬が、キャサリンには恐ろしく長かったが、何とも嬉うれしいことに窓そ枠こから覗のぞいたのはニーナの顔だった。

「お嬢さま！　しっかり！」

　打って変わって真っ赤な顔をしたニーナが、キャサリンの腕を摑んで必死に引っ張った。

　ミュリエルもすぐさま加勢してくれた。そのおかげで、キャサリンはどうにか無事に建物の中に戻ることができたのである。

「な、な……、お嬢さま！　なんて無茶をなさるんです！　寿命が五年は縮まりましたよ！」

　キャサリン自身、決して平気だったわけではない。今頃になって足が震えてきた。指先まで一瞬で冷え切っているし、心臓はばくばく脈打っている。

　しかし、一か八かの大ばくちはうまくいったのだ。牢屋の床には、さっきの男が銃を抜いた姿勢のまま、うつぶせに伸びている。もちろん、牢の扉も開いている。

「やったわ！」

　囁ささやくように叫んで、キャサリンは男の手から銃を取り上げた。下着姿で容赦なく男の身体をひっくり返し、腰からガンベルトをはぎ取った。ありがたいことに予備の実包もそのままだ。

　脱いだ服を拾い上げながら、キャサリンは満面の笑顔でニーナを振り返ったのである。

「ありがとう！　よくわかってくれたわね」

「いいえ、わたしじゃありません。ミュリエルさんが殴ったんです、その椅子で」

「──椅子で？」

　確かに、男の周りには古びた木の椅子が、ばらばらになって落ちている。

　さすがにキャサリンも眼を丸くした。

「まあ、ミュリエルさん……」

　この、野の花のような少女がそこまで大胆なことをするとは予想外だったが、ミュリエルはほっとしたように微笑んだ。

「この男が銃を抜いたので。あなたがご無事で、よかった」

　キャサリンは急に恥ずかしくなって、大急ぎで服を着ながら、慌てて言い訳した。

「ミュリエルさん。あの、お願いですから、わたしがいつもこんなはしたない真似をするとは思わないでくださいね。ここから逃げるために、仕方なくやったのです」

「いいえ、キャサリンさん。お見事でした。わたくし、あなたの機き転てんに感心しました」

　心から言ったミュリエルだが、キャサリンが、身につけたスカートの上にガンベルトを巻き、慣れた手つきでホルスターに銃を放り込むのを見て驚いたらしい。

　美しい顔に、はっきりと恐怖の色が浮かんだ。

「キャサリンさん。そんなものを？」

　ミュリエルが不安に思うのも無理はなかった。キャサリンのような上流階級に属する少女の振る舞いとしてはふさわしくないことだからだ。

「この館やかたの中は敵だらけです。丸腰で出ていくわけにはいきません。大丈夫。これはあくまで念のためです」

　きっぱりと言って、キャサリンは粗末な寝台から敷布を引き剝はがして、細く裂いた。古びた粗末な布地だから、キャサリンの力でも難なく引き裂ける。

　手際よく即席の縄をつくると、キャサリンは気絶している男の両手首をそれで縛り上げた。

　ニーナも心得て手を貸した。

「お嬢さま。足も縛っておいたほうがいいんじゃありませんか？　それに、猿ぐつわも」

「ええ。そうしてちょうだい。大声を出されたら厄介だから。──この男はマルティナさんの消息を知っているかもしれないものね。叩たたき起こして厳しく尋問しなくては」

「いいえ、この男は何も知りません」

　口を挟んだのはミュリエルだった。ミュリエルは二人のすることを眼を丸くして見ていたが、キャサリンが何をしようとしているかを知って、やんわりと制してきたのだ。

「この五日間、食事を運んでくるのはいつもこの男でした。その都度、尋ねてみたのですが、まったく反応がありませんでしたから」

「素知らぬ振りを装っているのではなくて、ですか？」

「恐らくは。小銭を与えると言ってみたのですが、それでも答えない──答えられないのです。芝居をしているようには見えませんでした」

　その意見にはキャサリンも賛成だった。見ただけでもわかることだが、とてもそんな芸当ができるような男ではないのだ。

「では、一緒に逃げましょう。この男がマルティナさんを知らないというのならなおさらです。誰か他の人間に訊きかなくては。そのためにも、まずは、わたしたちがここから脱出することが何より肝心です。こんなところでじっとしていても意味がありませんわ」

　ミュリエルはちょっとためらったが、結局は頷うなずいた。

　ぐずぐずしていたら、気絶している男が眼を覚ましてしまう。縛り上げてあるとはいっても、この男が戻ってこないことに他の召使いが気づいたら、面倒なことになる。

　三人はそっと牢ろうを出た。

　もちろんキャサリンは扉を元通りに閉めて、閂かんぬきも掛けておいた。
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　キャサリンは牢獄までの道順を完かん璧ぺきに覚えていた。

　人の気配に気を配りながら二人を誘導し、地下通路を進み、階段を登り、先程の中庭を囲む回廊まで来た。

　外へ出てみると、夕焼けもそろそろ終わろうとする時刻だった。沈むゆく夕陽の最後の光が広い中庭や母おも家やの壁を真っ赤に染め上げている。

　階段の出口で素早く中庭を窺うかがったキャサリンは、はっとした。

　咄とつ嗟さに物陰に身を潜め、後ろの二人にも声を立てないように合図した。

　大きな蓮はす池いけを挟んで斜め左向こうにキャサリンたちが連れてこられた通路がある。

　あの先には台所があり、台所から少し離れたところには厩きゆう舎しやがあった。キャサリンは素早くそこまでを見て取っていたのだ。厩舎まで辿たどり着ければ馬が手に入る。

　しかし、キャサリンの隠れている場所からほぼ正面の壁にもたれるようにして、二人の男が何やら談笑しているのだ。このまま出ていったら、どうしたってその男たちに気づかれる。

　同じものに気づいたニーナが、恐怖に引きつった声で囁ささやいた。

「ど、どうします？」

　キャサリンも眉み間けんにしわを寄せて考えた。射撃には自信がある。この位置からなら、充分、あの二人を狙ねらえるが、今ここで銃声を響かせたら、館中の人間が飛んできてしまう。

　二人がそこからいなくなってくれることを願ったが、男たちは話に興じていて、動く様子はない。

　しかも、その二人の顔にキャサリンは見覚えがあった。

　護衛のように執事に付き従っていた、先程、自分たちを牢獄へ押し込んだ男たちだ。

　思わず呟つぶやいた。

「あの男たちなら、マルティナさんの行方を知っているでしょうに……」

「本当ですか？」

　独り言のつもりだったのに、思いがけず、ニーナの後ろにいたミュリエルが返事をした。

　その耳の良さに驚きながらも、キャサリンは振り返って頷いた。

「あの二人は城じよう代だいと呼ばれていた男の直属のようでした。懐ふところには拳けん銃じゆうも持っています。たぶん、この館の私兵でしょう。その立場なら、マルティナさんのことも知っているはずです」

　地下牢を担当する下男と、館の一ひと粒つぶ種だねを教育する家庭教師とでは、生活の場がまったく違う。

　さっきの男はマルティナの消息を知らなかったのではない。恐らくは、五ヶ月前、この館にマルティナという女性教師が住み込みで雇われたことそれ自体を知らなかったのだ。

　同じ屋敷に住み暮らしていながらちょっと信じられないことだが、この館の規模を考えれば、それもおかしくはない。家庭教師は子ども部屋や食堂、自分に与えられた部屋といった屋敷の表部分にしか立ち入らないものだし、あの男は恐らく滅多に地下から出ることはない。

　これが庭師や馬屋番というのなら、顔を合わせる機会も、存在を知る機会もあっただろうが、地下を徘はい徊かいする下男にとっては、頭の上で何が行われていようと、誰が雇われようと、それは自分の仕事には関わりのない、別の世界の話なのである。

　しかし、あの男たちなら知っているはずだった。この館にマルティナがやってきたことも、その消息も。

　震えていたニーナが、こわごわと言いだした。

「それなら、お嬢さまの腕で軽くやっつけたらどうです？　もちろん、殺すのはだめですけど。今なら相手はじっとしているんですから、格好の的じゃないですか」

「無茶を言わないで、ニーナ。銃声のしない銃はないのよ」

　拳銃に手を掛けて焦っていると、ミュリエルがキャサリンの手を、そっと押さえた。

「ここは、わたくしが」

「ミュリエルさん？」

　キャサリンはさらに驚いた。銃を見ただけで怯おびえるような少女が何をする気かと思ったが、ミュリエルは真顔でキャサリンを見つめて、真剣な様子で言った。

「キャサリンさん。これからわたくしが何を始めても、それこそ驚かないで。そして、決して発砲しないと約束してください。どんなことが起きてもです」

「ミュリエルさん、いったい何を……」

「わたくしを信じて。決して銃は撃たないで。いいですね？」

　優しい声に、今は緊迫の響きがある。その気き魄はくに押されて、キャサリンは思わず頷うなずいていた。

　笑顔で頷きを返すと、ミュリエルは軽やかに回廊に走り出たのである。

　あっと思ったキャサリンが止める間もなかった。

　その動きはもちろん、壁にもたれていた男たちから丸見えだ。地下牢ろうに捕らえてあるはずの虜囚が目の前を走り抜けたわけだから、男たちは呆あつ気けにとられたようだが、すかさず銃を抜き、ミュリエルに狙いを定めた。

「止まれ！　撃つぞ！」

　実際に撃たなかったのは、主人が狩る獲物を傷つけるわけにはいかないからだ。

　あくまで逃げるようなら威嚇射撃をしただろうが、ミュリエルはその警告に素直に従った。

　虜囚が立ち止まったのを確認すると、男たちは舌打ちして壁を離れ、蓮はす池いけを回るようにして、ミュリエルに近づいていったのである。

　途中、キャサリンが隠れている柱の陰のすぐ近くを通ったから、

「こいつ、どうやって抜け出したんだ？」

　男たちの一人がそんなことを呟くのが、息を潜めているキャサリンにも聞こえた。

　気が気ではなかった。二人が目の前を通り過ぎるのを待って、そっと表を覗のぞいてみた。

　左側の通路から中庭に飛び出したミュリエルが蓮池の傍そばに立っているのが見えた。斜め前の通路に逃げ込むためには、角をきちんと九十度曲がるより、庭を横切ったほうが早いからだ。

　半身をキャサリンに向けた男たちが、そのミュリエルを捕らえるために近づいていく。

　銃を持っているせいもあるだろうが、急ぐ様子のない、悠然とした足取りだった。

　同じように拳銃に手を掛けたキャサリンがはらはらしながら見守っていると、ミュリエルは迫ってくる男たちに対して、真正面から訴えたのである。

「待って！　教えてください。マルティナはどうなったのです？」

「何だと？」

「この館やかたで家庭教師を務めていたマルティナ・バロアの消息さえ教えてくれれば、わたくしはこのまま牢に戻ります」

　キャサリンは唇を嚙かみしめた。何という愚かなことをと思い、同時に、ミュリエルにとって、その人はそこまで大切な友達であったのかと、あらためて知らしめられた気がした。

　こんな条件を持ち出したところで取引にはならない。そのくらい、ミュリエルにもわかっているはずだった。

　案の定、男たちは顔を見合わせて、馬鹿にしたような笑いを洩もらした。

　しかし、自分たちが圧倒的な優位にあるせいか、ミュリエルの必死の様子が滑こつ稽けいだったのか、男たちは嘲ちよう笑しようとともにミュリエルの問いに答えたのである。

「仲間思いじゃないか。心配しなくても、明日になれば会えるさ」

「ああ、あの世でな」

　予期していたはずの言葉だったろうに、ミュリエルの顔は蒼そう白はくになった。鈴を転がすような声が恐怖に震えた。

「……マルティナは、死んだのですか？」

「そうとも。すっかり騙だまされたぜ。けだものの分ぶん際ざいで、お嬢さまぶって、いけしゃあしゃあと家庭教師なんかにおさまりやがって、あろうことか坊っちゃまを手て懐なずけたんだ。三ヶ月もの間、俺たちも全然気づかなかったが、あんな性しよう悪わるな真似をされたんじゃあな。旦だん那なさまがお怒りになったのも当然だろうよ」

「だから、見せしめに裸に剝むいて、さんざん追いまわしてやったのさ。とどめは坊っちゃまの手で仕留めるようにと旦那さまはおっしゃったが、坊っちゃまはまだ子どもだからな。泣いていやがったから、結局、旦那さまが仕留めたんだ」

「そうそう、気の毒だが、墓参りはできないぜ。死し骸がいはばらばらに刻んで犬の餌にしたからな。さて、気が済んだら牢へ戻ってもらおうか。おまえもどうせ、明日には同じ運命なんだ」

　このやりとりがいやでも耳に入ったキャサリンは危うく飛び出すところだった。

　右手はすでにしっかりホルスターの中の銃床を握りしめている。引き金に指が掛かっている。

　あとは引き抜いて、照準を合わせて引き金を引く。簡単なことだ。キャサリンにとっては、何の造作もないことなのだ。

　それは本来なら、決してしてはならないことである。人に銃口を向けるなどとは。ましてや引き金を引くなどということは。

　キャサリンは今まで一度も、誰かを進んで傷つけたいと思ったことはない。ましてや生身の人間に銃弾を撃ち込みたいと思ったことなどない。

　だが、この男たちには風穴の一つや二つ、いいや三つや四つ、喜んで開けてやりたかった。

　爆発寸前のその激情をかろうじて抑え込んだ理由はただ一つ、ミュリエルとの約束だ。

　彼女は決して発砲するなと言った。わたくしを信じてと言ったのだ。

　大きく息を吐いて、気持ちを整える。

　そっと覗いてみると、ミュリエルは蓮池のほとりに立ちつくしていた。うなだれたその顔は、遠目にも死人のような顔色になっている。衝撃に打ちのめされた細い肩が痛々しかった。

　動こうとしないミュリエルに舌打ちして、男たちはさらに近づいた。引きずってでも連れていこうとしたのだろうが、とたん、ミュリエルは、ぱっと飛び離れたのである。

　男たちの手が自分に触れるのを許さず、池の周りを小走りに走って距離を取った。それから恐ろしく意外なことをした。

　服を脱ぎ始めたのである。

　ミュリエルの服装は、レースの襟の白いブラウスに、腰に幾重にも巻き付ける形のブルーのスカートという、一風変わった質素なものだった。

　ちょっとメリー・ウェザー女学院の夏の制服にも似ている。

　ミュリエルはウェストで締めた紐ひもを解いてスカートを落とすと、ブラウスを脱ぎ捨て、靴と靴下も脱ぎ捨てた。さっきのキャサリンのようにだ。

　だが、ミュリエルの奇き行こうはそこでは終わらなかった。下着の類たぐいもすべて身体から取り去って、まったくの全裸になったのである。

　日没前の輝きを放つ赤い夕陽に、瑞みず々みずしい少女の肉体があますところなく照らし出された。

　若く美しい娘が目の前で服を脱ぐのを止める男はいない。たとえ、その娘が《けだもの》の一匹でもだ。銃を持った男たちは眼を丸くしていたが、ミュリエルはさらに奇妙な行動に出た。

　幼なじみの細ミニ密アチ画ユールを収めた銀のロケットまで首から外して下に落とすと、蓮はすの葉で充満している池に頭から飛び込んだのである。

　これにはキャサリンも呆あつ気けにとられた。

　確かに、小さいとは言えない池である。水底も見えない。しかし、中庭の真ん中にあって、周囲をぐるりと歩ける程度の池なのだ。

　こんな池に飛び込んだところで、逃げたことにも隠れたことにもならない。

　男たちも最初ぽかんとして、次に笑い出した。そして最後に舌打ちした。

「手間を掛けさせやがる。恐怖のあまり、狂ったか？」

「すぐに浮いてくるさ。息が続かないからな。それより、おまえは牢ろうを見てこい。確か他にも二匹、入っていたはずだ。そいつらも逃げたかもしれん」

「わかった」

　応おうじた一人が銃をしまって、こちらへやってくる。

　キャサリンは慌てて暗い柱の影に身を潜めた。

　隠れてやり過ごしてもいいが、それでは、地下牢で縛られている下男を発見されてしまう。

　こうなったら、あの男が通り過ぎたところを狙ねらって殴りつけるしかない。素手では無理でも、銃の台だい尻じりで殴れば、気絶させることくらいできるだろう。

　そう思い、息を殺して、銃身を握って待っていると、庭のほうで激しい水音が響いた。

　同時に、男の悲鳴がした。

「どうした!?」

　キャサリンの目の前まで来ていた男が問いかけと同時に踵きびすを返し、庭へ駆け戻った。

　ほっとしたキャサリンも、もちろん続いて中庭を覗のぞいてみた。すると、庭に残った男が池のほとりに倒れ伏ふしているではないか。

「おい！　どうしたんだ!?」

　地下へ降りようとした男は慌てて同僚の傍そばに膝ひざをつき、身体を揺すったが、相手はまったく起きる気配はない。

　しかも、倒れたその右手には銃を握ったままだ。

　もう一人の男は真剣な表情になって銃を抜き、油断なく辺りを見回した。

　同僚が何者かに襲われたことは間違いない。それも、銃を撃つ間も与えないほどの早さでだ。

　しかし、夕焼けに染まる中庭は静かなものである。

　この一画が館やかたの中心から離れているせいなのか、人の気配などどこにもない。

　ただ、池から突き出ている大小の蓮の葉が揺れているだけだ。

　男は首を傾げた。素すは裸だかのミュリエルに、武装した男を倒すような真似ができるわけはないが、銃を片手に慎重に池を覗いた。その瞬間だった。

「わぁっ！」

　短い悲鳴と共に、男の身体が池の中に消えたのである。

　見ていたキャサリンにも何がどうなったのか、さっぱりわからなかった。足をすべらせたというような動きではない。明らかに何かに引きずり込まれたのだ。

　蓮の葉が何度か大きく揺れ動いて、やがて静かになり、そして、男の身体が水面にぷかりと浮かびあがってきた。

　もう我慢できなかった。キャサリンは果か敢かんに中庭に飛び出した。ニーナが慌てて後に続く。

　池の端に倒れている男に駆け寄って調べてみると、まだ息があった。

　とはいうものの、よほど強烈な打撃を食らったらしい。身体を見ただけですぐに気づいたが、左腕が奇妙な方向にねじ曲がっている。骨が折れているのだ。しかも、完全に失神している。

　池に引きずり込まれた男のほうに眼をやれば、水面にうつぶせた姿勢で、ぴくりともしない。

　死んだのかと思いきや、男の身体が蓮の葉を搔かき分けて水際へと近づいてきた。

　意識を失っているのは間違いないのに、身体を横向きにしたまま、水面をすべるようにして、すうっと近づいてきたのである。

　ニーナが小さな悲鳴を上げて、キャサリンにしがみついた。死体が勝手に動いているような、あまりにも異様な動きだったからだ。

　だが、キャサリンにはわかった。

　水の中に何かいる。

　何かが、水面下で、この男の身体を支えて、動かしている。

　その証拠に男の身体は水際まで来ても止まらなかった。そのまま地上へと押しやられ、先に倒れていた同僚の横に投げ出された。その拍子に呻うめいたから、こちらも死んではいない。

　自みずからの頭の上に男の身体を乗せて運び、地面に振り落としたその生き物を目の当たりにして、ニーナは恐怖に立ちすくんだ。

　今度こそ、お得意の大絶叫を張り上げようとしたが、間一髪、キャサリンがニーナの口元を手のひらでしっかり塞ふさいで間に合った。

　しかし、そのキャサリン自身、悲鳴をあげそうになったのを懸命に堪こらえていたのである。

　それは一見して爬は虫ちゆう類るいだった。それも恐ろしく大きなものだ。頭から胴体の部分を、すでに三メートルは池から露あらわにしているというのに、後ろ半身はまだ水の中なのである。

　その生き物は丸太のような胴体と、対照的に短い手足を持っていた。

　背中の皮は硬く尖とがり、頭は平たく、口は異様に長く、閉じた口からも獲物を引き裂くための巨大な牙きばがずらりと並んで見える。その眼は水の中に潜みながらも獲物を見定められるように頭の上部に位置して、眼がん窩かの部分が盛り上がっており、金色の眼が爛らん々らんと光り輝いている。

　貂てんを見て鼬いたちと間違う人はいても、犬と狼、狸たぬきと穴あな熊ぐまの見分けがつかないという人はいても、この生き物を他の何かと間違える人はまずいない。

　鰐わにだった。

　それも、信じられないほど巨大な鰐だった。全長六メートル以上は確実にあるに違いない。

　反射的にニーナを抑えたものの、キャサリンの心臓は爆発寸前にまで脈打っていた。

　左手で器用にニーナを抑えながら、右手をそろりと銃に伸ばしたが、撃てば人を呼び集めることになる。

　逃げなくてはと思いながら、足が竦すくんで動けなかった。

　野外教室で、熊に出くわした時の注意は教わったことがあるが、鰐に出くわした時の対処は教わっていない。この巨体に似合わず、男を引きずり込んだ今の動きは敏びん捷しようそのものだ。

　こんなものに襲い掛かられたら、ひとたまりもない。

　だが、鰐は何故か動こうとはしなかった。じっとキャサリンを見上げていた。キャサリンは両足で地面に立ち、鰐は当然ながら地面に腹はら這ばいの状態である。そのせいか、長大な顎あごを持ち上げるようにして鰐は口を開き、そこから明めい瞭りような人の言葉が飛び出した。

「お怪我はありませんか？」

　不気味で凶暴な顔とは極めつきに不似合いな、鈴を転がすような少女の声だった。

　キャサリンに口を押さえられたままのニーナが、喉のどの奥で器用に悲鳴をあげた。その身体が力を失って、くたくたと崩れ落ちる。つられて、キャサリンも一緒に座り込んでしまった。

　あんぐりと口を開けたまま、目の前一メートルにまで迫った生き物を見る。

　その自分の眼が顔から飛び出して転がり落ちるのではないかと思った。

　尾の部分は水に浸つかったままの、丸太のような胴体と短い手足。

　全身を覆う茶色と黒のごつごつした皮。細長い顎。口の端からずらりと覗のぞく牙、針のように瞳どう孔こうの細い、感情の読めない鋭い眼。

　キャサリンは今になって、あの少女の言葉を思い出した。

（──マルティナはインシードですが、わたくしは違います──）

　そうだ。彼女は一言も、自分が人間であるとは言わなかった。

（──わたくしは大丈夫ですから──）

　そうも言っていた。地下牢ろうの窓からビルテ河の流れが見えていた。足下の岩場が少しばかり厄やつ介かいだったかもしれないが、彼女は逃げられなかったのではない。逃げなかったのだ。

　ニーナをしっかりと抱きかかえたキャサリンは、まだ茫然としながらも、おそるおそる鰐に向かって話しかけたのである。

「……ミュリエル……さん、ですか？」

　できるものなら否定してほしかったのだが、巨大な爬虫類はあっさり答えたのだ。

「はい。申し遅れました。《鰐》のミュリエル。ごらんになればおわかりでしょうが、それがわたくしのもう一つの名前です」

　確かに、見ればわかる。わかりすぎるくらいわかる。どこからどう見たって、これは鰐だ。

　キャサリンが返す言葉を失っている間に、鰐は器用にあとずさり、再びすっぽりと池の中に沈んだ。と思ったら、ほとんどすぐに別の生き物が池の中に立ちあがった。

　なめらかな白い肌と眩まぶしいような肢体を持つ美しい少女が、ぐっしょり濡ぬれた金髪を両手でしぼりながら、水から上がってきた。

「ニーナさんは大丈夫ですか？」

　心配そうな言葉に気づいて眼をやれば、ニーナは完全に気を失っていた。

　無理もない。キャサリン自身、衝撃に頭がぐらぐらしていたのだから。

　はっきり言って、これはない。いくら何でもこれはあんまりだ。

　この可か憐れんな姿で、銀の鈴の音ね色いろのように美しいこの声で、よりにもよってどうして──鰐。

　それも超特大。

　ヘンリーといい、ミュリエルといい、いいや、そもそも、この土地へ来る発ほつ端たんになったベラフォードも含めてだ。

（……爬は虫ちゆう類るいの皆さんというのは美び形けいしかいないのかしら……？）

　差し迫った今の状況も忘れて、そんなことを考えながら虚脱していたキャサリンだったが、間近にミュリエルの顔を見て我に返った。

　手早く衣服を身につけたミュリエルが、キャサリンの傍そばに崩れるように座り込んだのだ。

　その青い眼を濡らしているのは池の水ばかりではない。愛らしい顔は蒼そう白はくに変じていた。

　震える手に、しっかりと、幼なじみの姿を収めたロケットを握っている。

　キャサリンは思わず、ミュリエルのその手を押さえた。

　ミュリエルも眼にいっぱい涙を浮かべて、キャサリンの手を握り返してきた。

　たとえ言葉にならなくても、彼女の言いたいことは、その気持ちは、キャサリンには充分に伝わったのである。

　マルティナは家庭教師という自分の仕事に打ち込み、やりがいを感じていたのに。

　この館やかたの人間たちだって、最初はその仕事ぶりに感心して、能力を評価していたはずなのに。

　彼女は裸で駆り出され、射殺され、その死し骸がいはあろうことか、犬の餌にされたというのだ。

　さっきの男たちは彼女に『騙だまされた』と言った。マルティナが自分の素性を故意に隠したと決めつけて、それを『性しよう悪わるな真似』と言った。そんなことは最初に話すものだと、黙っていたことが許せないというのだろうが、言われるまで気づかなかったくせに、マルティナが才能のある立派な婦人だったことは疑いようもなく明らかなのに、今さら何を言うのかと思った。

　キャサリンはあらためて、ふつふつと怒りがわき上がるのを感じていたのである。

　こんな非道を許していては絶対にいけない。

　断じて、思い知らせてやらなければならない。

　決意も新たに、キャサリンはニーナを揺さぶったのである。

「ニーナ、起きて！　逃げるわよ」

　しかし、今の衝撃がよほど強かったのか、キャサリンがいくら呼びかけても、ニーナは眼を覚まさない。

「ニーナったら！」

　これでは逃げるに逃げられない。キャサリンが焦っていると、ミュリエルが手を伸ばして、気絶したニーナの身体を抱き上げた。

　純血種のアナザーレイスだからか、それとも《鰐わに》という種族のせいなのか、ミュリエルは華きや奢しやな外見に似合わず、力があるようだった。

「参りましょう」

　キャサリンは頷うなずきを返し、ニーナはミュリエルに任せて、銃を構えた。

　険しい顔のキャサリンを先頭に、彼女たちは厩きゆう舎しやを目指して突進したのである。

　今のキャサリンは憤ふん怒ぬの絶頂にあった。もし、行く手を邪魔する者があれば、キャサリンは相手が武装していなくても撃ったに違いないが、幸い、今回も発砲はせずにすんだ。

　台所の傍を通り抜ける時が危なかったが、使用人たちは晩ばん餐さんの支度に忙いそがしく動き回っており、さらに、ものの見分けのつけにくい黄昏たそがれ時どきだったことも幸いした。もうしばらくすれば係りの者が蠟ろう燭そくを点ともしに来るだろうが、逃げるにはちょうどいい時間帯だったのである。

　見み咎とがめられることなく厩舎へ入り込むと、そこには立派な馬が何頭もそろっていた。

「ミュリエルさん、馬に乗れますか？」

「ええ、大丈夫です」

　厩舎の壁には馬具が掛けられていた。キャサリンは二頭を選び出し、手早く手綱を繫つないだ。

　そのうちの一頭に、ミュリエルが気絶したニーナの身体をそっと、うつぶせに乗せた。その拍子に変装用の眼鏡が顔から外れて床に落ちたが、ニーナはそれでも眼を覚まさなかった。

　ここまで来ると、ある意味、立派である。

　キャサリンはそのニーナの後ろに乗って、手綱を取った。ミュリエルがどのくらい乗れるか知らないが、こんな荷物を乗せた馬の操縦を人任せにはできなかったからだ。

　二人は厩舎から抜け出すと、そのまま通用門を駆け抜けたのである。

　けたたましい蹄ひづめの音に気づいたのか、初めて異変を察した人の叫び声がしたようだったが、キャサリンとミュリエルは背後を振り返ったりはしなかった。

　一気に丘を駆け下りた。

「森へ！」

　隣を走るミュリエルが叫ぶ。

　キャサリンは片手で手綱を取り、片手でニーナのドレスの生地をしっかり摑つかんで、ニーナが落馬しないように支えていた。その不自由な姿勢でも、キャサリンはほぼ自在に馬を操縦することができたが、ミュリエルの声に従って、丘から続いているシェーファーの森に逃げ込んだ途端、立ち往生してしまった。

　夜がすぐそこまで近づいている。

　森はすっかり暗くなっている。馬で駆けるには足下があまりにもおぼつかなかった。それに、気がかりなことがもう一つあった。

　手綱を引いて足を止めてしまったキャサリンに、ミュリエルが馬を寄せてきた。

「急がなくては。追っ手が来ます」

「ええ、でも、友達が……」

　ヘンリーのことが気になった。捕まっていたら一緒に連行されていたはずだから、彼はまだ無事でいるはずだ。

　しかし、自分たちが捕まったことを聞きつけたら、ヘンリーは決してじっとしてはいない。

　自分たちを救出しようとリヒター・ハウスへ向かうかもしれない。それがわかっているのに、自分たちだけが逃げるわけにはいかない。そう話すと、ミュリエルは真顔で頷いた。

「お気持ちはわかりますが、その方と連絡を取るためにも、今は逃げなくては。陽が暮れたら、あなたは眼が見えなくなります」

「ミュリエルさんは夜でも見えるんですか？」

「はい。わたくしは鰐ですから」

　笑顔で言われて、キャサリンは馬の背に突っ伏しそうになった。

　確かにその通りなのだが、そんなに軽やかに言わないでほしいと、心の底から思った。

　外見で相手を判断するのは恥ずべきことだと、キャサリンはかつて、ヘンリーという実例に学んだ。しかし、ヘンリーといい、ミュリエルといい、人の姿でいる時と変化した姿の印象があまりにも違いすぎるのだ。

　彼らには申し訳ないようだが、鰐わにや蛇を見て美しいと感嘆する人は滅多にいない。その姿は凶悪で冷たく、獰どう猛もうで醜いと、ほとんどの人が思うだろう。

　キャサリン自身、ニーナほどの拒絶反応は示さないが、あまり好きにはなれないというのが正直なところだ。

　それなのに、人の姿をしている時のヘンリーも、ミュリエルも、誰もが見とれるほど美しく、賢い人で、気品さえ漂わせているのである。何より、その人柄の良さは申し分ない。

　今も、ミュリエルは誠意のこもった声で話しかけてきた。

「キャサリンさん。わたくしはあなたのおかげで、マルティナの最期を知ることができました。今度はわたくしがあなたの力になる番です。そのお友達のお名前は？　種族はわかりますか」

「ええ、《蛇》のヘンリーさんとおっしゃいます」

　意外にも、その名を聞いたミュリエルの顔には明らかな喜びの表情が広がった。

「金きん色いろ網あみ目めに錦しき蛇へびのヘンリーさまですか？」

「き……」

　逆に顔が引きつってしまったキャサリンだったが、ごくりと唾つばを吞のんで、何とか答えた。

「……んいろかどうかはわかりませんけど、はい。確か、網あみ目めに錦しき模も様ようのはずです」

「形態トランス変化フオーム時の全長は二十五メートル、一番太い胴回りは一メートル以上ある方ですか？」

　ニーナが気絶していて本当によかったと思いながら、キャサリンはさらに顔を引きつらせて、一度だけ見た大蛇の姿のヘンリーを思い出しつつ、そのくらいはあったと思うと答えた。

　すると、ミュリエルは嬉うれしそうに微笑んで頷うなずいたのである。

「それなら大丈夫。あの方は優れた頭脳と感覚をお持ちです。あなたを心配して館やかたへ赴いても、あなたがもうあそこにはいないことをすぐに察してくださるはずです。間違っても捕まったりなさいません」

　キャサリンも笑顔になった。恐らくそうだろうと予想していたことだったが、ミュリエルが力強く保証してくれたので、ほっとした。

　同時に嬉しく思った。

「まさか、ミュリエルさんとヘンリーさんが親しい間柄だなんて思いませんでしたわ」

　キャサリンがそう言うと、ミュリエルは何故か、ちょっと狼ろう狽ばいしたようだった。一瞬、眼を逸そらして、でも、すぐに笑顔になって言ってきた。

「それほど親しいわけではないのですが、お人柄は存じあげているつもりです。あなたも先程言ってくださいましたでしょう？　あの方はまたとない紳士です」

「ええ、本当に。それに、とてもすてきな人ですよね？」

　そこは若い娘らしく、キャサリンがそっと問いかけると、ミュリエルも顔を輝かせた。身を乗り出して言ってきた。

「キャサリンさんもそう思いますか？」

「もちろんですわ！」

「よかった！　無形種の方は、きらいだとおっしゃることが多いから。木陰でとぐろを巻いて瞑めい想そうしていらっしゃるところなど、本当にきれいで、ため息が出ますものね」

　キャサリンはまた、馬の背に突っ伏しそうになった。

　論点が違う。あまりにも違いすぎる。

　複雑怪奇な表情をしているキャサリンの顔を、ミュリエルが不思議そうに覗のぞき込んでくる。

「どうかなさいました？」

「いいえ！　何でもありませんわ！　それより、これからどうしましょうか？」

　同じ爬は虫ちゆう類るいのミュリエルに、変身した時の姿はあまり感心しませんとはまさか言えないから、何とか笑って話題を逸らした。







　ニーナが眼を覚ましたのは、それから少し後のことだった。

　キャサリンに抱きかかえられるようにして気を失っていたことに気づいて、ニーナは慌てて起きあがろうとしたのである。

「すみません！　わたしったら……」

　ところが、その途端、ぐらりと足下が揺れて、またキャサリンにしがみつく羽目になった。

「きゃっ！　な、なんですか!?」

「ニーナ、動いちゃだめよ。水に落ちるわ」

「水？」

　まだ状況が把握できていないニーナは辺りを見渡して、驚きの声をあげた。

　太陽は既に地平線に隠れており、その残照が周囲に広がる水を鈍く照らし出している。

　辺り一帯が水面だった。幅の広い水路の両側に陸地が見える。

　その景色がゆっくりと移動しているのがわかる。

　いいや、違う。移動しているのは景色ではない。自分たちのほうだ。

「こ、ここは……？」

　身動きした拍子につま先が水に触れて、ニーナは慌てて足を引っ込めた。気絶している間に靴と靴下を脱がされたらしい。同様に、キャサリンも素足だった。

　脱いだ靴は靴紐ひもを結び合わせて、キャサリンが片腕に引っかけている。靴下はその靴の中に押し込まれているようだった。

「わたしたちはビルテ河を下っているところなのよ。今はリヒター・ハウスから離れなくては。男爵は猟犬を何頭も持っているのだから、近くにいたら駆り出されてしまうわ」

「そ、それはわかりますけど、あの……」

　ニーナが気にしているのは、恐ろしくて訊きけないでいるのは、自分が今、どこにいるのかということだった。

　最初は船に乗っているのかと思ったが、船ふな縁べりがないものは船とは言わない。筏いかだか、丸太かと思ったが、それにしては身体の下の感触が妙にごつごつして、乗り心地があまりよくない。

　情けない顔をしているニーナに、キャサリンは複雑な表情で言ったのである。

「落ちついて聞いてくれる？　わたしたちが今いるのはね、ミュリエルさんの背中の上よ」

　ニーナの眼が真ん丸になった。

　その顔からますます血の気が引いて、冷や汗が流れ出した。

　油の切れたブリキ人形のように、ぎくしゃくと後ろを振り返る。すぐ目の前に、縦に細長く、縁ふちのぎざぎざした、紛れもない鰐の尾が見えた。

　左右にくねって舵かじを取り、その動きを推進力にしている。

　体重の軽い若い女性とはいえ、人間二人を背中に乗せて悠々と水面を泳いでいるのだから、形態変化したミュリエルがいかに巨大かわかろうというものだ。

　しかし、そうした事実は『自分は今、鰐わにの背中に乗っている』と認識したニーナには、何のなぐさめにもならなかった。

「ふぃー……」

　何とも奇妙な声を残して、ニーナは再びキャサリンの腕の中に倒れ込んだ。







　同じ頃、ヘンリーが向かったツヴァイゲンのドゥーゼン城でも騒ぎが起ころうとしていた。

　キャサリンは知らなかったが、そこには今回の騒ぎの中心人物、同じく発ほつ端たんとなった人物がすべて集合しようとしていたのである。
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「アタシって、そんなに魅力的かしら？」

　不思議そうに言ったのは《蜥蜴とかげ》のベラフォード。

《蜥蜴》を名乗ってはいるものの《鳥》の血を引き、空を飛ぶこともできる。今は人間の姿をしている彼は、年齢は二十歳そこそこ、すらりとした細身の持ち主だった。

　キャサリンが絵に描かなかった顔立ちは色白の端麗なもので、眉まゆは細く、鼻筋が通っており、目元も口元も甘く優しかった。女性的とも言える容よう貌ぼうである。肩に掛かるつややかな黒い髪も、緑色に輝く瞳も、肌き理め細こまやかな白い肌に映えて美しい。服装にも神経が行き届いている。

　この青年を魅力的でないとは誰も言わないはずだ。唯一、難点があるとしたら、テノールの豊かな声と女おんな言こと葉ばの口調とがかなりアンバランスということだが、それは仕方がない。

　彼は『身体は男でも、心は女よ！』と主張する人種の一人だからだ。

　ニーナが、『あの人はどんなご令嬢だろうと騙だましたりはしません』と言ったのは、もちろんベラフォードの人柄を保証した言葉でもあるが、同時に、そういう意味でもある。

「いえね、アタシってば、これだけの美び形けいでしょ？　口説かれるのは慣れてるけど、でもねえ、名前を言ったとたんに眼の色を変えられる覚えはないのよね」

「黙れ、変態」

　うんざりと答えたのは《ごちゃまぜ》のダムー。

　歳はベラフォードより幾つか若い。背丈もそれほど大きくないが、こちらは打って変わって、野性的な、精せい悍かんな印象だった。歳が若いので、頰のあたりにはまだやわらかさが残っているが、黒い眼の光は鋭く、油断がない。浅黒い皮膚はなめらかな張りと照りを持ち、その皮膚の下に撥ば条ねのような筋肉が薄く張り巡らされているのがわかる。

　今はだらしなく椅子の上であぐらをかいているが、いざともなれば、この身体は豹ひようのように敏びん捷しように、なおかつ獅し子しのように力強く動くに違いなかった。

　荒れ放題の黒い髪を頭の上で高々とくくって垂らし、袖そで無しの上着を前で合わせて帯を締め、そこに短刀を差している。ゆったりしたズボンを穿はき、藁わらで編んだ風変わりな履き物を素足にくくりつけるという風体は、ドゥーゼン城の華麗な内装とはどうにもちぐはぐだったが、彼は気にする様子もない。

　とはいうものの、たっぷりと金の掛かった室内の装飾を眺めて、不満げに鼻を鳴らしている。

「こんな立派な城に住んでる人間が、なんだって俺たちみたいなものを呼びつけるんだ？」

「そう、それも気になるのよ。これだけのお城だもの。私兵がいるはずじゃない？」

「おまえ、そのへんの事情はちゃんと聞いたんだろうな？」

　ダムーが問いかけた相手はベラフォードではなかった。

　別の椅子に座ってナイフを研いでいる、ダムーと同い年くらいの少女だった。

　綿菓子のような薄茶の髪に、くっきりと吊つり上がった大きな眼をしている。色白の顎あごは細く、唇は赤く小さい美人顔だが、鼻の頭がちょっと丸く、そばかすが散っているのが可愛らしい。

　フランネルのシャツにデニムのジーンズ、足下はブーツ、皮のベストと指なし手袋という、カウボーイのようないでたちの少女は《猫》のケイティ。

　純血種ではないが、曾そう祖そ父ふの一人に人間がいるだけだから、人間の血のほうがぐっと少ない。

　そのせいか、ケイティの眼は家いえ猫ねこと同じように、昼には針のように瞳どう孔こうが細くなり、夜には丸く大きくなる。純血種の《猫》も、人の姿をしている時にこんな眼の変化は起こさないから、ケイティは極めて特殊な例と言えた。

　そのケイティは、ダムーの問いに、顔を上げようともせずに答えた。

「まともな仕事じゃないってことは最初からわかってるんだよ。あたしらがインシードだって確かめるのはまだしも、変身できるかどうか、わざわざ訊きいてきたんだから」

[image: ]

　ダムーが眼を剝むいた。ベラフォードもため息を吐ついた。

　それはもう、怪しいという段階を通り過ぎている。

　彼らは確かにインシードの身でありながら変身能力を有しているが、人間社会の常識では、そんなものはどこを捜してもいないことになっているはずだからだ。

「おまえ、なんだってそんな、うさんくさい話を引き受けたんだよ？」

「手付け金がとっても魅力的だったから」

　あっさり言われて、ダムーは低く唸うなった。

　彼らは、もう一人の《役立たず》も含めて、四人一組で用心棒や道案内を生業なりわいにしている。

　その関係で、キャサリンとも知り合ったのだ。

　しかし、彼らの仕事場は、どちらかと言えば大陸の西にあった。異種人類の領域を探検してみたいと願う物好きは昔から後を絶たないし、そうした人間の護衛を務めることが多いからだ。

　言い換えれば、このドゥーゼン城のような城じよう塞さいに、彼らの働く場があるとは思えない。

　しかも、用心棒としての能力ではなく、世にも珍しい、変化するインシードとしての彼らが必要だったというのであれば、本当の目的は護衛以外の何かに決まっている。

「おまえ、それで、変身できるって答えたのか？」

「そうは言わないけど、あたしがこの眼だもん。まともなインシードでございって言ったって通じやしないでしょうが。他の連中も、まあそれなりに変わってるとは言ったよ。そうしたら、全員でこの屋敷へ来るだけで、金貨十枚くれるっていうからね。断る手はないと思ったわけ」

「おまえのその節操のない金銭感覚のせいで、今までどれだけやばい仕事に首を突っ込んだか、わかってんのか？」

「あんた、自分がどれだけ食べるか自覚して言ってる？　稼いでも稼いでも、ほとんど全部、あんたの食費に消えちまうんだよ。多少うさんくさいからって、断ってらんないの」

　無情にもきっぱりと言ったケイティである。

　とはいうものの、彼女も難しい顔だった。

　手は規則正しくナイフを研いでいるし、眼もその手元を見つめているのだが、頭は明らかに別のことを考えている。

　彼らがいるのはドゥーゼン城の最上階だった。仕事を頼みたいから全員で来て欲しいという連絡を受けて、ついさっき到着したばかりである。

　支払いさえ確かなら、彼らは基本的に仕事の選より好みはしない。しかし、ダムーは、ドゥーゼン城を一目見ただけで顔をしかめた。ベラフォードも苦笑して首を傾げた。こういう立派な屋敷に住んでいる人間にろくなのはいないと経験で知っていたからだ。

　呼びつけておきながら何時間も待たせる、本人に会うまで面倒な取り次ぎを何度も繰り返す、そんな流儀を平気で人に押しつけてくるに違いない。そう思った。

　取り次ぎに来訪を告げると、エルリッヒ伯爵は意外にも、すぐに玄関ホールまで降りてきて彼らを迎えたが、やはりと言うか、案の定と言うべきか、あからさまにこちらを見み下くだしている、偉そうな態度だった。自分は本来なら混血ごときが直じかに口を利ける相手ではないぞと、特別に計らってのことなのだから感謝するようにと、口では言わなくても姿全体で主張している。

　そこまでなら別におかしなことではない。貴族と名乗る連中はだいたいこんなものだからだ。

　ところが、蜥蜴とかげの青年が名乗ったとたん、伯爵は明らかに眼の色を変えた。

「ほほう？　ベラフォード。変わった名だが、本名かね？」

　舌なめずりするような目線で、無遠慮に、しかも熱心に、青年の姿を眺め回したのである。

　あまりに露骨な態度に、ベラフォードもさすがに顔をしかめた。しかし、伯爵の目つきには色めいたところがない。それが逆にダムーには不可解だった。

　色気方面の目つきであれば、むしろ納得できたのだ。ベラフォード自身があんなふうだし、世の中には実に変態が多いと、ダムーは達観していたからである。

　それが目的でないなら、ベラフォードの何にそれほど気を惹ひかれたのか、わからなかった。

　しかも、伯爵は、ダムーに対しても同じような眼を向けてきたのだ。気色悪い真似はよせと怒鳴りつけてやろうとしたが、ダムーのすぐ横に立っていたケイティがその行動を阻止すべく、背中を思いきりつねってきた。

　ダムーが悲鳴を吞のみ込んでいる間に、ケイティは事務的に話を進めた。仕事の詳しい内容と期間、報酬を尋ねたが、伯爵は何故かすぐには本題に入らなかった。

　妙に機嫌のいい笑顔になって、詳しい話は夕食の後でしようと、ひとまず休息するようにと言って、彼らをこの部屋に通したのである。

　これまたおかしな話だった。自分たちは急ぎの仕事と言われてこの城へ呼ばれたはずなのに、伯爵がインシードを見み下くだしているのは明らかなのに、まずはくつろぐようにと言う。しかも、案内されたのは城の中でも上等の部類に入る客用の部屋だ。

　彼らを部屋まで案内したのはエルリッヒ伯爵の秘書の一人で、ウェルナーと名乗ったが、これがまた、極め付きにうさんくさい男だった。愛想はいいのだが、彼らを見る目つきが鋭く、身のこなしに隙がない。とてもただの秘書とは思えないのだ。

　もちろん、無駄のない身のこなしは秘書の必ひつ須す条件とも言える。が、それはもっと密ひそやかな、目立たない種類のものであるはずだった。ウェルナーの態度も、足取りも、いやに威勢がよく、颯爽として、その言動には一種の威圧感さえ覚えるのである。

　これがもし本物の秘書だというなら、前歴は警官か軍人に違いない。

　部屋に通されて仲間たちだけになると、ダムーは絹張りの長椅子を一つ占領して、あぐらをかいて動かなくなった。一見したところはくつろいでいるようだが、その表情は険しかった。

　それは何もダムーに限ったことではない。ベラフォードも、ケイティでさえそうだった。

　伯爵が仕事の内容をはっきり言わないのも不可解だし、その伯爵の態度の悪さと今の待遇の良さのちぐはぐさも不愉快だったが、そもそも城内に一歩入った時からだ。

　この城は何かがおかしいと、彼らの勘が訴えている。

　どこがどうとはっきり言えるものではない。今のところ、敵意や害意と言えるほどのものは感じられないが、彼らは、危険や異常を察する自分たちの勘には信頼を置いていた。

　研ぎ終えたナイフを眺めながら、ケイティが呟つぶやいた。

「金持ちの人間って、めずらしもの好きが多いから、それじゃないかと思ったんだけどね」

　三人が申し合わせたように黙り込んだところへ、部屋を離れていた最後の仲間が戻ってきた。

　十四、五歳に見える、きれいな顔立ちの少年だった。ちょっと見には少女かと思うほどだ。体つきはほっそりとしなやかで、形のいい頭に宝冠のような金髪が光り輝いている。碧あおい瞳は良質のサファイアと見まごうばかりだし、頰も唇も薔ば薇らの花びらのようになめらかで、赤い。

　顔や姿が美しいだけではない。この少年には不思議な透明感があった。身なりは粗末だが、さながら『ぼろを纏まとった王子さま』か『地上に降臨した天使』といった風情である。

　実際、どこか浮世離れしているこの少年の名は《役立たず》のヴィンセント。

　用心棒としてはまったく役に立たないので、そう呼ばれている。

　城内の探検に行っていた少年は（実は他の仲間たちが適当にうろうろして来いと言って送り出したのだが）泣き出しそうな顔をしていた。

　ダムーが短く訊きく。

「どうした？」

「さっきの、ウェルナーって人がいて……」

「何か、されたか？」

「おまえも混血かって言われたから、違いますって……、ぼくは純血の爬は虫ちゆう類るいですって言った。そうしたら、おまえはいらないって。純血種に用はないんだって」

　やっぱりぼくって役立たずなんだ、と、落ち込む少年をよそに、三人はまた顔を見合わせた。

　独り言のような口調でダムーが言う。

「ヴィンスのことは知らないらしいな」

「だろうね。知ってたら、そんな台詞せりふは出てこないよ」

　この少年が純血種だというのも、爬虫類だというのも噓ではない。

　彼は何しろ、幻の北大陸の住人──《竜》なのだから。

　ベラフォードが首を傾げる。

「つまり、伯爵が欲しがっているのは特殊な混血のアタシたち。特にアタシ。でも、なぜ？」

「どうせ、ろくな目的じゃねえさ。ケイティ。おまえ、手付け金ってのは受け取ったんだな」

「うん。その場で支払ってもらった」

「で、アタシたち、その報酬分のことはしたわよね。ちゃんとこのお城へ来たんだから」

「んじゃ、話は簡単だ。とっとと逃げ出すぞ」

「賛成」

　言ったのはケイティだった。何とも変わり身が早いが、ちょっと残念そうでもあった。

「もったいないな。できれば前金をいただいてから逃げたかったんだけど……」

　一人、事情がわかっていないヴィンセントが、不思議そうに仲間たちを見やる。

「え？　なに？　逃げるの？　なんで？」

「逃げたほうがいいからだ」

　ダムーが理由になっていないことをぶっきらぼうに断言して、ケイティを軽く睨にらんだ。

「おまえもいい加減にしろ。前金をもらっちまったら、仕事を受けなきゃならないだろうが」

「だってさ。どうせまともな仕事じゃないんだ。何が狙ねらいか知らないけど、向こうが先に契約違反をやらかすに決まってるわけだろ？　だったら、その時までは、何食わぬ顔でつきあってやろうかと思ったんだよ。そしたら、前金、丸儲もうけじゃん？」

　あざとい……。

　男三人は（一人はおかまだが）声には出さずに同じことを思った。

　女おんな言こと葉ばの青年が細い眉まゆをひそめ、肩に掛かる自慢の黒髪を払いながら言う。

「でも、ここ、長居はしないほうがいいわ。そんな感じよ」

「それはあたしもそう思う。さっきから首の後ろがちりちりして、やな感じなんだ」

《蜥蜴とかげ》と《猫》の二人は《ごちゃまぜ》の若者に眼をやり、ダムーは黙って肩をすくめた。

　その仕草からすると、彼も同様の──あるいはそれ以上の不快感を感じているらしい。

　それでも動こうとしないダムーの代わりに、ベラフォードが立ち上がって、窓に近寄った。

「まあ、幸い、ここなら、アタシたちが逃げるのには困らないわよね」

　高い階の客間だから、当然、立派な窓があって、今は景色を見るために開け放たれている。

　窓辺に立って外に眼をやった青年だったが、すぐに緊迫した声を発した。

「ダムー。ちょっと来て」

　ベラフォードは鳥の眼を持っている。

　その視力は普通の人間はもちろん、純血の《蜥蜴》と比べても遥はるかに優れている。

　物憂げにあぐらをかいていた若者はただちに立ち上がった。

　このポニーテールの若者は性質の大部分が肉食獣である。食べ物に関することか、もしくは本当に危険を感じた時でなければ、こんなふうに素早くは動かない。

　それを知っているケイティとヴィンセントは、黙って、ダムーの背中を見守った。

　ベラフォードと肩を並べるようにして窓辺に立ったダムーは、外を見やって鼻を鳴らした。

　彼は何しろ《ごちゃまぜ》である。肉食獣の嗅きゆう覚かく、鳥類の視覚、さらにはその両方の聴覚を合わせ持っている。《蜥蜴》の青年が何を見つけたのか、たちどころに察することができた。

　この部屋は城の正面とは反対側に位置しており、下には色とりどりの花壇と樹木に囲まれた裏庭が見える。庭の中央には噴水を備えた池が軽やかな音を立て、目の前にはツヴァイゲンの豊かな森が広がっている。

　その庭にも、森にも、人の姿は見あたらない。何の異常もないように見えたが、二人は苦い顔になって部屋の中に戻ったのである。

「どうりで、銃の臭いがぷんぷんするわけだぜ」

「あれで隠れているつもりらしいのが笑えるけどね。六人はいるわよ」

「みんな、長い鉄砲を持ってるな」

「それはそうよ。木の上からこの窓を狙うには、拳けん銃じゆうじゃ無理だもの」

　彼らほどには眼や鼻の利かないケイティが不思議そうな顔になった。親指だけで窓を指した。

「ライフルを持った人間が外からここを狙ってるっての？　なんで？」

「決まってる。俺たちが窓から飛び立ったら、撃ち落とす気なんだろうよ」

　ケイティが眼を見張った。夕暮れが迫っているので、彼女の瞳どう孔こうは卵形に丸くなっている。

「──ってことは、なに？　あんたたちが飛べるってことを知ってるわけ？」

「知ってるかどうかはともかくとして、それを警戒してるのは間違いないと思うぜ。──特に、ベラをだ」

　先程の伯爵の態度を思い出して、ダムーは面倒くさそうな口調で言った。

　伯爵は明らかにベラフォードを知っていた。何を知っているのかはわからないが、あの眼は目当ての獲物が自分から檻おりの中に飛び込んできてくれたことを喜んでいるような、しめしめと舌なめずりしているような、そんな目線だった。

　そのベラフォードはますます秀麗な顔をしかめている。

「いよいよもって、まともな仕事じゃないわねえ……」

　金を払って呼びつけておいて、逃げないように銃で見張る。

　わからないのはそんなことをする理由だ。

　怨えん恨こんではないはずだった。自分たちは人の恨みを買うようなことは──していないとは言いきれないが──エルリッヒ伯爵に会うのはこれが初めてである。

　第一、怨恨なら、こんな面倒なことをする必要はない。

　自分の翼の美しさを自覚している青年は、今度は身震いして言った。

「アタシ、いやよ。いくら贅ぜい沢たくなお城でも、檻に閉じこめられて飼われたりするの」

「だな。今のところ、それが一番、ああいう金持ちのやりそうなことだ」

　ダムーも青年の意見に同意する。

　ケイティがため息を吐ついて、困ったように鼻の頭を搔かいた。

「やっぱり、うまい話には裏があるか……」

　再び男三人が『今さら何を言いやがる』『当然でしょ』『ぼくでもそのくらい知ってる』と、非難の眼を向けたが、口にはしなかった。言ったところで意味がないからだ。

　ダムーは再び、クッションの利いた椅子にだらしなく沈み込み、ベラフォードは別の肘ひじ掛け椅子に座って、爪を研ぎ始めた。

　ケイティは狙そ撃げき手が狙ねらっているという窓枠に直じかに腰を下ろして、景色を眺める姿勢になった。

　当然、狙撃手からは丸見えになるだろうが、今なら相手が撃ってこないとわかっているから、姿を見せても危険はない。ケイティはわざと窓辺にもたれ、姿を見せつけることで、こちらがくつろいでいることを印象づけようとしたのである。

　特殊なインシードである彼らは、人間より遥かに野生動物に近い性質を持っている。無む闇やみに暴れても無駄だとわかると、驚くくらい、じっと動かなくなる。

　行動を開始するのは暗くなってからだと、彼らは無言で判断したのだ。

　ただ一人、純血種であるはずのヴィンセント少年だけは仲間たちの行動の理由がわからずに、きょとんとしていたが、彼らに倣い、無言でクッションを抱かかえて、ソファに寝そべった。

　陽が暮れる頃、中年の男の召使いが『お食事ですので、どうぞ』と呼びに来た。

　彼らが案内されたのは食堂ではなく、同じ階にある別の部屋だった。そこへ、下の厨ちゆう房ぼうから、わざわざ料理を運んできているらしい。

　それなら、今までの部屋に食事の支度を整えてくれればよさそうなものである。料理の中におかしなものが混ぜられている可能性もあったが、抜群の嗅覚を誇るダムーが平然と食べ物を口に運ぶのを見て、他の三人も安心して料理に手を伸ばした。

　晩ばん餐さんは豪勢なものだった。腹が減っては戦いくさはできぬのたとえもある。彼らは大いに食べた。

　特にダムーは異常なまでの食欲を発揮して、次々と皿を空にした。

　食事を終え、元の部屋に戻ってみると、部屋から追い出された理由が明らかになった。

　留守にしていた間に寝台のベッド・カバーが外され、さっきまで開かれていたすべての窓が閉められて、その上に重そうな垂れ幕が掛かっている。

　夜を迎える城の支度として当然と言えば当然だが、その垂れ幕をめくってみて、ケイティは呆あきれ顔になった。どの窓にも、がっしりとした錠前が掛かっているのだ。

　つまり、翌朝、召使いが錠前を取り外してくれるまで、窓が開けられないのである。

　ケイティはすかさず踵きびすを返し、たった今入ってきたばかりの廊下に通じる扉を確かめたが、案の定、こちらも開かなかった。彼らに付き従ってきた召使いが、彼らが部屋に入った直後、外から錠前を掛けたに違いない。

　ダムー、ベラフォード、ケイティの三人は思わず顔を見合わせ、ケイティが呟つぶやいた。

「ここの連中って、もしかして、馬鹿？」

　逃げられないように閉じこめたと大声で宣言しているようなものではないか。

　しかも、わざわざ窓に錠を下ろしたことで、この窓の外に狙撃手はもういないと、自動的に白状することにもなっている。

　それも当然だ。昼間ならともかく、夜の闇の中で正確な射撃ができる人間はいないからだ。

　さらに皮肉なことに、これでは全然、彼らを閉じこめたことにはならないのである。

「それじゃ、さっそく逃げましょうか」

　ベラフォードがにこやかに言って、錠前はずしの道具を取り出した。







　同じ頃、ドゥーゼン城の別の部屋では関係者が一堂に会していた。

　城主のエルリッヒ伯爵を中心に、リヒター・ハウスの主のフォン・ブラウン男爵、さらにはその弟のロベルト・フォン・ブラウン大佐。そして、奇抜俱ク楽ラ部ブの会員がもう一人いた。

　貿易商のヴェンダース氏である。

　キャサリンを追うかたちで帰国したヴェンダース氏は、苦い顔で他の二人の会員に訴えた。

「とにかく、これは公正フエアとは言えないよ。あの鳥はぼくが先に眼をつけたんだから、横取りはやめてもらいたい」

　すると、フォン・ブラウン男爵が昂こう然ぜんと言い返した。

「冗談を言ってもらっては困る。眼をつけたのはこっちが先だ」

　二人が睨にらみあう中、エルリッヒ伯爵が割って入った。

「まあ、まあ。仲間うちで喧けん嘩かはよそうじゃないか。幸い、変化する混血は三人いる。我々も三人だ。どうだろう？　誰がどれを取るか、カードで決めては？」

　要するに、彼らは皆、ベラフォードに眼をつけていたのである。

　考えてみれば、こうした事態は最初から予測できたことではあったのだ。

　変身能力を持つインシードは極めて数が少ない。しかも、彼らは自分たちの能力を、あまり人前にさらしたがらない。

　特殊な混血を捜し始めた奇抜俱楽部の面々がキャサリンの絵に行きついたのは、当然の成り行きだった。ヴィルドナでの、マクシミリアン公爵失脚の騒ぎを知っていればなおさらである。

　上流社会に関わりの深い人間であればあるほど、外国の要人に知り合いも多いからだ。

　その中で、エルリッヒ伯爵が真っ先にケイティと連絡をつけ、ベラフォードたちを城に呼ぶことに成功したわけだが、他の二人も簡単には引き下がらず、この談合になったというわけだ。

　それでも、彼らは自分たちを紳士だと思っているから、見苦しい喧嘩はしない。

　カードで決めようというエルリッヒ伯爵の提案をもっともなものと受け入れたが、フォン・ブラウン男爵が当然の疑問を発した。

「しかし、鳥の男はともかく、他の二人はどんな変化をするんだ？」

　この問いに、エルリッヒ伯爵は手札を配りながら答えた。

「娘のほうは頭だけが猫に変化して、首から下は人間のままだそうだ。バーンホーフの持ってきた馬の娘とちょうど逆だな。もう一人の男はだいたい猫科だが、『何だかよくわからない』ものに変化するらしい」

　他の二人は顔を見合わせた。

「見たわけじゃないのか？」

「残念ながらな。しかし、それぞれ奇抜であることは間違いない」

　いざ勝負、とばかりに三人はカード台に着いたが、今まで会話に加わらないでいた大佐が、呆あきれたように割って入ってきた。

「兄さん。それに皆さん。失礼ですが、あなた方には事態がわかっていない。特殊能力を持つ混イン血シードの実態を解明することは我々人類の急務なのですぞ。くだらない遊びに興じるのはやめて、一刻も早く、あれらを引き渡していただきたい」

　苦々しい表情である。その顔をニーナが見たら、間違いなく、あの日、グレンフィールドのウィンスロウ館を訪れたアロイシャス・モラン氏だと断言しただろう。

　その要請に対し、実の兄である男爵が、これまた苛いら立だたしげに言い返した。

「だから、今は困るんだ。今度の会合が済むまで待てと何度も言っているじゃないか」

「それでは遅いんです」

　大佐は断言した。

「現在、各国で捜索が続行中ですが、ゲルスタンの威信に懸けても他国に後れをとるわけにはいきません。フリードリヒ将軍からも発見はまだかと矢の催促が来ています。その現物が目の前にあるというのに、わたしとしては未いまだ発見ならずとは言えないのですよ。それに、いくらあの連中がけだもの並みの脳味噌しか持っていないとしても──いいや、けだもの並みだからこそ、殺されるとわかったら逃げ出すくらいの知恵はあるでしょう。そんなことになる前にも、あれらはただちに研究室へ送らなくてはなりません」

　明らかに焦っている大佐に、今度はエルリッヒ伯爵がなだめるように言った。

「そう心配しなくても大丈夫だよ。窓にも扉にも厳重に鍵かぎを掛けてあるし、廊下には武装した私兵を待機させてあるんだから、間違っても逃げられる恐れはない。兄上との勝負さえ済めば、まとめてそちらにお渡しするから、その時は煮るなり焼くなり好きなようにするといい」

　ヴェンダース氏も思いだしたように口を挟む。

「フォン・ブラウン大佐。実験材料が必要なら、バーンホーフのところへ行ったらどうです？　あの半人半馬の娘も変化する混イン血シードではありませんか。あれを調べればいい」

「行きましたとも。そのバーンホーフ氏が何と言ったと思います？　『あれなら逃げたよ』。この一言で終わりにされたのですぞ。──くどいようですが、あなたたちには事態の重要性がちっともおわかりでない」

　憤慨しきりの大佐は、変身する混血の存在が人類にとっていかに危険なものか、その能力の秘密を調べることが人類にとっていかに重要であるか、ひとしきり熱弁を振るった。

　要するに、フォン・ブラウン大佐もまた、異種アナザー人類レイスの撲滅を目もく論ろむ人間たちの一人なのだ。

　その大佐にしてみれば、兄たちが熱中している遊び──変化する混血を持ち寄って、どれが一番奇抜かを競うという遊びは、まったく馬鹿げた、くだらないことでしかない。

　一方、男爵も含めた『奇抜俱楽部』の会員たちにとって、これはただの遊びなどではない。

　異種アナザー人類レイスをけだものと侮っている点に関しては『人獣撲滅を目指す会』の会員たちに少しも劣らない彼らだが、俱ク楽ラ部ブの活動や、そこでの勝利には、紳士たるものが何より重んじるべき名誉がかかっている──と、本人たちは思っている。

　そして、引き渡したら解剖されることがわかっている以上、『奇抜俱楽部』の面々はここで譲歩する気はなかった。先に自分たちの用件を済ませるのが当然の筋というものだ。

　変化する混血を捕まえたら即座に解剖してその身体を徹底的に調べつくしたい『人獣撲滅を目指す会』と、何よりも珍しい外見を必要としている『奇抜俱楽部』とでは、どちらも混血を軽視しているという一点を除けば、折り合う部分はないのである。

　フォン・ブラウン男爵の注意は既に、弟から、配られた手札に移っているようだった。

「とにかく。もう少し待てよ。協力しないとは誰も言っていない。だが、おまえは実験材料にするために、あれらが必要なんだろう？　手に入れたら即座に切り刻むつもりなんだろうが、ぼくたちはそれでは困るんだ」

「そのとおり。我々は死体を持って集まる趣味はないし、どんな変化をするかというところがおもしろいのだから、その時までは生かしておかなくては。──勝負は三番、それでいいな」

「うむ。勝ったものがあの鳥を取るとして、次席はどうする？」

「頭だけが猫に変化する娘と、何だかよくわからない猫科に変化する男か。よくわからないというのは困るな。実際に変身するところを見てから、どっちを取るか決めようじゃないか」

「しかし、それはいささかおもしろみに欠けるぞ。きみたちが次の会合で何を持ってくるか、あらかじめ知っていることになるわけだから」

「確かにな。だが、それもこの際、仕方なかろう。今から他のものを捜すのは至難の業だ」

　カード台から動く様子もない三人に、フォン・ブラウン大佐は苛立たしげに踵きびすを返した。

　その背中に、エルリッヒ伯爵が声を掛けた。

「大佐。待たせてしまっていることは申し訳ないと思っているよ。その埋め合わせといっては何だが、きみたちの目的が人獣の身体の仕組みを調べることで、そのために実験材料を捜しているというなら、ブリジアンはいらないかね？　《猫》と《豹ひよう》のブリジアンなんだが……」

　大佐は足を止めて振り返った。

「ほう？　それは珍しい。確かに、そういうものなら我々の目的に大いに役立つでしょうが、いただいてもよろしいので？」

「ああ、目当ての鳥も手に入れたし、あれにはもう用はないからな。持っていくといい」

　大佐が礼を述べると、ヴェンダース氏が惜しそうな顔になって、伯爵に抗議したものだ。

「あれを手放すのか？　もったいない。豹と猫の特徴がよく出ている珍しい生き物なんだから、あのまま檻おりに入れて飼えばいいのに」

　この言い分に対して、エルリッヒ伯爵は真顔で首を振った。

「それはずっと動物の姿でいてくれればの話だ。そういうところが人獣は不便でいけないよ。この間もそうだったんだが、ちょっと眼を離した隙に、美しい猛獣を入れておいたはずの檻に、いつの間にか裸の若い男が入っているんだから、いやもう風情も何もあったもんじゃない」

「ははあ、それは確かに無粋な話だ」

　二人は顔をしかめ、さらに、フォン・ブラウン男爵が伯爵に話しかけた。

「なあ、エルリッヒ。ものは相談だが、四人のうち、変化する混血は三人だけで、残る一人は純血種なんだろう？　だったら、それはぼくにもらえないか」

　男爵がどうしてそんなものを欲しがるのか知っている大佐が顔をしかめた。

「兄さん、また狩りですか？　あまり派手にやって当局に感づかれでもしたら、厄やつ介かいですよ」

「かまうものか。シェーファーの森は昔からフォン・ブラウン男爵領で、今はぼくの領地だ。それともおまえは人獣を撃つのはいけないとでも言うつもりか？」

「まさか。ただ、現在の法律では、兄さんのやっていることは違法行為になってしまうから、世間の噂に広がったりしないように気をつけてくださいと言っているんです」

「法律が間違ってるのさ。まったく嘆かわしい世の中だ。せめて自分の領地にいる時くらいは、ぼくは由緒正しい人間の法律を貫きたいね」

　何とも身勝手な理屈だが、男爵はそれが当然の正義であり、常識だと信じている。

　ゲルスタンの政府や、今の人間社会が異種人類との融和を目指していることは知っていても、異種人類への差別や迫害が処罰の対象にされるとわかっていても、それは自分とは関係のない、別の世界の話だと思っているのだ。

　その男爵に比べると、弟の大佐のほうはもう少し、自分のやっていることの非合法性を自覚しているようだが、こちらも正義は我にありと思っているから、悪びれる様子はない。

「とにかく、目当てのものを捕獲したことだけは将軍にお知らせします」

「ああ、いいとも。獲物はしっかり捕らえてあるから安心するようにと伝えてくれ」

　大佐が部屋を出ていくと、三人はあらためて、カードによる真剣勝負を開始した。

　やることなすことばかばかしい限りだが、本人たちは大真面目である。

　ゲームに熱中する彼らは、夜風を取り入れている窓の外に注意を払ったりはしなかった。

　この応接間は裏庭に面している。明るいうちに窓辺に立てば、この前の会合で人鳥が泳いだ噴水のある池が見下ろせるが、今は月も出ていない深夜だ。美しいツヴァイゲンの森も、暗くざわめく巨大な闇の塊かたまりでしかない。そんなものを眺めてもつまらないからである。

　従って、彼らが話していた窓のすぐ下、二階部分の窓枠の上に、ケイティとベラフォードが立っていたことにも、もちろん気づかなかった。

　立派な城だけに窓枠もしっかり石で囲ってあって、十センチくらいの張り出しになっている。

　普通の人間がこんなところに立てるわけはないが、《猫》は身体のやわらかさと身の軽さが身上だ。ケイティにとって、地上からこの窓枠に飛び上がることくらい何でもない。

　一方、《蜥蜴とかげ》のベラフォードはこんな石の壁なら簡単に這はい上がる。

　閉じこめられた部屋を抜け出して、馬を捜して厩きゆう舎しやへ向かう途中、彼らはエルリッヒ伯爵の話し声に気づいたのだ。見上げてみれば、三階の窓が開け放してある。

　今まさに逃げるところとはいえ、自分たちがわざわざ呼ばれた理由は気になっていたから、二人はちょっとした好奇心で二階の窓枠に上がったのだった。

　しかし、室内の会話を聞いた二人はげんなりと肩を落とした。怒りや恐怖を感じるより先に、呆あきれて脱力したというのが正しかった。

「実際に変身するところを見てから決めるんですって。どうやって変身させる気かしら？」

　ベラフォードが低く囁ささやけば、ケイティも小さく舌打ちして言った。

「こいつら、本物の馬鹿だよ」

　二人は同時に窓枠を蹴けり、城の裏庭に音もなく着地した。二人にとってはわけもないことだ。

　一方、二人が飛び降りた足下では、ダムーとヴィンセントが城の石壁にもたれかかっていた。

　ヴィンセントが残ったのは、彼には壁を這い上がることも飛び上がることも無理だからだが、ダムーが残ったのは、呼ばれた理由なんか今さら知っても意味がないと考えたからである。

　しかし、彼は抜群に耳がいい。飛び降りてきた二人に向かって、真顔で言った。

「つまり、俺たちは見せものにされるのか？　それとも解剖されるのか？　どっちだ」

　ベラフォードも真顔で答えた。

「あの様子だと、先に見せものにされて、それから解剖らしいわよ」

　ダムーはさも不愉快そうに鼻を鳴らしてみせた。

「そんなことができると本当に思ってるのか？」

「だから、馬鹿なのよ」

　一方、ケイティはもっとはっきり顔をしかめていた。そばかすの散った鼻の脇わきに皺しわを寄せて、今にも唇をめくりあげそうな様子である。強い不快感、あるいは怒りを感じている時の表情だ。

　それを見て取り、ダムーが意外そうに問いかけた。

「どうした、ケイティ？」

《猫》はもともと勝手気ままで、無む頓とん着ちやくな性質だ。騙だまされたから、殺されそうになったからといって、激しい怒りをむき出しにするようなことはないはずなのである。

　ケイティはその問いには答えず、逆にダムーに質問した。

「さっきの珍しいブリジアンの話、聞いた？」

「ああ、《猫》と《豹ひよう》のあいのこってのは確かに珍しいな」

「あんたの鼻ならわかるだろ？　捜せない？」

「知り合いか？」

「たぶんね」

　ダムーは空気をちょっと嗅かいで、すぐに首を振った。それらしい匂いは感じないらしい。

　ドゥーゼン城は広大で、風向きの問題もある。何より、突き止めるべき相手の直接の匂いをダムーは知らない。いくら彼の嗅きゆう覚かくが鋭くても、それでは追跡はできない。

　立ち止まってしまったダムーとケイティに、ベラフォードが提案した。

「厩舎に行ってみましょうよ。そのブリジアンが出入りする時に馬を使ったとしたら、匂いが残っているんじゃない？」

　もともと彼らは馬を奪うために厩舎に向かうところだったのだから、誰も反対しなかった。

　厩舎は城の本丸を通り過ぎた先にある。暗くら闇やみの中を急ぎながら、ヴィンセントがケイティに話しかけた。

「どうしてその人を捜すの？」

「用があるからに決まってるだろ」

　素っ気ない返答だった。やっぱり怒っているらしい。

　どうしてそんなにケイティの機嫌が悪いのかわからないヴィンセントが首をすくめた。

　ベラフォードとダムーにも事情がわかっているわけではないが、見当はついた。《猫》と《豹》のブリジアンということは、半分はケイティの同族である。

　それが解剖されるとあっては放っておけないと思ったのかもしれない。それにしては、この怒りようが解げせなかったが、その間にも一行は闇の中を進み、無事に厩舎に辿たどり着いた。

　城が立派なら、厩舎も恐ろしく立派だった。馬泥棒を警戒してか、厩舎の入り口には厳重な錠が下ろされていたが、今度もベラフォードが難なく解除した。

　そうして彼らは、寝静まっていた馬たちを脅かすことなく中へ入り込んだのである。

　しかし、その場の空気をちょっと嗅いだとたん、ダムーは結った長髪をざわっと逆立てた。

「いやな匂いがする……」

「知ってる匂い？」

「ああ、ものすごくよく知ってる、ものすごくいやな匂いだ……」
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　その頃、ヘンリーはパトリックと一緒にドゥーゼン城の地下にいた。

　夕方、ここに戻ってきたパトリックは、すぐに伯爵に取り次いでくれるように言ったのだが、召使いの一人から『殿様は今はお会いになれない故、明日まで待つように』と言われてしまい、やむなく地下へ降りたのである。

　こういう城の地下部分はいわば、壮麗で豪ごう奢しやな城の表部分を陰で支える舞台裏だ。

　上の階層以上の広さがあり、葡萄ぶどう酒や肉類を貯蔵する貯蔵庫の他、山ほどの銀器や食器類を収めている保管庫、城内の洗濯を一手に担当してアイロンを掛ける洗い場もここにある。

　そして、当たり前のことだが、住み込みの召使いが住み暮らす居住区があった。

　一口に召使いと言っても、これだけの城となると実に様々な職種があり、召使いにも身分の上下が厳しく定められている。たいていは執事と女中頭と料理長が三大幹部で、その下にそれぞれの部下がつくのが普通だった。地下にはそれらの使用人が一堂に会して食事を摂る立派な食堂があり、男女の使用人が分かれて眠る大部屋の寝室もある。

　パトリックには地下の一画に、特別に個室が与えられていた。

　だからといって、彼が優遇されているというわけではない。他の召使いが、《けだもの》と一緒に飲み食いすることも就寝することもまっぴらだと思ったからに違いない。

　ヘンリーも自動的にパトリックの部屋にお邪魔することになったので、女中たちが二人分の食事を運んできたが、彼女たちの態度はお世辞にも好意的とは言いがたいものだった。料理がまともな味付けだったのが不思議なくらいだ。

　ヘンリーも人獣ぎらいの人間には慣れている。女中たちの強い軽けい蔑べつと嫌悪の視線も気にせず、きれいに食事を平らげたが、それよりも、あいのこの青年の頑かたくなな態度のほうに手を焼いた。

　普通、人間社会で出会ったアナザーレイスは、ここでは自分たちが圧倒的な少数者であるという結束意識も手伝って、種族は違ってもそれなりに親しむものだ。

　ところが、混ブリジ血アンという特殊な立場のせいなのか、それとも元来の性格なのか、パトリックはひどく無愛想で、気むずかしかった。あれだけの好男子のヘンリーがとびきりの笑顔でもって、いろいろと話しかけても、容易に馴な染じもうとしないのだ。

　それでも、ヘンリーが根気よく時間を掛けて慣らしていると、固い牙が城じようが少しは崩れたのか、ようやくぽつりと洩もらした。

「俺は、ステロタイプはきらいだが、アナザーレイスも好きじゃない」

　と言う。

「あんたにも、他のどんな純血種にも、自分の属する種族がある。あいのこの俺には何もない。本当の意味で仲間と呼べる相手が一人もいないんだ」

　それは実の両親の種族だろうと例外ではない。どちらの仲間にも入れない。

　少々、被害者意識が強すぎるきらいはあるが、彼は、この世界に自分の同胞はただの一人もいないという絶望的な孤独感に苛さいなまれているらしい。

　純血種であるヘンリーにはその痛みはわからなかった。しかし、彼とまったく同じ立場ではないにせよ、似た状況にある友人を何人も知っていたので、こう言ってみた。

「それならインシードはどうなんだ？　彼らもきみと同じ混血じゃないか」

「違う！」

　強い口調で、パトリックは断言した。

「断じて違う。連中は外見も能力もステロタイプと何も変わらないんだ。ステロタイプの中にいれば目立たないし、奴ステロらタイプなら純血アナザー種レイスと違って、鼻も勘も利かないんだから、容易に仲間にとけ込める。何より、連中は……、子孫を残すことができる。俺には、できない」

　自分自身を呪うかのような悲痛な声だった。

　ブリジアンに生殖能力はない。それが女性なら、皆、生まれつきの不妊症であり、男性なら女性を妊娠させる能力がない。生物なら誰しもできて当然のことが、自分にはできない。

　その事実が彼の心に暗い陰を落とし、深い傷を負わせているのだろうと、ヘンリーは思った。

　しかし、チャリオットが聞き取った最新の科学常識が正しければ、長年信じられてきたその定説は間違いなのである。

　ヘンリーがそのことを説明しようとした時、突如として部屋の扉が開いた。

　鍵かぎが掛かるほど立派な部屋ではないから、それ自体は別におかしくないのだが、驚くべきはアナザーレイスの二人が廊下をやってくる人の気配にまったく気づかなかったことだ。

　二人とも思わず身構えた。同時に、足音を立てずに暗い通路から現れた少女が、男の寝室に無造作に入り込んできた。

「やっぱり、あんただったね、パトリック」

「ケイティ!?」

　声を発したのは二人同時だった。ヘンリーは思わずパトリックに視線を移した。

「知り合いか、きみたちは？」

　パトリックは答えない。狼ろう狽ばいして眼を伏せている。

「遠い親しん戚せきだよ。こいつのばあさんが、あたしのひいばあさんの妹なんだ」

　対するケイティは爛らん々らんと眼を光らせている。

　夜の彼女の眼は猫さながらに瞳どう孔こうが丸く大きくなる。普通なら、昼間よりずっと可愛くなるはずだが、今のケイティは傍はた目めにも険しい顔だった。

　まさに怒った猫が背中の毛を逆立て、牙きばを剝むき出して唸うなっているに等しかった。

「あんた、あたしをこの城の人間に売ったね？　あたしの仲間のことも」

『売る』というはなはだ人聞きのよくない言葉に、パトリックの狼狽は一層ひどくなった。

「そんなことはしてない！　俺はただ……、変身能力を持つインシードを知らないかと伯爵に訊きかれたから……、だから……、おまえのことを話しただけだ」

　ケイティは素早かった。一瞬で距離を詰めた。《豹ひよう》の血が混ざっている分、パトリックの運動能力のほうが勝まさっているはずだが、その彼が避ける間もなかった。

　ケイティの右手が一いつ閃せんしたかと思うと、パトリックの左頰にざっくりと見事な三本傷が生じ、血が噴き出した。純血種並みの能力を持つ《猫》の爪が、容赦なく頰をえぐったのだ。

「それを売ったって言うんだよ、間抜け。この城の城主がどんな奴か、あたしたちに何をするつもりで捜してたのか、知らなかったとは言わせないからね。あたしはね、あんたと違って、見せものにされるのなんか、まっぴらなんだ」

　ぐさりと突き刺さるような台詞せりふではあるが、ケイティの言い分はもっともである。

　パトリックは左頰からだらだら血を流しながら、年下の少女に恨めしそうな眼を向けたが、何も言い返せなかった。ここで言い返したら確実に傷が倍になる。

「仲間を売るような奴は殺されたって文句は言えない。でも、あたしはあんたを殺さないよ。放っておいても、あんたはステロタイプどもに解剖されるからさ」

「何だって？」

　驚いて問い返したのはヘンリーだった。ケイティはそんなヘンリーに頷うなずいてみせた。

「わざわざ知らせに来てやるんだから、あたしは自分の親切ぶりに呆あきれてるけどね。ヘンリー、あんたがここにいるなんて思わなかったし、あんたを見殺しにすることにならなくて、本当によかった。早く逃げよう」

「ちょっと待ってくれ。パトリックの話では、エルリッヒ伯爵は友人たちとの会合で披露するつもりで、そのために特殊な混イン血シードを捜していたということだが、違うのか？」

「違わないわ。ただし、その後で解剖するつもりなのよ」

　言ったのはケイティの後ろから姿を見せたベラフォードだった。ヴィンセントも（こちらはぱたぱたと足音を響かせながら）続いて顔を覗のぞかせ、ヘンリーに向かって笑顔で手を振った。

　純血種の《猫》だったら尻尾を真ん丸にふくらませて怒っているだろうケイティの代わりにベラフォードが手早く事情を説明すると──特に、先程のエルリッヒ伯爵と友人たちの会話をかいつまんで話してやると、パトリックは血まみれの顔を蒼そう白はくにして抗弁した。

「噓だ！　俺はそんな話は聞いてない！」

「聞いてなくたって、あの連中はあんたを解剖するだろうよ。あたしたちをここへ呼んだから、あんたはもう用済みなんだってさ」

　ケイティの口調はにべもない。

　ベラフォードがパトリックを見つめて意外そうに瞬きした。

「ねえ。でも、アタシたちって、初対面よね？　アタシはケイティにブリジアンの親戚がいるなんて知らなかったけど……」

　不思議そうに首を傾げて、ケイティに目線を移して訊く。

「あんた、アタシのことを、このかわいいあいのこの彼氏に話した？」

「言わないよ。だいたいこいつ、昔から暗くて、鬱うつ陶とうしくてさ。ろくにつきあい、ないもん」

「あらま、せっかくかわいいのにもったいない。でも、変ねえ？　だったらどうして、ここの伯爵はアタシやダムーのことを知ってたのかしらね。──あなたが話したんじゃないの？」

　ベラフォードがパトリックに尋ねる。ケイティも再び爪を剝いたので、パトリックは慌てて、首を振った。

「俺は知らない！　ケイティと、あの白くなる奴のことなら……噂に聞いたことがあったから、話したけど。珍しい《鳥》のことは伯爵のほうが先に知ってたんだ！」

「だから、そこが間違いなんだってば。アタシは《蜥蜴とかげ》よ。《鳥》じゃないわ。飛べるけど。伯爵もアタシとは初対面のはずなのに、どうしてそんな勘違いをしているのかしら？」

「それはわたしから説明しよう」

　今度はヘンリーが手短にこれまでの流れを説明した。

　ベラフォードを描いたキャサリンの絵のこと、『人獣撲滅を目指す会』がその絵に注目してベラフォードを捜し始めたこと、そして、そのキャサリンがフォン・ブラウン大佐を追って、今はボッシュ村にいることを話すと、ケイティとベラフォードが顔を見合わせた。

「フォン・ブラウン？」

　二人分の声がきれいに重なった。

「それって、もしかして、さっきの馬鹿兄弟のことなわけ？」

「まずいわねえ。よりにもよって、あのお嬢さんがそんなところにいるの？」

　今度はヘンリーが驚く番だった。

「フォン・ブラウン男爵と大佐が？　この城にいるのか？」

「いるわよ。お兄さんのほうはアタシたちの誰を取るかを賭かけて、伯爵とカードしてるわ」

「で、弟のほうがあたしらを解剖したがってるんだよ。ただし、そいつも首謀者ってわけじゃなさそうだったね。もっと上の誰かにせっつかれているみたいだった」

「確か、フリードリヒ将軍とか言ってたわね」

　頷きあった二人はヘンリーと一緒にパトリックに眼をやった。

　三人分の視線を浴びた彼は血まみれの顔をしきりと拭ぬぐいながら、無愛想に言ったものだ。

「フォン・ブラウン男爵は奇抜俱ク楽ラ部ブの会員だ。前の会合にも来ていた」

「では、フリードリヒ将軍というのは？」

「知らん。初めて聞く名だ」

　ヘンリーにしてみれば、思いがけず知りたかったことをこの若者が話してくれるわけだから、さらに突っ込んで質問した。

「フォン・ブラウン大佐が今までにドゥーゼン城を訪れたことは？」

「俺の知る限りではない。──もっとも、俺がここへ来てから、まだ二ヶ月にもならないが」

「それなら、他の奇抜俱楽部の顔ぶれについて聞かせてくれ。彼らも我々に敵対的なのか？」

　ヘンリーの問いにパトリックは皮肉な笑いを浮かべた。

「その言い方は正しくない。奴らの態度は敵対的ですらない。アナザーレイスもインシードも──ブリジアンもだ。連中にとっては軽けい蔑べつの対象であって、それ以上でもそれ以下でもない」

　ベラフォードが肩をすくめた。

「でしょうね。伯爵は典型的なステロタイプだもの。アタシたちを頭から馬鹿にしているから、見せものにしようなんて考えつくんだわ。でも、大佐は違う。軽蔑するだけじゃすまない人よ。アタシたちのことも、あなたのことも、大喜びで実験材料として解剖する気よ」

「兄貴のほうだって、どっこいどっこいだよ。狩りの獲物にしたいからヴィンスをよこせって言ってたくらいだからね。あの口くち振ぶりじゃあ、しょっちゅうそんなことをしてるんだろうよ」

　ここで一人だけ会話についていけない《役立たず》の少年が、不思議そうに仲間たちを見て、大真面目に口を挟んだ。

「ぼく、獲物にされるの？」

「あんたは大丈夫よ。アタシたちと一緒にいるんだからそんな心配はしなくていいの。むしろ、危ないのはあのお嬢さんのほうだわ」

「言えてるね。あんな馬鹿どもじゃあ、無ノンフ形種オーマーとインシードの区別なんかできるわけがない。今までにもずいぶん、インシードと思いこんで、自分の同胞を撃ってるんじゃない？」

　少年の碧あおい眼が丸くなった。

「それじゃ、キャサリンさんが獲物にされるの？　ニーナさんも？」

　ヘンリーが厳しい顔になった。そうした事例は昔から、実に頻繁にあったことだからだ。

　当主の男爵や、その弟の大佐が館やかたを留守にしているからといって安心することはできない。

　あの土地の人々が、そっくり領主の真似をして、アナザーレイスやインシードに強い偏見を持っていることは明らかなのだから。

　ヘンリーの目的は『人獣撲滅を目指す会』の全容を明らかにすることだ。そのためにはこの場に留とどまって──少なくとも逃げたふりをして留まって、フォン・ブラウン大佐が誰と連絡を取るかを確かめるのが順当な手段だが、今はそれは後回しだった。

　手早く身支度を整えて、友人たちを促した。

「長話をしている場合ではなさそうだな。お嬢さんたちが心配だ。ライエへ急ごう。──彼もいるんだろう？」

「いるわよ。例によって、あなたの近くにいるのがいやなもんだから隠れてるけど、話は全部、聞こえてるはずだわ。──そうでしょ？　ダムー」

　背後の暗い通路に向かってベラフォードは話しかけた。

　ダムーの蛇ぎらい──厳密に言えば爬は虫ちゆう類るいぎらいは徹底している。

　ヘンリーに恨みがあるわけではないし、その人柄もちゃんとわかっているのだが、それでも近づきたくないのだ。

　ベラフォードは蜥蜴といえども混血で、ヴィンセントは滅多に形態変化することはないから、何とか我慢しているようなものなのである。

　そのヴィンセントが廊下のほうに身を乗り出して、ダムーの返事を聞いてきた。

「聞こえたって。早く来ないとおいてくぞ、だって」

　ベラフォードとケイティはもちろん、ヘンリーも、パトリックも慌てて部屋を飛び出した。

　解剖されるとまで言われたのでは、ここに留まる理由はないからである。

　幸い、遅くまで働いているはずの召使いも今は寝床の中だ。

　城内はひっそりと寝静まっており、逃げ出す側の彼らは（約一名を除けば）足音を立てずに暗がりの中を歩くことができる。

　まっすぐに出口へ向かう用心棒たちを見て、パトリックが訝いぶかしげに訊きいた。

「おまえたち、外から入ってきたのか？」

　召使いたちの使う階段は、地下のあちこちに設置されているから、上へ上がるのに不自由はしないが、建物の外へ出るとなるとそうはいかない。

　昼間はもちろん自由に出入りできるが、夜になると、すべての出入り口は閉ざされてしまう。

　それは使用人の使う出入り口も例外ではない。使用人の中でも鍵を預かる責任者が内側から錠前を下ろす習慣になっており、夜明けと共に解除されるまで、誰も自由に外へは出られない。

　ダムーは厩舎からヘンリーの匂いとパトリックの匂い──《豹ひよう》でも《猫》でもなく、その両方でもある匂いを追跡して、母おも家やの隅に設けられているその入り口にたどり着いたのである。

　本来なら、ここで再びベラフォードの出番だが、その彼にしても、扉の外側から扉の内側に掛かっている錠前を解除することはさすがにできない。

　あぐねていると、ダムーが腰の短刀を抜いて、ぐさりと扉に突き刺した。

　がっしりした樫かし板の扉だったが、ダムーは短刀を鋸のこぎり代わりに使い、パンか何かを切るようにさくさくと、鍵かぎの掛かった錠前部分を扉から切り離してしまったのである。

「叩たたき壊しちまったほうが早いんだが、それだと音がするからな」

　というのが、即席の大工を働いた本人の弁だった。

　地下へ降りてしまえば、後は簡単だった。ケイティの鼻でも容易にヘンリーとパトリックの匂いを追えたからだ。

　その道筋を逆にたどって、一行は難なく屋外へ抜け出したが、一足先に出たはずのダムーの姿がどこにも見えない。

　そこまでこっちをきらわなくてもいいだろうにと内心苦笑しながら、ヘンリーは友人たちに訊いた。

「ライエまでの道はわかるか？」

　ケイティもベラフォードも首を振った。

「アタシたちは西から来たから。悪いけど、あなたに案内してもらわなきゃならないわ」

「それはかまわないが、ダムーはどうする？　彼も道を知らないんだろう」

「心配ないって。馬並みの足だよ。あたしらが走り出したら、勝手に後からついてくる」

　ケイティが答えると、このやりとりを聞きつけたパトリックが不満そうに訴えた。

「待てよ。本気でステロタイプなんかを助けにライエへ行くのか？　おまえやおまえの仲間が狙ねらわれることになったのだって、話を聞けば、全部そいつのせいじゃないか」

　彼はどうやら、暗くて鬱陶しいだけでなく、墓穴を掘る癖もあるらしい。

　ケイティがまたも一瞬の早はや技わざで、パトリックの向こう臑ずねを思いきり蹴けり飛ばした。

「あんたに何が言えるってのさ？　あのお嬢さんは少なくとも、あんたの百倍はましだよ」

　ベラフォードも呆あきれたように頷うなずいている。

「アタシも同感。あなた、死にたくなかったら、ヘンリーにぴったりくっついていなさいね。そうすれば、ダムーは手が出せないから」

「そうとも。手は多いほうがいいんだ。あんたにも手伝ってもらうからね」

「冗談じゃない！　俺はごめんだ！　誰がステロタイプなんかを……。仲間の区別もつかずに殺し合いをするっていうんなら、奴らの問題だ。勝手にやらせておけばいいじゃないか！」

　蹴られた足を抱かかえながらパトリックが喚わめくと、ケイティは、すっと眼を細めた。

「ふうん？　そう？　いいよ。あんたがあたしたちと別れて一人で逃げたいって言うんなら、止めないよ。ただし、そんなことをしてごらん。あんたがあたしをステロタイプに売りつけて知らん顔をしようとしたって、あんたの奥さんに言いつけるからね」

　パトリックの顔は、臑に食らった容赦のない一撃の痛みも相まって、夜目にも蒼そう白はくになった。

　ヘンリーが意外そうにケイティに訊いたものだ。

「奥方がいるのか、彼には？」

「そ。これがまた、いい女なんだよ。こんな暗くていじけた男のどこがいいのか知らないけど、彼女のほうからこいつにぞっこん惚ほれてくれてさ。もう、端はたで見てるのがいやになるくらいのあつあつぶりなんだ」

　夜の闇やみの中で、丸く大きくなったケイティの眼は緑色に光っている。

「だけど、これを知ったら、彼女は絶対、あんたを許さない。少なくとも幻げん滅めつするだろうよ。彼女は純血種だけど、インシードのことも仲間だと思っている。その仲間を自分の惚れた男が売り飛ばそうとしたなんて聞いたらね」

「俺はブレンダのためにやったんだ！」

　一同が思わずひやりとしたくらいの叫び声だった。

　いくら人間たちが寝静まっている夜中でも、あまり大声を張り上げるのはまずい。

　ぶっきらぼうで無愛想に見えたこの青年は、実は多感で熱情的な性分らしく、震える両手で髪を搔かきむしったのである。

「俺は……ブレンダを愛してる。彼女のためなら命を投げ出してもかまわないと誓って言える。それなのに、俺は彼女に何もしてやれないんだ。何もだ！　ブレンダは……あんなに子どもが好きで、自分でも欲しがってるのに！　俺にはどうしても与えてやることができないんだ！」

　悲痛な叫びだった。

　それは、すべてのブリジアンが抱かかえる絶望的な問題でもあった。

　ケイティもさすがにかわいそうになったのか、少し語調をやわらげて話しかけた。

「そのことなら、彼女は最初から承知の上で、あんたと結婚したんじゃないか。その奥さんをほったらかして何をやってるのさ」

「俺は……ブレンダを幸せにしてやりたかった。子どもができないのなら、せめて他のことで埋め合わせをしなきゃいけないんだ。ブレンダはあんなに若くて、きれいなんだから。金さえあれば、ステロタイプの社会ではどんな贅ぜい沢たくでもできる。俺はブレンダを貴婦人にしたかった。最新流行の衣裳を着せて、宝石で飾って、立派な家と馬車を持たせてやりたかった。彼女にはそんな暮らしがふさわしいんだから……」

　ケイティが小さくため息を吐ついて、断言した。

「あんたって、底抜けの馬鹿だね」

　今度はヘンリーとベラフォードとヴィンセントの男三人が、低く唸うなって顔を覆ってしまった。

　言わんとすることはわかる。ケイティの心境はよくわかるのだが、それにしても……。

　身みも蓋ふたもない。

　パトリック自身、呆あつ気けにとられた様子でケイティを見つめている。

「心意気は買うけど、あんたは肝心なところが間違ってるよ。彼女はそんなものは欲しがってないんだから。今度会ったら自分で聞いてみるといい」

「訊きけるか、そんなこと！　俺は彼女のために何かしてやりたいんだ！」

「だったら、傍そばにいてやればいいじゃないか。新婚の夫のくせに。あたしがブレンダだったら、とっくにあんたの顔を引っ搔いてるよ」

　故意なのか、忘れているのか、もう引っ搔いたくせにそういうことを言う。

　ここでベラフォードが苦笑しながら、二人の間に割って入った。

「まあ、まあ。この彼氏の複雑な事情はわかったから。今はライエに急ぎましょうよ」

「そうだよ。キャサリンさんが心配だもん」

《役立たず》のヴィンセント少年までが言葉を添えた。

　キャサリンを助けに行くという点で、ヘンリーと用心棒たちの意見は一致していた。

　ヘンリーにしてみれば、お嬢さんは必ず無事に連れて戻ると、エリオット卿きように固く約束した経緯がある。そして用心棒一行が──薄情の代名詞と言われる《猫》のケイティでさえも──その意見に同意しているのは、前回の冒険で、キャサリンの人柄を確かめているからだ。

　それがパトリックにはわからない。彼にとって人間は《ステロタイプ》でしかない。

　常にこちらを見下し、蔑さげすみ、平然とけだものよばわりをし、汚お物ぶつに触れるような扱いをする、憎むべき連中でしかないのだ。

　実のところ、パトリックの気持ちはケイティにもよくわかっていた。

　人ステロ間タイプの頭の固さと、人を人とも思わぬ無礼ぶりは、自分も何度も経験したことだからだ。

　だから、ケイティはまだ渋い顔をしているパトリックに、やんわりと言った。

「無ノンフ形種オーマー全部がステロタイプってわけじゃない。あたしがあのお嬢さんを助けようと思うのは、あのお嬢さんがここの伯爵とは正反対の性格だからだよ。伯爵みたいな『人間』にはとっととくたばってもらいたいけど、ああいう子には長生きしてもらわなきゃ。それに、何と言っても、あのお嬢さんは金払いがいいからね」

「あんたって結局それなんだから。さあ、行くわよ。いい加減にしないと、ダムーがしびれを切らして暴れ出すわ」

　ベラフォードが言い、一同はあらためて、厩きゆう舎しやを目指して闇やみの中を走り出した。
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　ビルテ河をしばらく下ると、キャサリンとニーナを乗せた特大の鰐わには岸辺に這はい上がった。

　その頃にはニーナも眼を覚ましていたので（ただし、ずっとキャサリンにしがみついて微動だにしなかった）、まさに転がり落ちるように鰐の背から降りた。

　キャサリンのほうは慎重に地上に降り立つと、足下の鰐に話しかけたのである。

「ここからは徒歩ですか？」

「はい。わたくしの仲間が近くにいますので、ひとまず、そこへ」

　そこでキャサリンは、今までずっと抱かかえていた包みを差し出した。ミュリエルが脱いだ服を、彼女自身のスカートでくるんで包みにしたものだ。

　鰐は鋭い牙きばに引っかけるようにして器用に包みを受け取り、『ちょっと失礼します』と礼儀正しく断って、茂みの陰へと向かった。その際、短いながらも四本の手足をぐっと伸ばして、身体を地面から持ち上げるようにして歩いていったので、キャサリンは思わず呟つぶやいた。

「まあ。鰐にあんな歩き方ができるなんて知らなかったわ……」

　地上を歩く時は、常に地面にべったりと腹をつけて這うように進むものと思っていたから、身体を浮かせて歩いているところを見ると、何だか別の生き物のようである。

　ただし、お世辞にも器用な歩き方とは言えなかったから、キャサリンはまたまた呟いた。

「でも、何だか、とっても大変そうねえ……」

「お嬢さま。変なことに感心しないでください」

　草むらに座り込んでしまったニーナは腰が立たないらしい。がたがた震えている。

「ニーナこそ、変よ。そこまで恐がらなくてもいいじゃないの。それは本物の鰐なら恐いけど、あれはミュリエルさんで、わたしたちを助けてくれたのよ？」

「わ、わかってます。それは充分わかってますけど……それでもやっぱり、恐いんですう」

「ほら、泣いてないで、靴を履かなきゃ。ここからは歩きになるんだから」

　言いながら辺りを見渡したキャサリンは、思わず身体を震わせた。

　いくら眼を凝らしても、何も見えない。

　そこは深い森の中だった。

　太陽はすっかり隠れてしまっている。見渡す限りどこにも明かりらしきものは見えず、月も出ていない。これでは、人間のキャサリンにはほんの数メートル先も見ることができない。

　ニーナと二人でこんなところに放り出されたら途方に暮れただろうが、ありがたいことに、きちんと服を着て靴を履いたミュリエルが茂みの陰から戻ってきた。

「お待たせしました」

　濡ぬれた身体に服を着るのはさぞ気持ちの悪いことだろうに、さっきも、今も、ミュリエルは不愉快そうな様子を見せない。できる限りの身み繕づくろいをして穏やかに微笑んでいる。

　立派な心がけだと、キャサリンは感心した。お作法の先生が口を酸っぱくしていうことだが、

『真の淑女とは人前で暑くなったり、寒くなったり、お腹が空いたり、疲れたりしないもの』なのだ。常にそう努つとめなければならないという意味だが、ミュリエルのような人を真の淑女レデイというのだと思った。

「参りましょう。少し歩きますから。足下に気をつけて」

　ミュリエルは明かりも持たずに夜の森を歩けたが、キャサリンとニーナはそうはいかない。

　何度も木の根っこに躓つまずき、絡んだ草に足を取られながら、二人はミュリエルの誘ゆう導どうに従って真っ暗な森を進み、やがて森の中に建てられた樵きこり小屋に辿たどり着いた。

　時間にすれば、ほんの十五分ほどの距きよ離りだったが、その時の二人には一時間も歩いたように感じられた。目的地の小屋には明かりが灯ともっていなかったから、なおさらである。すぐ近くに接近するまで、キャサリンもニーナも、そこに小屋があることにすら気づかなかったのだ。

　この深夜に灯ひが灯っていないということは、空き家か、でなければ住人は寝入ってしまっていると思うのが普通だが、違った。キャサリンたちを先導したミュリエルが近づいていくと、彼女を出迎えるかのように小屋に明かりが点ともったのである。

　真っ暗な森を歩いてきたキャサリンには、丸太で組まれた壁が唐突に目の前に現れたように感じた。その存在にまったく気づかなかっただけに驚いて立ちつくすと、壁の一画で扉が開き、明かりが大きくこぼれだした。

　ミュリエルはその明かりに向かって歩きながら、振り返ってキャサリンとニーナを促した。

「さ、どうぞ。お入りください」

　意を決したキャサリンが後に続く。ニーナもこわごわとキャサリンに従った。

　扉をくぐってみると、小屋の中は広々として、ちゃんと床板も張られていた。

　中央には手づくりの机が据えられ、その上にランプが輝いている。傍そばには若い男の人がいて、点したばかりのランプの明るさを調節しているところだった。

　もう一人、入ってすぐのところに、扉を開けてくれた人が立っていた。

　こちらは年輩の男の人である。身なりこそ樵ふうに装ってはいるが、すこぶる風ふう采さいの立派な人だった。整った顔立ちは威厳に満ち、秀でた額に明るく輝く青い眼をしている。鋭い精神と聡そう明めいさとを表している顔だった。

「お帰り、ミュリエル」

　笑顔で言った男の人に、ミュリエルは非常な喜びを示して歩み寄った。

「お父さま！　いつこちらに？」

「ついさっきだ。おまえが牢ろうからいなくなったと聞いて、心配していたが、ビルテ河を下っているところをチャリオットが見つけて、知らせてくれた。もう着くころだと思っていたよ」

　父親は愛情あふれる仕草で娘を抱きしめると、キャサリンに眼を移した。

「こちらはひょっとして、エリオット卿きようのお嬢さんかな？」

　ミュリエルが頷うなずいた。

「お父さまからもお礼を申し上げてください。キャサリンさんにはひとかたならず、お世話になったのです」

「とんでもない！」

　キャサリンは反射的に否定した。どう考えても世話になったのはこっちのほうである。

　しかし、それを言うより先に、樵に扮ふんした紳士が握手を求めてきた。

「ありがとうございました。ミュリエルの父のステュアート・スウェンです」

　音程こそ違うが、その声の美しさは娘にそっくりだった。これまた楽器のように豊かに響く、すばらしい声である。

　大人の男の人から握手を求められたのは初めてだったので、キャサリンはどぎまぎしながらその手を取り、軽く膝ひざを折って挨あい拶さつした。

「恐れ入ります。キャサリン・ウィンスロウと申します。こちらはわたしのメイドのニーナ。お嬢さまには危ないところを助けていただいて、本当に感謝しております」

　キャサリンはちょっとためらったが、相手の顔を見上げて言い出した。

「スウェンのおじさま。おじさまは、ミュリエルさんのお父さまでいらっしゃるのですから、『鰐わにの人』であると思ってよろしいのでしょうか？」

　紳士はちょっと眼を見張って、おもしろそうに微笑んだ。

「あなたは勇敢なお嬢さんだ。わかっていても聞きたくないという人のほうが多いのですがね。いかにも。わたしの本当の名前はシャイラック。《鰐》のシャイラックです」

「シャイラック？」

「そうです。それは、わたしが両親からもらった名です。しかし、わたしはあなたの仲間にはステュアートと名乗ることにしています。あなたたちの流儀に倣って、姓もつけてね」

　小屋の中にいたもう一人の男性が低く笑った。

「我々が人間社会で暮らすのは、実はとても簡単なことでね。種族名を名乗らなければいい。それだけで、あなたたちには我々の正体がわからない」

　楽しげな声だった。この若い人も樵きこりの服装をしてはいるが、間違っても本物の樵ではない。

　すらりと優美な体つき、蠟ろう燭そくの明かりにも眩まぶしく輝く銀の髪をしている。形のいい口元に、静かな、ただし少しばかり皮肉な微笑を浮かべている人だった。不思議な、謎めいた表情だが、悪戯いたずらっぽく微笑む眼の光は暖かく、好感が持てるものだった。

「ぼくはコーネリアス・グレイ。本当の名は《狐きつね》のコーネリアス。よろしく、お嬢さん」

「よろしく、グレイさん」

　異種人類は本当に、人間でいる時の外見だけでは種族はわからない。『狐の人』がどうしてスウェン氏と一緒にいるのか疑問に思っていると、狐の青年も不思議そうに尋ねてきた。

「まさかここであなたと会えるとは思いませんでしたよ。ヘンリーはどうしました。一緒ではないんですか？」

　キャサリンはさらに驚いた。

　自分とヘンリーが行動を共にしていたことを、どうして知っているのかと思ったが、頷いて言った。

「わたしもヘンリーさんがどうなったか、心配なのです。今日の昼にボッシュ村で別れて以来、お会いしていません」

　毛並みの良さそうな《狐》の青年は、それまでの明るい眼の光を消して、少しばかり真剣な表情になった。

「それは変ですね。こんな物騒な土地でお嬢さんたちを二人だけにするとは、彼らしくもない。──あなたたちが捕つかまったことを、まだ知らないのかな？」

　一方、三人もの異種人類に囲まれたニーナはかなり居心地が悪そうだったが、キャサリンの傍そばを離れようとはしなかった。それどころか、小屋の片隅に土間で区切られた台所とかまどがあるのを発見して、自分の職務を思い出した。

　キャサリンは（自分もだが）昼食を食べたのを最後に、何も食べていないのである。

　ニーナは本職の料理人でこそないが、キャサリンの面倒は自分が見なければならないという使命感に燃えている人である。食材を提供してもらえるなら、何か食べられるものをつくると申し出ると、ミュリエルの父もコーネリアスも快く、地下の食料庫にニーナを案内した。

　そこには野菜や干し肉、ピクルスの類たぐいが豊富に取り揃そろえられていたので、ニーナはさっそく仕事に取りかかり、その横で、一同は机につくことになった。

　何よりもまず、言わなければならないことがあった。

「お父さま。マルティナは……」

　青ざめて震える娘の顔色を見ただけで、スウェン氏は事情を察したようだった。その表情が一気に暗くなったが、手を伸ばして、もう一度、娘の細い肩を抱いてやった。

「辛つらいだろうが、マルティナがどのようにして、その短い生涯を閉じたのか、話しておくれ」

　ミュリエルは果か敢かんに頷うなずき、話そうとして口を開いたが、なかなか声が出ない。

　無理もなかった。姉とも慕っていた幼なじみの最期はあまりにも辛く、無惨なものだった。

　口にするのもおぞましいとはまさにこのことだ。

　どう言葉にすればいいのか、苦悩するミュリエルの様子を見守っていたキャサリンは、意を決して切り出した。

「わたしから、お話しします」

　キャサリンはできるだけ気をつけて話したが、事実を正確に伝えようとすると、どうしても避けては通れない部分がある。

　その男たちが見せしめだと話していたこと。見せしめに、マルティナを獲物に見立てて──あろうことか衣服を奪って犬に追わせたと言ったこと。フォン・ブラウン男爵は自分の息子にマルティナを撃たせようとしたらしいが、結局は自分の手で射殺したこと。

　キャサリンは最後に深い息を吐くと、できるだけ感情を押し殺した声で告げた。

「そして、マルティナさんのご遺体は……申し上げるのも恐ろしいようですが、男爵の猟犬に与えられたそうです」

　あまりのことにコーネリアスが顔をしかめた。

　努つとめて表情を殺してキャサリンの話を聞いていたスウェン氏が、まさに唸うなるように言った。

「お嬢さん。はっきり言ってくれてかまいません。それは、あの娘この亡なき骸がらが、家畜の餌として処理されたということですか？」

「男たちはそう話していました」

　スウェン氏は今度こそ低く呻うめいて、片手で顔を覆ってしまった。

　その指が激情に堪えかねて細かく震えるのを、机に残された片手が固く握りしめられるのを、キャサリンは、背筋をまっすぐに伸ばした緊張の面もちで見つめていた。

　マルティナを直接知らないキャサリンは、彼女の死を真の意味で悼いたむことはできない。

　しかし、スウェン氏の脳裏には今も、その人の姿、その人の声、その笑顔が、最後に別れた時そのままに、少しも色あせず、鮮やかに焼きついているに違いないのだ。

　もし、自分の親しい友人たちが──ニーナが、そんなことになったとしたら。マルティナと同じような無惨な最期を遂げたら──。そう思うと、キャサリンの身体は自然と強こわばった。

　危なかったのはキャサリン自身も同じことだ。何とか地下牢ろうから逃げ出して事無きを得たが、もう少しで殺されるところだったのだ。

　それだけに、マルティナの死はキャサリンにとっても、決して他ひ人と事ごとではなかったのである。

　年輩のスウェン氏は娘と違って取り乱しこそしなかったが、感情を抑えて再び顔を上げた時、その青い眼には抑えようのない怒りと、絶望的な苦悩が浮かんでいた。

「マルティナは、わたしの従兄いとこの娘です。優しい娘でしてね。ミュリエルが小さい頃は本当の姉のように面倒を見てくれました。この二ヶ月というもの、従兄夫婦は娘の無事だけを祈って、マルティナが生きて帰ってきてくれることだけを信じて、気の遠くなるような思いで過ごしてきたというのに……」

　その両親にこの残酷な事実をどう告げればいいのかとスウェン氏は嘆き、ずっとうつむいていたミュリエルが、ぽつりと呟つぶやいた。

「わたくし、あの男たちを殺さずにすませるのがやっとでした……」

　キャサリンも頷いた。

「殺したところで、誰もあなたを咎とがめはしませんわ。わたしだって……」

　よっぽど風穴を開けてやろうかと思った。そう言おうとした時、コーネリアスが、そっと、唇に指をあてた。無言のまま、ずっと開いていた窓に眼を向ける。

　それは、こんな樵きこり小屋には珍しい、両開きの大きな窓だった。

　コーネリアスの視線を追ってキャサリンも窓を見た。ほとんど同時に、羽ばたきもさせずに、一羽の鳥が窓枠に止まったのである。

　窓の傍そばで働いていたニーナが「きゃっ！」と声を立てて、飛び離れた。

　そのくらい大きな鳥だったのだ。

　顔の正面に並んだ鋭い眼、茶褐色の翼、胸元には茶色の筋の入った白いふかふかした羽毛、何より威厳さえ漂う険しい顔が眼を引く鳥だった。

　小屋の中の顔ぶれを見て警戒したのか、丸い頭の両側に長い羽毛が──『耳』が立ち上がる。

　この、耳のように見える長い羽毛は木みみ菟ずくの特徴だ。しかし、こんなに大きくて立派な木菟をキャサリンは見たことがなかった。

　窓のかたちに四角く切り取られた夜の森を背景にすると、実に威風堂々と映える姿である。

　木菟はちょっと首を傾げるようにして、鋭い眼でニーナを見、キャサリンを見つめてきた。

　その眼には明らかな知性の光が感じられた。これはただの梟ふくろうではない。恐らくは異種人類の梟のはずだが、窓辺に止まったまま、口を開こうとしない。

　知らない顔を見て警戒しているのかもしれなかった。

　キャサリンが自己紹介するより先に、狐きつねの青年が鳥に向かって二人を紹介した。

「きみはさっきも上空から見て知っていると思うが、こちらはキャサリン・ウィンスロウ嬢。そちらがそのメイドのニーナさんだ」

「よろしく。キャサリンさん。ニーナさん。《島梟》のチャリオットです」

　大きな鳥は礼儀正しく名乗ってきた。いくぶん硬質な印象を受ける、若い男の人の声だった。

　これで、この場には《鰐わに》と《狐》と《梟》が集まったことになる。

　コーネリアスとスウェン氏は人間の姿をしているが、窓辺に止まったチャリオットは何故か、梟の姿のままだ。

　その大きな梟に、スウェン氏が沈痛な面もちで話しかけた。

「チャリオット。きみにも、同族の方々にも、非常なお手数をかけたが、残念なことに最悪の結果になってしまった。今、こちらのお嬢さんがすべてを語ってくれたところだ」

　梟は表情を変えなかった。少なくともキャサリンにはそう見えた。しかし、一瞬押し黙ると、大きな梟は《鰐》の父娘おやこに向かって丁寧に頭を下げたのである。

「お悔やみを申し上げます。シャイラック。ミュリエル。同時に、お役に立てなかったことを、お詫わびします」

　スウェン氏は神妙に首を振った。

「とんでもないことだ。今日までのきみたちの尽力には感謝の言葉もない。お嬢さんの話では、あの娘は二ヶ月も前に既に殺されていたという。──我々がどうあがいたところで、あの娘の命を救うことは不可能だったのだ」

　ミュリエルも消え入らんばかりの声で言う。

「皆さまには本当に、お世話になりました。そこまでしていただいたのに……、こんなことになってしまうなんて……」

　どうやら、この梟は、マルティナの行方の手がかりを求めて、情報収集に働いていたらしい。

　ライエの上空は危なくて異種アナザー人類レイスの鳥も飛べないと、ヘンリーは言ったが、夜になれば話は別だ。暗くら闇やみの中で正確な射撃ができる人間はいないからである。

　重苦しい沈黙の中、今度はコーネリアスが梟に話しかけた。

「チャーリー。飛び続けで疲れているところを悪いんだが、あまりよくない知らせがもう一つある。今度はヘンリーが行方不明だそうだ」

　島梟はちょっと羽毛を逆立てて、意外の念を示した。

「しかし、リヒター・ハウスにはいないぞ？　ボッシュ村にもだ」

「森はどうだ？　お嬢さんの話では、今日の昼に村で別れて以来、姿が見えないらしい」

「やれやれ。こんなに可愛らしいお嬢さん二人を放り出して、何をやってるんだか。わかった。仲間にも連絡して、ひととおり捜してみる」

「わたしからもよろしくお願いします、チャリオットさん」

　思わず立ち上がって言ったキャサリンだった。

　しかし、仲間たちにも──ということは、今この森を、こんなに立派な木菟が何羽も飛んでいるのだろうか。

　ヘンリーの行方はもちろん心配だったが、それにしても、この島梟という木菟には、充分に見とれるだけの値打ちがあった。

　その姿の見事さに感心して、キャサリンがしげしげと見つめていると、島梟は豊かな身体を揺すって、低く笑ったのである。

「今度は俺を絵に描きますか、お嬢さん？」

　キャサリンははっとなった。

　初対面のチャリオットがどうしてそれを知っているのかと思ったが、大きく息を吸い込んで、はっきりと言った。

「ええ、お許しがいただけるのなら、描いてみたいと思います。あなたはわたしが今まで見た鳥の中で一番きれいで、一番立派ですもの」

「彼を除けば、でしょう？　俺は残念ながら、その絵は見ていないが、無断で姿を借りたのはいささか礼儀に反することだったと思いますよ」

「わかっています。あの人に今度お会いできたら、許してもらえるかどうかはわかりませんが、精一杯お詫びしますわ。本当に、無分別だったと反省しております」

「キャサリンさん。何のことです？」

　問いかけたのはミュリエルだった。キャサリンは、自分がここまで出向いてきたそもそもの原因を、彼女に話していなかったことを思い出した。

「わたし……わたしがとても迂う闊かつなことをして、恩のある人たちに大変な迷惑を掛けることになってしまったのです。決して悪気があってしたことではないのですが、でも……」

「まあ、まあ、お嬢さん。何もそこまで深刻に考えることはない。この石頭の言うことなど、気にすることはありませんよ」

　狐きつねの青年がキャサリンをなだめると、島しまふ梟くろうは『おまえが取りなすな』と鋭く突っ込んだ。

　それから打って変わって優しい口調でキャサリンに話しかけてきた。

「お嬢さん。言葉がきつくなってしまったのは謝ります。別に、あなたを責めたわけじゃない。ちょっと先走りすぎたのではと指摘しただけです。俺は喜んで描いてもらいたいと思いますよ。褒められて悪い気はしませんからね」

　今度は狐の青年が大げさに眼を見張り、ひどく不満そうな表情で文句を言った。

「なんて不公平な奴やつなんだ。ぼくが褒めるといやがるくせに」

「当たり前だ。喜べる道理がない」

「写真も撮らせてくれないくせに。このお嬢さんなら絵のモデルになってもいいのか？」

「おまえは当たり前のことばかり訊きく。可愛いお嬢さんと変人の扱いには差をつけるものだ」

　言い争っている本人たちはいいとして、さっぱりわけがわからない顔つきの《鰐わに》の父娘おやこに、キャサリンは手短に事情を説明した。

『人獣撲滅を目指す会』が変身能力を持つ混イン血シードを狙ねらっており、自分の描いた絵が注目を浴びてしまったこと、フォン・ブラウン大佐が直々にキャサリンの家までやって来てモデルの名前を尋ねたこと、それが気になり、ヘンリーと一緒に大佐の顔を確認しに来たこと。

「そこで村人の魔女狩りの対象にされてしまい、地下牢ろうでミュリエルさんと会ったのです」

　この話には《鰐》の父娘はもちろん、狐の青年と窓枠に止まった島梟も驚いた様子だった。

　ミュリエルが地下牢脱出のくだりを補足すると、男性三人はますます眼を見張り、その場の全員の意見を代表して、ミュリエルの父親がため息を洩もらした。

「いやはや、お嬢さん。わたしの娘も相当の無鉄砲だが、無形種の身でよくぞと思いますよ。この土地がどんなところか、お父さまはご存じでしょうに」

　反対はされなかったのかと暗に尋ねられていることを察して、キャサリンは控え目に言った。

「父も人間と異種人類の融和を目指しておりますから。それに、とても理解があるので……」

　苦しい言い方になった。反対しても無駄だと諦あきらめているとは、さすがに言えなかったのだ。

「何事も自分の眼で確かめてみなければわかりませんもの。わたしは来てよかったと思います。こんな時代錯誤なところが、まさか、今でも存在しているなんて……」

　憤いきどおろしさのあまり、きつく唇を嚙かみしめたキャサリンに、狐の青年が話しかけた。

「しかし、この地方ではあれが一般的な社会常識なんですよ。あなたはどうです。お嬢さん？　無形種の一人として、フォン・ブラウン男爵や彼の館やかたにいるような男たちをどう思います？」

　キャサリンの頰がさっと紅潮し、青い眼に稲妻のような光が宿った。狐の青年をまっすぐに見つめて、ほとんど厳かとも言える口調で言った。

「グレイさん。いいえ、コーネリアスさん。あなたから見れば、わたしも、あの館に巣くっている魂の汚れた人々も、まったく同じ人間でしかないということは──同じ『無形種』という種族でしかないということはわかるつもりです。それでも、お願いですから、わたしと彼らを一緒にするのはよしてください。確かにわたしは人間で、人間に生まれて十四年になります。今まで一度もそれを悔やんだことはありません。しかしながら、同じ種族に生まれたというだけで、あんな人たちと同列に並べられてしまうのは心外ですし、はっきり言って身の汚れです。あんな人たちが、フォン・ブラウン男爵のような人までが『人間』と呼ばれて、わたしの同胞に名を連ねているかと思うと……、人間の一員に生まれて、こんなにも恥ずかしく、情けない思いをしたのは今日が初めてです」

　キャサリンの声は震えていた。怒りのためだった。悔しさも混じっていたかもしれない。

「フォン・ブラウン男爵も、『人獣撲滅を目指す会』などと名乗って無差別の虐殺を企たくらむ犯罪者も、わたしにとっては憎むべき敵です。父も同じことを言うはずです」

　頭を上げて、毅き然ぜんと言ったキャサリンに、狐の青年は微笑して、軽く一礼してみせた。

　そんな気き障ざな仕草が少しもいやみにならない人なのだ。謝罪のつもりのようだった。

　かまどの傍そばで忙しく働いていたニーナが窓枠の梟に向かって、おそるおそる話しかけた。

「あのう……、もうじきシチューができるんですが、梟さんも召し上がりますか？　でしたら、お皿をご用意しますけど……」

「いや、結構です。もう少し休んだら、ヘンリーを探しに行きますから」

「それじゃ、梟さんの分は別に分けておきます。空を飛ぶと、お腹が空きますでしょう？」

　異種人類を恐がっていても、こういうところで差別はしないのがニーナのいいところである。

　働いて帰ってくる男の人に何も食べ物を用意しておかないなどとは、ニーナにとっては論外なのだ。

「わたしの知っている人は、空を飛んだ後に豚の丸焼きをまるまる一頭たいらげたんですけど、これで足りますか？　足らなければ、他に何かつくりますけど……」

　梟はちょっと首を傾げ、ふわっと羽毛をふくらませて、意外の念を示してみせた。

「いくら何でも、俺はそんなには食べません。そのシチューの残りで充分です」

　スウェン氏はこのやりとりに微笑して、まだ固い顔をしているキャサリンに笑い掛けた。

「わたしは残念ながら、エリオット卿きようにお目に掛かったことはないが、あなたやニーナさんを見ていると、卿の人柄もわかるような気がしますよ」

「父も、男爵のような人間はごく一部だと信じています。もちろん、割合が少なければいいというものではありませんけれど……」

　大人の男の人相手に熱くなったことをちょっと恥ずかしく思いながら、キャサリンが言うと、スウェン氏は真顔で頷うなずいた。

「そのとおりですよ。どんな種族にも善良な者もいれば、悪い者もいる。すべての無形種が、フォン・ブラウン男爵のような『人間』であると決めつけるのはあまりにも愚かなことです。善良な人と悪い人とでは外見はまったく同じでも、性質には歴然とした隔へだたりがあるのだから。この両者を厳しく見極めることこそが肝心なのです」

　父と同じことを言ったスウェン氏に、キャサリンは思わず眼を見張った。

「ところで、お嬢さん。先程のお話に出てきた絵のモデルだが、人型に翼を生やした極彩色の鳥だと言われましたね？」

「はい」

「そんな変化をする混血はなかなかいるものじゃない。いいや、純血種でもいないでしょう。悪い人間が眼の色を変えるのも無理はない。無事でいるといいが……」

　心配そうに言ったスウェン氏に、コーネリアスが力強く頷いた。

「大丈夫。彼自身、かなりの特殊能力の持ち主ですし、強力な仲間もいるそうですから」

　そう言って、《狐きつね》のコーネリアスはキャサリンに笑い掛けた。

「あなたはとても運のいい人だと、我々の間でちょっとした話題になりましたよ。つきあいの長いヘンリーでも、彼が翼を生やしたところを見たことはないと言うのでね」

「ほう？　その鳥はヘンリーの知り合いなのかね？」

　意外そうに尋ねたスウェン氏に、コーネリアスはちょっと首を傾げた。

「あなたも面識があると思いましたが、違ったかな？　以前はフォレスの森にいたそうだから。名前はベラフォードというのですが、ご存じでは？」

　その名を聞いた《鰐わに》の父娘おやこは揃そろって驚きの声を発した。

「ベラフォード！　彼がそうなのか？　いや、しかし、彼は確か《蜥蜴とかげ》のはずでは……？」

「わたくしもそう伺いました。怪け我がをしてもすぐに治る方でしょう？」

「そこが彼ら特殊な混イン血シードの便利なところなんですな。彼は《蜥蜴》の再生能力と《鳥》の視力、それに翼を持っているらしい。純血種では決してあり得ないことです」

「ううむ。なるほど。無形種の学者にとってはまさに垂すい涎ぜんの的というわけか……」

「あの方たちはインシードと言っても、マルティナとはまったく違っていますもの」

　感心したように話す父娘に、キャサリンは驚いて話しかけた。

「おじさまも、ミュリエルさんも、ベラフォードさんをご存じだったんですか？」

「もちろん、知っていますとも。ダムーの仲間の若者でしょう？」

「まあ！　ダムーさんもご存じなんですか！」

　嬉うれしさのあまり、キャサリンの声はつい大きくなった。

　それはスウェン氏も同様だった。すでにキャサリンに好感情を抱いていたスウェン氏だが、いっそううち解けた笑顔になって、大きく頷いた。

「あれの父親とは昵じつ懇こんの間柄なんですよ。いや、これは不思議なご縁えんだ。そうは思わないか、ミュリエル？」

「はい」

　ミュリエルも嬉しそうだった。ほのかな興奮が頰を染め、青い眼がきらきら輝いていた。

「それでは、キャサリンさんのおっしゃる恩人は、あの方たちのことなのですか？　あなたはあの方たちのために、遠いバナディスから危険を顧みずにいらしてくださったのですか」

「ベラフォードさんにもダムーさんにも本当にお世話になりましたもの。他のお二人と一緒にデューター半島を横断したのですが、とても楽しい旅でした。こんなことでご迷惑が掛かるとしたら、見て見ぬふりはできません。わたしがしゃしゃり出てきたところで、何ができるかはわかりませんが……」

「いいえ、あの方もきっと喜びますわ。婚約者に代わりまして、お礼申し上げます」

「は？」

　キャサリンの眼が点になった。

　耳を疑いながら、嬉しげに微笑んでいるミュリエルに問い返した。

「失礼ですが……、今、何とおっしゃいました？　婚約者？」

「はい。ダムーさまは、正式なお名前はシャールダムーンさまとおっしゃいますが、あの方は、わたくしの婚約者です」

　キャサリンはもとより、料理の最中だったニーナもこれには手を止めて振り返った。

　二人は申し合わせたように眼を真ん丸にして、声を揃えて叫んだのである。

「はあ!?」
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　ニーナが腕を振るったシチューを平らげる間も、キャサリンは啞あ然ぜんとしていた。

　スウェン氏とダムーの父親とは昔から親しい間柄で、今では家族ぐるみのつきあいだという。

　その関係で、親同士が話し合って、ダムーとミュリエルの婚約を取り決めたのだというが、人間社会で取り交わされる正式な婚約とは違って、法的効力のあるものではない。仲良く遊ぶ子どもたちを微笑ましく思った親たちが交わした口約束に過ぎないという。

　ちょうど、以前のキャサリンとヴィルドナのフランツ・ヨーゼフのような状況らしいが、

「あれはなかなか見み所どころのある青年です。わたしとしては、当人たちさえよければ……と思っているのですよ」

　スウェン氏がそう語ると、ミュリエルはその頰をいっそう美しく薔ば薇ら色いろに染めるのだから、少なくともこの父と娘はダムーを加えた将来を真剣に考えているらしい。

　しかし、キャサリンはどんな返事をしたかも覚えていなかった。

　あまりに意外な話の成り行きに動転していたのかもしれない。機械的にシチューを口に運び、何とか笑顔をつくって会話を成立させていたが、実際は喉のど元もとまで出かかっている、

（……そのお話は何かの間違いじゃないんですか？）

　という疑問を吞のみ込むので精一杯だったのだ。

　スウェン氏やミュリエルが噓を言っているとは思えない。

　しかし、ダムーにはミュリエルと結婚することなんか絶対に、キャサリンが知っている限り百パーセントの確率で、できないはずだった。

　彼は大の『爬は虫ちゆう類るいぎらい』である。

　ニーナはまだ、人間の姿になったヘンリーやミュリエルとは普通に話しているが、ダムーはそれすらもできなかったのだ。ある意味、見た眼には騙だまされないということかもしれないが、そんな彼だけに、ミュリエルと同じ屋根の下で暮らすことができるとは到底、思えなかった。

　そうした思いはニーナも一緒だったらしい。何か言いたげにキャサリンを見つめていたが、まさか当のミュリエルの目の前でミュリエルの噂話をするわけにはいかなかったのである。

　食事が済むと、スウェン氏はキャサリンたちに、上で休むようにと勧めてくれた。

　梯はし子ごのような階段の上に二階があり、そこが寝室になっているという。

「わたしとコーネリアスはここで寝ずに、チャリオットの帰りを待ちます。若いお嬢さん──特に無形種のお嬢さんは、きちんと睡眠をとらなくてはいけません」

　キャサリンは結局、その好意に甘えさせてもらうことにした。お作法の先生の指導に従って、顔には出さないようにしていたが、本当のところ、くたくたに疲れきっていたのである。

「わたくしは少し、父と話していますから」

　ミュリエルがそう言ったので、キャサリンとニーナは一足先に手て燭しよくを持って二階へ上がった。

　二階は天井の低い屋根裏部屋になっていた。さすがに狭いが、きちんと片づけられた快適な空間である。ベッドカバーを掛けた小さな寝台が四つ並んでいた。

　やっと二人になったキャサリンとニーナは、疲れていることも忘れ、靴を脱ぐことも忘れて、向かい合わせの寝台に座って顔を寄せ合い、その距離でもほとんど聞き取れないほどの小声で囁ささやき合った。

「どう思います、お嬢さま。ダムーさんとミュリエルさんが結婚だなんて、何かの間違いじゃないんでしょうか？」

「ニーナもそう思う？」

「思いますよ。だって、ダムーさんはわたしと同じくらいヘンリーさんを恐がってましたよ。ベラフォードさんのことだって、そりゃあ、飛び上がって逃げ出したりはしませんでしたけど、あんまりいい気持ちはしていなかったみたいですし」

「でも、それは、ベラフォードさんが、ああいう人だからじゃないかしら」

　あの豊かな低音で語られる女言葉には、実は慣れるまでちょっと時間が掛かったのだ。

「それに、鰐わにや蜥蜴とかげなら、蛇と違って足があるでしょう？　平気なのかもしれないわ」

「そういう問題ですかあ？」

　つい声が大きくなってしまい、ニーナは慌てて声を押さえ、真剣な表情で言った。

「だって、鰐ですよ？　それも、あんなに大きな……。わたしは全然平気じゃないです」

「ミュリエルさんがダムーさんを好きなのは間違いないみたいだけど……」

　呟つぶやいて、キャサリンはいっそう声を低めた。

「でもね、ニーナ。思うんだけど、もし、ダムーさんが爬虫類を恐がらない人だったとしても、ミュリエルさんとお似合いとは……あんまり言えないんじゃないかしら？」

「なんですよねえ……」

　ミュリエルはあんなに清せい楚そな、可か憐れんな美少女だ。言葉づかいも丁寧で、物腰には気品がある。

　対するダムーが醜いわけではない。彼は滅多にないくらい魅力的な若者と言っていい。ただ、両者の魅力の種類は大きく異なっているのである。かけ離れていると言ってもいいくらいだ。

　ミュリエルにはもっと気品のある王子様がふさわしいと思うし、ダムーには彼と同じような女戦士が似合うのではないかと思うのだ。

「どう考えても、あのお二人では、ロマンス・ノベルズにはならないわ……」

　キャサリンが深々とため息を吐つくと、ニーナも同意した。

「粗野な若者と上品なお嬢さまっていう題材自体は、わりと普通なんですけどねえ……」

「わかるわ。でも、その場合は、若者のほうがもっと自信に満ちあふれていて、強引でないと、だめよ」

　悪ぶってはいても、本当は正義感のある凜り々りしい若者に、深窓の令嬢は反発しながら次第に惹ひかれていくのだ。それが定番というものだ。

「わたしも知ってます、それ。『あんたは俺に惚ほれてるくせに』『自惚うぬぼれないでくださいな。誤解もはなはだしい』っていうようなのですよね」

　キャサリンは思わず顔をしかめた。

「ニーナ。その会話はちょっと直接的すぎるわよ」

「そうですか？　わたしが昔読んだのはこういう感じでしたけど」

「いつ読んだの？」

　反射的に答えようとして口を開いたものの、自分の年齢を決して話そうとしないニーナは、この質問を慎重に避けて、問い返してきた。

「それじゃあ、この頃のロマンス・ノベルズだと、どういうやりとりになるんです？」

　キャサリンは思わず考え込んだ。

　そう言われると、なかなか具体的な会話の例は出てこないものだ。

「わたしが読んで、すてきだと思ったのは、身分の低い戦士と高貴なお姫さまの物語だったわ。基本的に相思相愛なんだけど、身分違いの二人だから、許されない、秘めた恋なのよ。戦士はなかなかはっきりした意思表示をしないから、お姫さまは何度も諦あきらめようとするの。最後は、他国へお嫁入りする途中のお姫さまを戦士がさらって逃げて終わるんだけど……」

「ああ、それも定番ですよね」

「とにかく、どんな物語にせよ、男の人のほうが積極的でないと。話が始まらないわよ」

「わかります。でも、あのお二人ではねえ……」

　大真面目に何を話しているのかと言われそうだが、二人が揃そろってため息を吐いた時、階段がわずかにきしむ音がした。

　ミュリエルが上がってきたのだ。

　まだ服を着たままのキャサリンとニーナを見て、話しかけてくる。

「洋服掛けはわかりますか？」

「ええ。この棚ですよね」

　屋根裏部屋は四つの寝台を置くだけでいっぱいだった。衣裳掛けや簞たん笥すはない。代わりに、丸太を組んだ壁の高いところに棚が吊つられており、そこに衣服を掛けるようになっている。

　ミュリエルはさらに申し訳なさそうに言ってきた。

「こんなところでは寝苦しいでしょうが、一晩だけ、我慢してくださいね」

「あら、そんなことはありませんわ。この天井がとってもすてきです。それに、寮のベッドはもっと狭いくらいなんですよ。わたしはそこでも落ちないで寝られるんですから、平気です」

　寝間着はトランクごと置いてきてしまったから、下着姿で眠らなければならないが、それも楽しいくらいだった。

　明るく言ったキャサリンに、ミュリエルも笑顔になった。

　キャサリンは、ここまでしっかり抱かかえていたガンベルトを外して、四十四口径を枕元に置き、服を脱ごうとしたが、その時、まだ立っていたミュリエルがためらいがちに話しかけてきた。

「少し、よろしいですか？」

「ええ、もちろん」

　キャサリンはニーナの隣に移り、自分のいた場所をミュリエルに譲った。

　狭いところに寝台が並んでいるのだから、ベッドに腰を下ろして話したほうが楽である。

　キャサリンがいたベッドに腰を下ろしたミュリエルは、しばらく言いにくそうにしていたが、やがて意を決したように顔を上げた。

「思いきってお尋ねします。ニーナさんは、わたくしがおきらいですか？」

　これには二人ともびっくりした。

「いいえ！　そんな、そんなことはありません！」

　ニーナが慌てて叫べば、キャサリンも顔色を変えて問い返した。

「ミュリエルさん。どうしてそんなことをお尋ねになるんです？」

「先程、わたくしの背中で、ひどく緊張していらしたようなので。それに、川から上がった時、恐いとおっしゃるのが聞こえてしまったものですから……」

「ち、違うんです！　今のミュリエルさんなら全然大丈夫なんですよ！　でも、あの……」

「形態トランス変化フオームしたわたくしは、恐ろしい？」

　ニーナはごくりと唾つばを吞のんだ。

　喉のどを絞められたような苦しげな顔になり、救いを求める眼をキャサリンに向けたが、途方に暮れていたのはキャサリンも一緒である。

　どうしてこんなことを言い出すのかと思ったが、ミュリエルの表情は穏やかに澄んでおり、その声は相変わらず鈴を転がすように美しかった。

　硬直しているニーナの緊張を解かすように、優しく話しかけてきた。

「どうか遠慮なさらないでください。無形種の方の……特に爬は虫ちゆう類るいを苦手とする方の、率直な意見を聞かせていただきたいのです。──あらためてお尋ねしますが、鰐わにを見て、恐ろしいと思いますか？」

　そんなことを言われたニーナの顔はますますおかしな具合に歪ゆがんでしまったが、こうなれば仕方がない。

　ニーナは最大級の決心をして頷うなずいたのである。

「は、はい。も、も、申し訳ないんですが……、恐いと、思います」

　ミュリエルは小さな息を吐はいた。そして今度は、ひどく真剣な表情になった。

「それでは、こんなことをお尋ねするのは却かえって申し訳ないことなのかもしれません。ですが、ぜひとも聞かせていただきたいのです。どこが、どのように、恐ろしいのでしょうか？」

「ど……」

　絶句したニーナである。

　それは今さら訊きかれるのもばかばかしいくらいの、基本中の基本とも言うべき問題であり、質問だった。まさに眼を白黒させたが、ミュリエルはあくまで真面目だった。

　物静かな口調ではあったが、どこか懸命の様子で、食い下がってきた。

「大きさでしたら、動物の中にはもっと大きなものがいます。鋭い牙きばを持つというのでしたら、肉食獣のほとんどがそうです。わたくしも、襲われるかもしれないという恐怖心はわかります。ですが、わたくしは、お二人に嚙かみついたり、尾や頭ではたいたり、水に引きずり込んだりは、決して……」
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「ち、違います！　そういうことじゃないんですう！」

　絶望的な悲鳴を発したニーナだった。

　一方、はらはらしながらこのやりとりを見守っていたキャサリンは、この美しい少女が鰐の姿に変化するところや、その長い尾で獲物をはたくところなどは努つとめて考えまいとしながら、慌てて割って入った。

「ミュリエルさん。そういう感情には特に理由なんかないんですわ。わたしの友達にも蜘く蛛もが大きらいという人と、鼠ねずみが大きらいという人がいるんですけど、二人ともちらっと見ただけで一目散に逃げ出します。それが害を為なすものかどうかが問題ではなくて、ただ、恐いんです。彼女たちに言わせると、自分では制御できない、どうしようもない衝動なんだそうですわ」

　ミュリエルは戸惑ったような顔になった。

「その蜘蛛というのは、毒蜘蛛ですか？」

「いいえ、もちろん違います」

「鼠も、悪い病気を持っているわけではない？」

「ええ」

「地面を埋め尽くすほどの大群というわけでも？」

「もちろんです。ほんの一匹、そのへんにいる普通の鼠です」

「まったく無害ということですね。それなら、どうして恐れるのでしょう？」

「わたしもそう思うんですけど、彼女たちには恐いんです。強しいて理由をあげるとするなら、外見だと思います」

　ミュリエルはますますきょとんとなった。

「外見、なんですか？　あんな小さな鼠や蜘蛛の、見ためが恐ろしい？」

「そうなんです。それに、わたしは好きなんですが、友達には蝶ちよう々ちようが恐いという人もいます。やっぱり、あの外見がいやなんですって」

「まあ、なんて不思議な……」

　驚いたように眼を見張っている。よほど意外だったらしい。

　その様子が却って不思議で、キャサリンは問い返してみた。

「ミュリエルさんのお友達にはどなたか、そういう小動物を恐がる人はいないんですか？」

「います。特に、蛇が大きらいという人が」

　しまった。

　キャサリンはまたまた顔を引きつらせたが、ミュリエルは困ったように微笑んでいる。

「他にもいるのかもしれません。ただ、皆、わたくしが《鰐わに》ということを知っていますので、わたくしには言わないのかもしれません」

「それは人間のお友達ですよね？」

「蛇ぎらいの友人は混イン血シードです。その彼女がこんなふうに言ったことがあります。ミュリエルが《鰐》でよかった。《蛇》だったら、とっても我慢ができないからと」

　キャサリンとニーナは思わず眼と眼を見交わしてしまった。

「その理由を、彼女は、手足のないあの独特の姿がいやなのだと説明してくれました。でも、それは本当の理由ではありません。そのくらい、わたくしにも察しはつきます。彼女は恐らく、鰐も好きではないのでしょう。ただ、わたくしに遠慮しているのです」

「それは……」

「よしんば、彼女の言うことが本当だとしたら、わたくしにはもうどうしようもありません。なぜ《鰐》ならよくて、《蛇》ではだめなのか、何がそこまで彼女の心境に違う影響を与えてしまうのか、それすらもわからないのですから」

　ますます困ったように微笑んで、ミュリエルはキャサリンに問いかけてきた。

「彼女の恐怖心の正体は、つまり、生理的嫌悪感なのでしょうか？」

「そう……だと思います」

　ニーナにとってはあなたの姿もその対象になってしまうんですとはとても言えなかったが、ミュリエルはうなだれて、しばらく沈黙していた。やがて小さな声で言った。

「あの方が……、ダムーさまが、やはりそのようにおっしゃるのです。特に理由はないのだと。ただ、わたくしの傍そばにいたくないのだと。わたくしは、何かお気に召さないところがあるなら直しますと申し上げたのですが、そういうことではないのだとおっしゃられて……」

　キャサリンとニーナはますます絶望的な表情になって顔を見合わせてしまった。

「わたくしには、自分のどこがいけないのか、何がそこまであの方に遠ざけられてしまうのか、どうしてもわからないのです。ダムーさまは、お二人と同じ無形種の血を引くインシードです。わたくしは生きつ粋すいのアナザーレイスですから、無形種の方のお心を本当の意味で理解することはできないのかもしれません。それでも、少しでも努力したいと思うのです」

　ダムーの場合、人間の血なんかほとんど残っていないんじゃないかとキャサリンは思ったが、ミュリエルは再び、ひたと、ニーナを見つめてきた。

「どうか、おっしゃってください。わたくしが決してあなたを攻撃しないとしても、たとえば、檻おりに入っていたとしても、恐ろしいと思いますか？」

「そ、それは……たぶん、はい」

「何故でしょう？」

「な、な、なぜって……」

　ニーナはだらだら汗を流していた。

　さっきの緊張とはまったく別の理由からだった。

　爬は虫ちゆう類るいに対する思いや感想を言葉にすることは難しくない。それどころか、言えというならいくらでも言うことができる。

　ただし、どう間違っても好意的な、肯定的な言葉にはならない。なりようがない。そして、目の前にいる少女はその『体現者』なのである。

　しかも、その人は自分とキャサリンを助けてくれた恩人だ。

　本当にそんなことを言ってもいいのかどうか、ニーナの苦悩はまさにそこに集中していた。

　ミュリエルはそんなニーナの心しん中ちゆうを察しているのか、逆に励ますように頷うなずいたのである。

「わたくしのほうからお尋ねしているのですから、どんなことをおっしゃってもかまいません。どうか、感じたことをそのまま口になさってみてください。お願いします」

　ニーナの葛かつ藤とうは果てしなく長く続いた。キャサリンも何と言っていいかわからず、ニーナの傍にただ座っているしかできなかった。

　ミュリエルは静かな表情を浮かべながら、答えを待って、そっとニーナの顔を伺っている。

　とうとうニーナは両手を握りしめ、眼を瞑つぶって叫んだのだ。

「ごめんなさい！　わ、わたし……わたしは……とにかくいやなんです！　見るだけでぞっとするというか、気味が悪いんです！」

「それは、わたくしの外見が、なのですね？」

「は、はい、そうです。ごめんなさい……」

　命の恩人に向かって、間違っても言ってはならない言葉を連発する羽目になったニーナは、もう泣きそうだった。そんなニーナに、ミュリエルは首を振って、深々と頭を下げた。

「こちらこそ、無理なお願いをいたしました。申し訳ありません」

　キャサリンは何と言っていいかわからず、両者を見比べていた。

　生理的に爬虫類を受けつけない人に向かって、爬虫類を好きになれと言うのは酷なことだ。

　しかし、彼女が鰐に生まれたのは、キャサリンが人間に生まれたのと同様、彼女のせいではないのである。以前、幼なじみのフランツが言っていたが、大事なのはそんなことではない。

　大事なのは、彼女が立派な人格の持ち主であり、真の淑女であるということだ。

「ミュリエルさん……」

　キャサリンがそう言おうとした時、ミュリエルは微笑んで立ち上がった。

「もう休みましょう。今、梟ふくろうの皆さまが一生懸命捜してくださっていますから、明日になれば、きっとヘンリーさまの行方もわかるはずです」

　打って変わった明るい笑顔で言って、ミュリエルは自分のベッドに向かったが、その笑顔が無理しているものなのが、キャサリンにはよくわかった。

　ミュリエルは手早く服を脱いでベッドに潜り込み、お休みなさいと挨あい拶さつをした。頭の上まで上掛けを引っ張り上げて、寝返りを打って二人に背を向けた。

　もしかしたら、泣いているのかもしれなかった。

　キャサリンとニーナはその様子を固かた唾ずを吞のんで見つめていた。自分たちものろのろと動いて、眠る支度をしたが、その際、ニーナが半べそをかきながら、キャサリンに囁ささやいた。

「お嬢さま。わたし……、極悪人になった気分です……」

「いいのよ。仕方がないわ。あなたはあなたが感じたことを正直に言っただけだもの」

　キャサリンもできるだけ小声で囁いて、手て燭しよくの明かりを消し、ベッドに潜り込んだ。

　くたくたに疲れているはずなのに、なかなか寝つかれなかった。

　考えてみれば、どんなに巨大で獰どう猛もうに見えようと、ミュリエルにとっては自分の姿である。

　鰐わにの彼女が自分と同じ鰐の姿を見て、醜いとか、気持ち悪いとか思うはずがない。

　それは人間が勝手に言っていることなのだ。

　無性に腹が立ってきた。

　ダムーに対してだった。

　ミュリエルがすばらしい少女であることは疑いようがない（たとえ鰐でも）。

　当然、彼女に恋こいこがれる立派な若者は星の数ほどいるはずだ（みんな鰐でも）。

　その中の一人として名乗りを上げるつもりがないのなら、鰐の彼女とは結婚できないというのなら、男らしく、はっきりとそう言うべきではないか。

　決めた。今度、彼らに会ったら、まず、ベラフォードにひたすら謝る。次にダムーに盛大に文句を言わなくてはとキャサリンは自分に誓って、眠りに就いた。
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　パトリックとヘンリーが加わった一行は、馬を奪ってドゥーゼン城を逃げ出したが、何事もなく無事に、とはいかなかった。

　厩きゆう舎しやの二階は馬の世話をする使用人が寝泊まりする場所になっている。

　彼らが馬を選び出している最中、馬屋番の一人が階下の異常な気配を察して、猟銃を手に、そっと階段を下りて来たのだ。

　言うまでもなく、馬泥棒を警戒しての行動である。

　ダムーがいれば、階段を下りてくる足音に気づいたかもしれないが、ベラフォードの耳ではそこまでは聞き取れない。それでなくとも、厩舎に収容された馬たちは深夜の闖ちん入にゆう者に驚いて、ざわめいていたのだから。

　そのざわめきが大騒ぎにならなかったのは、侵入者のほとんどが異種人類だったからだが、馬のざわめきの中に人の話し声を聞きつけた馬屋番は、いよいよもって馬泥棒かという確信を深めながら厩舎に飛び込んだ。

　乏しい明かりに侵入者の姿を発見した馬屋番は当然の行動として大声で叫び、同時に猟銃をぶっ放したのである。

　狙ねらいも曖あい昧まいに発射された弾は、よりにもよってその明かりを吊つるしていた金具を撃ち抜いた。

　ランプが落ち、油がこぼれ、あっという間に炎が燃え広がった。銃声と炎に驚いた数十頭の馬たちが狂ったように嘶いななき始め、この騒ぎを聞きつけた二階でも人が起き出し、さっきまでの静けさが噓のようなけたたましさになった。

　用心棒たちにとっては絶好の機会である。この隙に馬を奪って駆け出した。唯一、おろおろしていたヴィンセント少年はケイティがひっつかんで、自分の鞍くらの後ろに座らせてやった。

　寝静まっていたドゥーゼン城はたちまち眼を覚ましたのである。

　この時、エルリッヒ伯爵たちはまだ起きていて、勝負の真っ最中だった。誰かが続けて二番勝たないと終わりにならないのに、この晩に限って連勝する者が誰も出なかったのだ。

　そこへこの急きゆうが告げられたのである。

　パトリックが逃げたと聞かされた伯爵は、もしやと思った。

　すぐさま、用心棒たちを閉じこめた部屋を見張らせている私兵を呼び出したが、何も異常はないという報告だった。扉には重い錠前が掛かったまま、中はひっそりと静まっているという。

　それでも、念のために錠前を開けて部屋を調べるようにと命じてみた。もちろん、その際は、武装した一団で乗り込むようにと注意するのも忘れなかった。ところが、中へ入った者が青くなって報告するには、窓の一つが中から錠を解除されており、部屋はからっぽだというのだ。

　伯爵が私兵の責任者に向かって怒りをぶつけたのは言うまでもない。

「いったい、おまえたちはどこを見張っていたんだ!?」

　伯爵ばかりではない。他の二人も怒号を発した。

「手抜かりもはなはだしいぞ、エルリッヒ！」

「すぐに追っ手を出せ！」

　とは言っても、この広大なツヴァイゲンの森を闇やみ雲くもに探し回るのはあまりにも馬鹿げている。

　どこへ逃げたのか、何か手がかりはないかと伯爵たちが騒いでいると、急を告げた馬屋番が興奮の口調でこんなことを言った。

「あいつらはライエへ逃げたんです。ボッシュ村までどのくらいかかるかと話しているのを、この耳で聞きました」

「ボッシュ村だって？」

　聞いて驚いたのは、その領主のフォン・ブラウン男爵である。他の二人と共に首を傾げた。

「逃げるにしては変な場所だな？」

「同感だ。辺り一帯に人気のない山林が広がっているのに、わざわざ人間の村へ向かうなんて、理屈に合わない」

「何か、理由があったんじゃないか？」

　そんなことを話しているところへ、エルリッヒ伯爵の部下の男が駆け戻ってきたのである。

　パトリックと一緒にボッシュ村まで来て、その後、一人で村に残った、あのひげ面の男だ。

　男は、パトリックがヘンリーと一緒に逃げ出したと聞いて驚き、さらに彼らがボッシュ村へ向かったと聞いて、得心した顔つきになった。

「そりゃあ、きっと、仲間と合流するつもりなんでさ。夕方、ボッシュ村からここへ来た奴やつは、娘を二人、連れていたそうですから」

「その娘たちはどうした？」

「村人たちが男爵さまのお屋敷へ引っ張っていきましたよ。今もそこにいるはずです」

　この男が、あれから村へ戻って、村人たちにヘンリーのことを話したせいで、キャサリンとニーナはリヒター・ハウスに連行されることになったのだ。

　この男がそんなことをした理由はただ一つだ。《けだもの》の仲間なんかをのさばらせてはおけないという『正義感』のためだ。

　伯爵も他の二人も、男の働きに満足して褒めてやり、褒美に金銭を与えたのである。

「そういうことなら、我々もボッシュ村に向かおう。フォン・ブラウン、幸い、きみの領地だ。連中を捕まえるのに協力してくれるな？」

「言われるまでもないことだ。ヴェンダース。きみも来るだろう？」

「もちろんだとも。賞品がいなくなってしまったのでは話にならない」

　深夜のドゥーゼン城は急に慌ただしくなった。

　召使いたちは時ならぬ時に叩たたき起こされ、主人のための荷造りを命じられたのだが、そこへさらなる騒動の元が到着した。

　城を辞去したはずのフォン・ブラウン大佐と、その上司に当たるフリードリヒ将軍である。

　将軍の身分と家柄はエルリッヒ伯爵が敬意を払うに充分なものだったから、非常識な時間の突然の来訪にも拘かかわらず、伯爵は丁重に将軍を迎え入れた。

　だが、将軍のほうは不機嫌を隠そうともせずに、いきなり切り出したのである。

「きみたちの悠長さ加減には呆あきれるぞ。エルリッヒ伯、フォン・ブラウン男爵。平民のヴェンダースくんはともかく、きみたちは由緒正しい家柄の貴族ではないか。そのきみたちが、国の有事に何をすべきかもわからんとは、まったくもって情けない」

　叱しつ責せきされた伯爵や男爵はもとより、同席していたヴェンダース氏も見み下くだされたことに小さな怒りを感じたようだったが、それを口にしないだけの分別は持っていた。

「しかも、さっそく引き取ろうと思って来てみれば、この有様。まったく、醜しゆう態たいも甚はなはだしい。実験に使うはずの混血どもにまんまと逃げられたというではないか」

「いえ、それはご心配なく。逃げた先はわかっております。我々もそこへ向かおうとしていた矢先なのです」

「ほう、どこだね？」

　将軍は色の黒い、ずんぐりした小男だった。軍服には山ほどの勲章が重そうにぶら下がり、四角い顔の中で異様に大きな眼がぎょろりと光っている。首が短く、肩の上に頭が直じかに乗っているように見えた。小型の闘犬か何かを思わせる風情である。

　小柄な体たい軀くをぐっと反り返らせているフリードリヒ将軍は、実は、グレンフィールド郊外の上院議員の屋敷で開かれた『人獣撲滅を目指す会』の秘密会議に参加していた、異種人類への異常なまでの憎しみをたぎらせていた、あのゲルスタンの代表だった。

　いわば、ゲルスタンの『人獣撲滅を目指す会』の総そう元もと締じめとも言える人である。

　現在、各国の会員たちも血ち眼まなこになって変化する混イン血シードの行方を追っているが、協力を約束した教授はゲルスタンのシュティーヒェン大学に在籍する教授である。

　それだけに、今回の獲物は何としても自分の手で捕らえなければと意気込んでいた将軍は、その獲物がここからもほど近いボッシュ村に逃げたと聞かされて、まさに勇ゆう躍やくした。

　興奮を隠しきれない様子で断言した。

「よかろう。後は任せてもらおう。わたしの部隊を動かしてその混血どもを捕獲する」

「いや、それは……」

　エルリッヒ伯爵は渋い顔になった。今のフリードリヒ将軍はゲルスタン軍の将校ではなく、『人獣撲滅を目指す会』の会員としてこの城を訪れているのだ。逃げた混血の捕獲を任せたら、手荒なことになるのは眼に見えている。

「しかし、我々としては、無傷で手に入れたいのですが……」

　将軍はぎろりと眼を剝むき、伯爵を一喝した。

「手ぬるい！　そやつらに逃げられたら意味がないのだぞ。そんなこともわからんのか！」

「いえ、もちろん、重々承知しております。しかし、閣下。表だって軍を動かしたりすれば、閣下のご高名にも関わる事態にもなりかねはしないかと、懸念する次第です」

　エルリッヒ伯爵も『人獣撲滅を目指す会』の活動が法に反していることは承知している。

　フリードリヒ将軍自身、公の席では、異種人類に対する批判など決して口にしなかった。

　その実、将軍の異種人類ぎらいは相当に根深いものがあった。異種人類に向けられる憎悪と軽けい蔑べつは度ど外はずれていると言ってもいい。しかし、こんな人間は珍しくない。

　何故そこまで異種人類をきらうのかは謎だが、自分たち以外の人種を断じて認めないという排はい外がい的てきな人間は、決して珍しくないのである。

　フリードリヒ将軍はそんな人間の代表だった。その眼には、自らの歪ゆがんだ正義を固く信じて疑わない、狂った光がある。

　名家の出身であるフリードリヒ将軍はその地位と人脈を利用して、軍の中で自分に賛同する者を密かに募り、長い時間を掛けて、独自に動かせる私兵部隊をつくりあげるに至ったのだ。

　そして、その部隊は今、この地方に集結している。

「きみの指摘はもっともだ。遺憾ながら、現在の政府は、我々の高尚な理念を理解できぬほど腐敗している。その愚か者が権力を握っている以上、我々の実験はあくまで秘密裏に、迅速に行わねばならん。だからといって、手控えをすることもまた愚かだ。これまでの常識を完全に覆す変身能力を持つ混イン血シードは、何としても我々が押さえねばならんのだ」

「それはわかります。しかし……」

「できる限り生かして捕らえる。協力者である教授からもそのように要請を受けているからな。しかし、無傷で捕らえる必要はどこにもない。あれらは野生の獣けもの以上に強きよう靭じんな生命力を持っているのだ。腕の一本、足の一本も奪ってからでないと、おとなしくはならんのだぞ」

『奇抜俱ク楽ラ部ブ』の面々は顔色を変えた。しかし、行動は迅速にというのが将軍の主義だった。

　光の点滅を使った暗号通信による指示が各方面に飛び、ボッシュ村周辺に置かれた部隊は、早速、村を目指して進軍を開始した。

「夜明けとともに一網打尽にしてくれるわ」

　自らも夜間の行軍に出しゆつ立たつしながら、将軍は自信満々に言い放った。







　その頃、用心棒一行はヘンリーを先頭に、ライエへの道を急いでいた。

　鬱うつ蒼そうとした森の中には一応、道がつくられているが、人影らしきものはどこにも見えない。

　それをいいことに、彼らは悠々と馬を飛ばしていた。

　ツヴァイゲンからライエにまたがるこの森は、グレンフィールドやエレンバーデンのような都会とは違う。街灯などというものはない。樵きこりや木き地じ師しの家がところどころに点在しているが、彼らは陽が暮れてから出歩いたりは決してしない。というより、できない。

　夜間に迂う闊かつに森へ踏み行ったりしたら、命がないことを知っているからだ。

　日没から夜明けまで、ツヴァイゲンには本物の『夜』が訪れる。

　その緑はずっしりと重く、深く、日没と同時に人間の干渉を受けつけなくなる。再び太陽が昇るまで、そこは暗がりに生きる動物たちの世界なのだ。

　そのはずだったのに、馬を走らせていた用心棒たちは異常に気がついた。

　行く手に明かりが見えたのだ。それも、手て燭しよくやランプの明かりといった、小さな点のような光ではない。もっと規模の大きい明かりだ。

　彼らは申し合わせたように馬の速度を落とし、明かりの手前で停止した。

　耳を澄ませてみると、明らかに、大勢の人間の気配がする。

　馬を下りたケイティが言った。

「ちょっと見てくる。パトリック。あんたも来な」

「おい！　何で俺が……」

「夜の森で猫科が活躍しなくて、他のどんな時に役に立つってのさ。いいから来るんだよ」

「俺は純血の《豹ひよう》じゃない！」

「だから、なに？　あたしだって純血の《猫》じゃないよ」

　有無を言わせない口調だった。他の三人──《蜥蜴とかげ》と《蛇》と《役立たず》はもっともと頷うなずいて、その場に残った。

　もう一人、《ごちゃまぜ》はどこにいるのか、相変わらず姿が見えない。

　ケイティと、渋々ながら同行したパトリックはいったん道を外れ、人間には決して不可能な足取りで森の中を移動して、明かりに接近していった。

　近づくにつれて、辺りはまるで昼間のように明るくなった。

　その明かりの正体は巨大な篝かがり火びだった。道の両りよう脇わき、少し森が開けている部分に天幕が張られ、篝火がいくつも据えられているのだ。しかも、そこら中を武装した軍人が歩き回っている。

　軍の野営のようでもあり、道を封鎖した検問のようにも見えた。

《猫》と《豹》の血を引く二人は篝火の照らし出すぎりぎりの範囲まで接近したが、それでも会話を聞き取れるほどには距離を詰められなかった。

　かといって、これ以上近づいていくと発見されてしまいかねない。

　パトリックはすぐさま引き返そうとしたが、ケイティがその衣服の端を摑つかんで引き留めた。

　そうして、ケイティは独り言のような小声で囁ささやいた。

「ダムー。いる？」

「いるぜ」

　返事と同時に、ダムーの姿が音もなく樹上から振ってきた。

　パトリックがぎょっとした様子で飛び退のいた。これだけ近くにいながらまったく気配を感じなかったことに焦ったのだ。

　ケイティのほうは、いつものことなので驚きもしない。

「何を話してるか、聞こえる？」

　ダムーは答える代わりに、唇に指を当てた。静かに、というのだろう。

　心得たケイティは口をつぐみ、パトリックも不安そうながら黙り込み、あたりはしばらく、梢こずえのざわめきの音だけに包まれた。やがて、ダムーは言った。

「あれもやっぱり解剖狙ねらいの一団らしいぜ」

「軍隊じゃないの？」

「いや、ちゃんとした軍隊らしい。なんか、もっと偉い奴やつからの連絡を待ってるみたいだな」

「やれやれ……」

　ここにも間抜けがいると、ケイティが呟つぶやいた折りも折り、野営の向こう側で騒ぎが起きた。

　誰かがシェーファーのほうからこの道をやってきて、警戒態勢に引っかかったらしい。

　急を知らせる者が天幕に飛び込み、すぐに中から、この場の責任者らしい男が出てきた。

　この報告は大声だったので、ケイティにも聞こえた。

「……怪しいものを発見しました。かな？」

「若い女だって言ってるぜ。一人歩きをしてたんだと」

「この道を歩いてた？」

　それは確かに怪しい。

　街灯が明々と点ともる大都市で、馬車に乗って観劇に出向くのとはわけが違う。ツヴァイゲンの森は単に寂しいだけの場所ではない。非常に危険でもある。狼の群が頻繁に現れるからだ。

　女が一人歩きできるようなところではないのである。

　三人が茂みに隠れて見ていると、軍人たちに挟まれるようにして、その女が連れてこられた。

　ごく若く、二十歳前後に見える女だった。かっちりした上着に踝くるぶしまでの長いスカートという服装で、手には小さなトランクを持っている。

　女は帽子を被かぶっていなかったので、ダムーの鋭い眼は、篝火に照らされたその顔立ちまでを見て取ることができた。くっきりと目鼻立ちの整った、なかなかの美人である。

　大勢の軍人に取り囲まれて、さすがに表情が強こわばっていたが、勝ち気な性分でもあるらしく、臆おくする様子はない。ドゥーゼン城へ急いでいたのだと、落ちついた声で答えている。

　一方、ダムーに遅れてその顔を確かめたパトリックとケイティが小さな驚きの声をあげた。

　特にパトリックは信じられないものを見る顔になり、わなわな震えながら叫んだのである。

「ブレンダ！」

　叫ぶと同時に一直線に明かりの中に飛び出そうとしたのを、すかさずダムーが押さえつけた。

　パトリックはそれでも死に物狂いでもがいたのである。

「放せ！　ブレンダが！」

「やかましい。騒ぐな。見つかっちまうだろうが」

　距離があったせいで、軍人たちには今の叫びを聞かれずにすんだようだが、女は気がついた。

　はっと顔を上げるのが、見ていたケイティにもわかった。

「よく聞こえるもんだ。愛の力かな？」

　感心したように呟いたケイティの横では、ダムーが、懸命に暴れ続けるパトリックを地面に押さえ込んでいた。ついでに喉のども絞め上げているので、パトリックは声が出せない。

　そうしながら、野営のほうに耳を傾けてみると、案の定、明かりも持たずに夜道を歩くとは、この女は《けだものたち》の一匹に間違いないと軍人たちは色めき立っていた。女から荷物を奪い、突き飛ばすようにして、天幕に押し込んだ。

　それを見届けたケイティはすかさず行動に移った。足音を立てずに茂みの中を一気に進み、ブレンダが収容された天幕の後ろを目指したのである。

　パトリックを抱かかえたダムーもそれに倣った。息ができなくなるほど首を絞めたにも拘かかわらず、彼は弱々しいながら抵抗を続けたので、やむなく拘束したまま持ち運んだのだ。《熊》並みの腕力を持つダムーならではの芸当である。

「いいか。おまえの嫁さんはちゃんと助けてやる。叫んだり暴れたりしないって言うんなら、手を離してやる。あくまで大声で喚わめくって言うんなら、このまま締め落とすぞ」

　低く囁ささやくと、パトリックにもようやく事態が──ケイティとダムーがブレンダを助けようとしているということが吞のみ込めたらしい。慌てて頷うなずいた。

　ダムーが拘束を解いてやると、パトリックは、この青年のどこにこんな精エネ力ルギーがあったのかと思うような勢いで、猛然と（ただし足音はしっかり殺して）ケイティの後を追ったのである。

　その間にケイティは天幕のすぐ後ろの茂みに陣取り、軍人たちと明かりの配置を窺うかがっていた。

　天幕の両りよう脇わきには篝かがり火びが二つ設置され、近づくものがあれば一目でわかるようになっている。

　軍人のほうは、天幕の入り口付近に何人かいて、うろうろと辺りを歩き回っている。

　ケイティの隠れている茂みから天幕の背後部分までは結構、距離があった。約十メートルといったところだ。それだけの距離を見み咎とがめられずに突破することは、人間には不可能だろうが、彼らの運動能力なら、気づかれずに天幕に忍び込んでブレンダを連れ出せるかもしれない。

　しかし、確実にとは言い切れない。一種の賭かけになる。

　そこまで素早く考えて、ケイティは、一拍遅れて隣に来たダムーに訊きいた。

「どうする？」

「行くっきゃないだろうが。俺とこいつが飛び出すから、援護を頼む」

「あいよ」

　ケイティが頷くと同時に、ダムーは茂みを飛び出した。必死のパトリックが後に続く。

　天幕の裾すそは頑丈な留め具でしっかり地面に固定してあったが、ダムーは片手でその留め具を引きちぎった。分厚い防水布をくぐると、そこはもう天幕の中である。

　ランプが明るく輝いていた。ダムーの鋭い眼はその光に照らされる内部の様子を一瞬で見て取っていた。

　ダムーの目の前に立派な机が置かれ、偉そうな軍人が背中を向けて座っている。その両脇に軍人が二人立っている。

　そして、机の向こうに、粗末な椅子に座らされた女がいた。

　ダムーは素早かった。立ち上がりざま、偉そうな軍人の首を一撃して椅子から叩たたき落とし、続けざまに右側の男を殴り倒し、さらに一っ飛びして左側の男を薙なぎ倒した。

　男たちは何がどうなったかもわからないうちに、意識を失って地面に倒れていたのである。

　一方、パトリックは男なんかには見向きもしなかった。まっすぐに女の元へ駆け寄った。

「ブレンダ！」

「パット！」

　椅子から立ち上がると、ブレンダは喜びの声を発して夫に抱きついた。連れ込まれたばかりだったのが幸いして、彼女はまだ身体を縛られたりはしていなかったのだ。

「きっと来てくれると思ったわ！」

「どうしてこんな危ないところへ来たりしたんだ？　待っていろって言ったのに」

「あなたにどうしても話さなきゃいけないことがあるのよ。ああ、会えてよかった！」

　たちまち二人の世界をつくってしまった夫婦に、ダムーはぶっきらぼうに言った。

「そんなことは後にしろ。逃げるぞ」

　入ってきた天幕の後ろからするりと抜け出す。あつあつの二人も、時間を無駄にするようなことはしなかった。すぐにダムーに続いたが、飛び出したところを見つかってしまったらしい。

　叫び声がした。

　声がしたほうを見れば、若い軍人が二人、軍用銃を構えようとしているところだった。

　しかし、ダムーが飛びかかるより先に、男たちは銃を持ったまま、うつぶせに倒れた。その背中にはナイフが突き刺さっている。ケイティの放ったナイフだ。

　その隙にダムーたちは暗い茂みに逃げ込み、ケイティと合流したのである。

　ブレンダはケイティの顔を見て驚いたようだが、何も言わなかった。今はこの場から逃げることが先決である。純血種のブレンダも夜の森を楽々と走れたので、野営全体に騒ぎが広がる頃には、彼らは野営地から大きく離れ、この騒ぎを聞きつけてやってきたベラフォードたちと合流していた。

「いったい何なの？　どうしたのよ、この騒ぎ？」

「話はあと！　逃げるよ！」

　言うや、ケイティは再び馬上の人となり、パトリックは自分の鞍くらの後ろにブレンダを乗せて、道を外れた森の中へと駆け出したのである。

　夜の森という状シチユエ況ーシヨンに限って言うなら、異種人類の血を引く彼らが人間を恐れる理由はない。

　しかし、銃の存在は厄やつ介かいである。それに、連中はきっと必死になって追ってくるに違いない。

　そんなわけで、野営地から充分に離れたところまで走ってから、ケイティは再度馬を止めて、ブレンダと再会を喜び合い、仲間たちを紹介したのである。

　その際、ブレンダはその場の顔ぶれを見回して、不思議そうに言ったものだ。

「あら、さっきの人は？」

　ダムーの姿がないことを訝いぶかしんだらしい。

　ベラフォードが笑いを嚙かみ殺しながら、ヘンリーを示して説明した。

「ごめんなさいね。あの人、はにかみ屋なのよ。《ごちゃまぜ》のダムーって言うんだけど、この色男がいるもんで、照れちゃって、出てこられないの」

　途端、どこからか、ものすごい勢いで石が飛んできて、ベラフォードの鼻先をかすめた。

「怒らないでよ！　ほんとのことじゃないの」

　両手を広げて見えない相手に抗議する《蜥蜴とかげ》の青年をよそに、ケイティはブレンダに問いかけていた。

「だけど、あんた、こんなところで何してたの？」

　妻にぴったり寄り添うようにしていたパトリックも力強く頷うなずいた。

「そうとも。あいつらはアナザーレイスを殺すことを何とも思っていないんだから。無茶にも程があるよ」

「あなたのことが心配だったのよ、パット。あなたはそんな連中に囲まれているんですもの」

「ばかだなあ。必ず帰るって約束したじゃないか」

　またもや二人の世界になりかける。

　先を急ぎたいケイティは、野暮は承知で割って入ろうとしたが、ブレンダは急に、恐ろしく真剣な表情になった。食い入るような眼で夫を見た。

「パット。あたし、あなたに話があって来たの」

「なに？」

「その前に訊ききたいんだけど、あたしを愛してる？」

「もちろんだよ！」

「それなら、あたしの言うことを信じてくれるわね？」

「どうしたんだよ、ブレンダ。もちろん信じるとも」

　何やら他人は入り込めない雰囲気になりつつある。ケイティは綿菓子のような頭をぽりぽり搔かきながら言ったものだ。

「深刻な話なら、あたしら、遠慮しようか？」

「いいえ、ケイティ。そこにいてちょうだい。あなたにも聞いてほしいのよ」

　ブレンダは大きく息を吸い込むと、ほとんど夫の顔を睨にらむようにして、言った。

「あたし、子どもができたの」

　パトリックはぽかんとなった。言葉の意味が理解できなかったようだった。

「信じられないかもしれないけど、本当なの。あたしのお腹にあなたの赤ちゃんがいるのよ」

　こんな時、妻を愛している男なら喜ぶか照れるかするものだ。しかし、パトリックはそうはいかなかった。まさに穴の開くほど妻の顔を見つめて、茫ぼう然ぜん自失の表情のまま、大きく叫んだ。

「それは俺の子どもじゃない！」

　とたんに『ばりっ！』と、ものすごい音がした。

　やっとふさがったばかりのパトリックの左頰にさらに深い三本線が刻まれ、血が噴き出した音だった。

「言うと思ったわ」

　普通の夫なら平手打ちを食らう場面である。しかし、純血種のブレンダはそんな可愛らしい真似はしなかった。ケイティがしたように、夫の顔を思いきり鋭い爪つめで抉えぐったのだ。

「あなたはきっとそう言うと思った。でもね、パット。あなたの妻のあたしが言っているのよ。このお腹の子は、間違いなく、あなたの子なの」

「噓だ！」

　ざくっ！

　今度は右頰だった。異種人類であるパトリックは人間に比べて怪け我がの治りは異様に早いが、そうは言っても限度がある。

　これでは前の傷がふさがる暇もない。

「あなたの子だって言ってるのよ！　あたしが信じられないの、パット！　あたしがあなたを愛してることも疑うの!?」

　容赦のない攻撃を加えているブレンダのほうが、眼に涙を浮かべている。

　反対に、顔からだらだら血を流しているパトリックが、困惑の表情で妻をなだめたのだ。

「ブレンダ……ブレンダ。違うよ。もちろん、きみは俺を愛してる。──わかってる。きみが俺を裏切るなんてことは決してないって、俺はちゃんと知ってるよ」

　無理して笑おうとしながら、パトリックは壊れ物に触るようにして、ブレンダの肩を抱いた。

「わかってるんだ。きみは──きみは子どもが欲しかったんだろう？　俺がこんな身体だから、きみに子どもを与えてやれないから、だから……誰かに子種だけ提供してもらったんだろう？　わかってる。そんなのは浮気じゃないよ。俺はもちろん自分の子どもとして育てるから……」
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　どかっ!!

　これは、妊娠中の妻が、靴底で夫の腹を蹴けり飛ばした音である。

　すごい力だった。パトリックの身体は背後に吹っ飛び、木の幹に叩たたきつけられた。

「殺すわ」

　その靴を手早く足から抜ぬき取ったブレンダの眼が爛らん々らんと輝き始めていた。それだけではない。

　人間が見たら恐怖に悲鳴を上げただろうが、形よく小さかった彼女の唇が大きく裂けていき、真っ赤な口から鋭い牙きばが覗のぞいたのだ。

「そこまで疑うなら、あたし、あなたを殺すわ。さもないと、生まれてくるあたしの子どもは、自分の実の父親に『おまえはどこの誰の子だ？』と言われて育つことになるのだから」

　地面にへたり込んでしまったパトリックは茫然とブレンダを見上げていた。

　突然始まった修羅場に用心棒たちも呆あつ気けにとられていたが、こんな時でも冷静なヘンリーがケイティに尋ねた。

「彼女は《猫》にしては、いやに力が強いようだが、怒っているせいなのかな？」

「何言ってるの。気がつかなかった？　ブレンダは《豹ひよう》だよ」

　となると、小型の《猫》の血を引いている分だけ、喧けん嘩かになったらパトリックが不利である。

　裸足はだしになったブレンダはさらに上着のボタンを外していた。形態変化のために邪魔な衣服を脱ごうとしていることは明らかだった。

　樹じゆ上じようを縄テリ張トリーりにする《豹》の彼女にとって、そんなことは禁忌タブーとされているにも拘かかわらずだ。

　それでも座り込んだまま動こうとしないパトリックに、ケイティが呆あきれたように話しかけた。

「あんたも何してるのさ。嫁さんに殺されたくなかったら、『信じる』って言いなよ」

「俺だって言いたい！」

　思いがけず強い声だった。信じたいのに、どうしても信じることはできない、そんな苦悩と惑乱とをありありと感じさせる、切羽詰まった叫びだった。

「ブレンダが俺の子どもを産んでくれるなら、それが本当なら、今ここで殺されたって文句は言わない！　でも、俺はブリジアンだ。子こ種だねがないんだぞ！　子どもができるわけがない！」

　ヘンリーがやんわりと言った。

「パトリック。さっきも言おうとしたんだが、その常識は間違いなんだそうだ」

　顔中血だらけの夫が眼を剝むいた。

　その夫に飛びかかろうとしていた妻も、激怒に涙を浮かべた眼で、はっと振り返った。

　ヘンリーは、チャリオットから聞いた話の中でも、ブリジアンの繁殖不能は間違いだという部分を順序立てて説明してやり、こうつけ加えた。

「無形種の研究結果がすべて正しいと言うつもりはないよ。しかし、現実に、ここにケイティ、ベラフォード、そしてダムーがいる。今までの常識の一つ、インシードは純血種の親の能力を受け継がないという法則に関しては、彼らという、立派な例外が存在しているんだ。ならば、ブリジアンには生殖能力がないという法則にも、例外があって然しかるべきではないのかな？」

　今までの世界観を根底からひっくり返されたパトリックはさらに啞あ然ぜんとしていた。木の株に埋まったまま立ち上がろうともしない。腰が抜けたのかもしれなかった。

「きみにとっては受け入れがたい話だろうから、いきなり信じろと言うつもりもない。ただ、私見をつけ加えさせてもらうなら、きみの奥方は、他の男の子どもを妊娠したという事実を、こんな危険な夜道を急いでまで、一刻も早く夫のきみに告げようとする女性なのか？」

　ベラフォードが、もっともとばかりに頷うなずいた。

「そうよねえ。アタシ、妊娠したことはないからはっきり言えないけど、ちょっと変な話よね。ましてその、ご主人には子こ種だねがないと、今まで思われていたわけでしょ？」

　ケイティも頷いた。

「どんな女だって、浮気をごまかすのに、そんな馬鹿な真似はしないよ」

「アタシには、その奥さんがそこまで馬鹿な人だとは思えないわよ。ご主人の子どもだから、少しでも早くご主人に喜んでもらいたいから、急いで知らせようとしたんじゃないの？」

「あたしもそう思うけどね。どうなんだい？　ブレンダ」

　そのブレンダは元通りに上着のボタンを掛けて、靴を履いていた。

　とりあえず、夫を殺すのはやめたようだが、ひどく冷たい眼で夫を見下ろしている。

　対するパトリックはすがるような眼で妻を見上げていた。大きく喘あえぎながら言った。

「ブレンダ……」

「…………」

「もう一度、言ってくれ。頼むから……、信じるから。俺の子どもだって。──ブレンダ！」

　焦って問いつめる口調になったパトリックの頭を、ケイティが思いきりはたいた。

「この馬鹿。どこまで世話を焼かせれば気がすむわけ？　謝るのが先なんだよ」

「えっ!?　俺が謝るのか……？」

　思わず不満の声を発したパトリックだった。

　ブレンダは無傷、自分は引っ搔かかれて蹴けり飛ばされて、全身ずたぼろである。これで自分が謝るのはちょっと納得いかないとパトリックは思ったようだが、ケイティは容赦しなかった。

「あんた、自分の女房に向かって、何回、言っちゃいけない台詞せりふを連発したと思ってるのさ？　離婚されたくなかったら、さっさと土下座して足にすがりついて死にもの狂いで謝るんだね」

　離婚の一言は何にも増してパトリックを打ちのめしたらしい。蒼そう白はくになった彼は、とたんにがばっと跳ね起きて、妻の足下にひれ伏したのである。

「ごめん！」

「知らない！」

「ごめん！　本当にごめんなさい！」

「知らないったら、知らない！　何よ！　あたしが浮気したって決めつけたくせに！」

「ごめんなさい！　許してください！　もう言わない！　言いませんから！」

　パトリックは本当に地面に額をこすりつけている。ブレンダの口調も怒っていると言うより、すねている感じである。

　用心棒たちはやれやれと肩を落とした。ずっと黙っていたヴィンセント少年が、おずおずと口を出す。

「ねえ。ぼくたちって、こっそり逃げてる途中じゃなかった？」

「あんた、いいこと言うわねえ。アタシも今そう思ってたとこよ」

「これでこっそり逃げていることになればの話だけどね」

　ケイティが眉まゆをひそめて、げんなりと言った時、彼らの頭上から声が振ってきた。

「そう思うなら早くやめさせろ。いくら耳の悪い人間でもそろそろ気がつくぞ」

　ヘンリーが驚いたように上を見上げた。深夜の森だし、木々は豊かに枝を広げているから、姿は見えない。それでもヘンリーは微笑んだ。

「きみの声を聞くのは久しぶりだね。嬉うれしいよ」

「俺はちっとも嬉しくない」

　声の届く範囲にまで接近したことは進歩というべきだが、ヘンリーはもう一押ししてみた。

「降りてきてくれればもっと嬉しいのに。わたしは何も嚙かみついたりしないよ？」

「お断りだ！　それより、あれを何とかしろ。連中、こっちへ向かって来るぞ」

　その頃の夫婦喧げん嘩かは、どう見ても、べたべたしているというか、いちゃついているというか、はっきり言って『見ちゃいられない』類たぐいのものになっていた。

「まだ信じられない。俺は一生、自分の子どもを抱くことなんかできないと思っていたのに、きみが──大好きなきみが、俺の子どもを産んでくれるなんて！　あんまり嬉しくて、幸福で、どうしよう。身体の震えが止まらないよ。世界中に、俺の子どもが生まれるんだって、大声で叫んでやりたい気分だ！」

「パット。本当のことを言うとね、あたしもすぐには信じられなかった。あなたがブリジアンだってことは充分わかっていたんだもの。でも、あなた以外に子どもの父親の心当たりなんか、あたしにはないのよ。絶対に。だから、妊娠が間違いないってわかった時は本当に嬉しかった。ブリジアンの神様があたしたちを祝福してくれたんだと思った。──きっと、あなたみたいに、昼間は瞳どう孔こうの細くなる眼をした子どもが生まれるわ」

「きっと、きみによく似た、きれいな梅ばい花か模様に変化する子どもだよ」

　二人ともとろけそうな顔をして互いを見つめ、ひしと抱き合っている。

　まさに『世界は二人のために』だ。今の彼らには、純白の翼を持つ愛の天使たちが、美しい音楽を奏でながら次々に舞い降りてくるような光景が見えているに違いない。

　他の場合なら『勝手にやってろ』と言うところだが、ベラフォードが損な役割を引き受けて、手を打ち、幸せいっぱいの二人に声を掛けた。

「はい、お二人さん。お取り込み中、申し訳ないけど、逃げたほうがいいみたいよ」

　ケイティも頷うなずいた。

「パトリック。ブレンダ。連中はあたしらが引きつけるから。あんたたちは別の方向へ逃げて。連中の狙ねらいはあたしらだから」

　しっかり抱き合っていた二人はさすがに正気に返った。

「でも、それじゃ、おまえたちのほうが危険じゃ……」

「いいから行きなって。本当は手伝ってもらうつもりだったけど、あんたは、子どものことを小お父じさんたちに話さなきゃいけないだろ？　二人ともきっと大喜びしてくれるよ。もちろん、ブレンダの両親もね」

「ケイティ」

　パトリックが笑顔で言って、片手を差し出してきた。

「いろいろとありがとう。本当に。いくら感謝しても足らないくらいだ」

　僅わずかな間に、彼はまるで別の青年のようになっていた。顔は依然として血まみれのひどい有様だったが、陰いん鬱うつな表情も、人を寄せつけない態度もきれいに消え失うせて、その顔には活気と自信と誇りがみなぎり、暗く沈んでいた眼は星のように光り輝いている。

　感動のあまりか、ケイティに抱きつこうとさえしたが、ケイティは苦笑して、それを制した。

「よしなって。あたし、あんたの奥さんに引っ搔かかれるのなんか、ごめんだよ」

　その奥さんも心からの感謝を籠こめて、ヘンリーの手をしっかり両手で握っていた。

「ありがとう、ヘンリー。あなたのおかげで、あたしは未亡人にならずにすんだし、あたしの子どもは父なし子にならずにすみました。子どもが生まれたら、抱いてやってくださいね」

「もちろん。あなたの子どもは初めて誕生するブリジアン二世だ。楽しみにしていますよ」

　幸福な二人は用心棒たちに手を振ると、躍るような足取りで森の中へ消えていった。

　それでも足音を立てないところがさすがである。森の中を誰より得意とする二人だ。人間が必死になったところで、捕らえるどころか、追跡するのも無理だろう。

　二人の気配を感じなくなってから、ケイティが首を傾げ、不思議そうに言った。

「だけどさあ。思うんだけど、男にとって『種たねなし』って、そんなに深刻な問題なわけ？」

《猫》の彼女はこういうところが無む頓とん着ちやくというより、無神経である。

　男たちはまたもや揃そろって頭を抱かかえ、ため息を吐ついた。

「それ、アタシに言われても困るわ」

　ベラフォードが苦笑して言えば、

「ぼくに言われたって困るよ。わからないもん」

　ヴィンセントが不満そうに頰をふくらませる。

「一概にこうと決めつけることはできないだろう。人それぞれではないのかな？」

　最後にヘンリーが常識的な一般論で締めくくると、ケイティは無言で上を見上げた。

　木の上に隠れたダムーは一言「ほっとけ」と、言い返してきた。
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　夜が明けた。

　キャサリンは辺りが明るくなると同時に目を覚ました。

　何よりもヘンリーの行方が気がかりだったが、ニーナやミュリエルと一緒に身み支じ度たくを整えて階下へ降りてみると、そこに残っていたのはスウェン氏だけだった。

　コーネリアスの姿も、チャリオットの姿もない。

　ニーナがちょっと首を傾げた。朝食は何人分つくればいいのかという困惑のためだったが、その困惑を察したのか、火を熾おこしていたスウェン氏は言った。

「二人は先に出発したのでね。わたしたちだけで朝食にしましょう」

「おじさま。ヘンリーさんは……」

「大丈夫。彼は無事ですよ」

　キャサリンはそれで安心して、ニーナやミュリエルと手分けして、食事の支度をした。粉を練ってパンケーキをつくり、ベーコンとソーセージを焼く。牛がいないのでホット・ミルクとオート・ミールは諦あきらめなければならなかったが、代わりにお湯を沸かして紅茶を淹いれた。

　ミュリエルの父が意外なことを言い出したのは、その朝食の席についた時だった。

「お嬢さん。わたしはこれからリヒター・ハウスに向かいます。従兄いとこ夫婦に代わって、男爵に制裁を加えるためにね」

「おじさま!?」

　正気の沙さ汰たとは思えなかったが、スウェン氏の表情は真剣そのものである。

「マルティナが行方不明になったと聞かされた時から、わたしはそのことを考えてきました。あの娘こが無事に戻ればそれでいい。しかし、そうでないなら、あの娘の命を奪った相手に必ず制裁を加えると。その準備がようやく整ったので、わたしはここへ来たのです」

「でも！　純血種のおじさまがそんなことをなさったら、逆に殺されてしまいます！」

「確かに。《鰐わに》のシャイラックなら、男爵は大喜びで撃ち殺すでしょう。しかし、ロームの政財界に大勢の知人を持ち、政府にも強い影響力を持つ実業家のステュアート・スウェンなら、話はまったく違ってきます」

「男爵は、おじさまを知っているんですか？」

「ええ。社交界で、何度か顔を合わせたことがあります」

　スウェン氏は言って、何とも言えない苦い顔になった。

「だから、マルティナがリヒター・ハウスに勤めることになったと知って、わたしも紹介状を書こうと言ったのです。マルティナは大学時代の恩師から推薦状と人物証明書をもらっていきましたが、それだけでは不足のような気がしたのでね。しかし、マルティナは、縁故ではない自分の能力を認めてもらいたいからと言って、おじさまのお気持ちだけをありがたく受け取りますと言って、わたしの申し出を断ったのです。──あれが、最後になりました」

「おじさま……」

「身元保証人が隠居同然の教授一人なら、あの娘を行方不明にしたところで、それほど問題にはならないと、あの娘を狩猟の獲物に使うという大罪を犯しても自らの地位が脅おびやかされることはないと、男爵は判断したのでしょう。──事実、その通りになってしまった。何故、あの時、押しつけてでも、わたしの署名の入った紹介状を持たせてやらなかったのか……」

　スウェン氏は唇を嚙かみしめて呻うめき、ミュリエルは顔を強こわばらせて、うつむいてしまった。

「あの娘の命を救えなかったことを、わたしは一生、悔やむでしょう。愛まな娘むすめの捜索は何としても自らの手でと望む従兄を説き伏せて、わたしがここまで出向いたのも、実はそのためです。インシードの従兄は立派な教育者ですが、社会的な地位を言うなら、一介の教師にすぎません。迂う闊かつに捜索に乗り出そうものなら、男爵のさらなる毒どく牙がにかかる恐れがあるのです。しかし、男爵はわたしには何も手出しはできません」

「おじさまがアナザーレイスであることを知っても、ですか？」

「そうです。わたしは純血種ですが、同時に人間社会の重要人物ですから」

「ここは男爵の領地ですわ。他の土地で会うのとはわけが違います。それでもですか？」

「それでもです。リヒター・ハウスの中のわたしは、その身体だけを見れば、男爵の手の中にありますが、実際には、わたしはロームの有力者たちとつながっています。男爵自身の立場に強い影響を及ぼす人々とね。自分の楽しみを優先して純血種のわたしを殺すか、社会的地位を守るために著名人であるわたしを歓迎するか、男爵のその天てん秤びんがどちらに傾くことになるかは火を見るより明らかです」

「肝の小さい男なんですね」

「というよりは、普通の人間なのです。男爵にできるのは、偏見に守られた自分の領地という安全な囲いの中で、運悪く迷い込んできた非力な相手をなぶりものにすることだけです」

「でも、制裁を加えるとおっしゃるのは……」

「わたしは男爵を殺したりはしません。少し、話をしてくるだけです」

「おはなし、ですか？」

「そうです。我々には我々なりの復ふく讐しゆうの方法があります。命は取りません。代わりに、男爵の存在意義を抹消します」

　具体的にどうするのかはスウェン氏は言わなかった。その口調は落ちついたものだったが、同時に深い決意を秘めた声でもあった。

　キャサリンはためらわなかった。頷うなずいて言った。

「ならば、わたしも一緒に参ります」

　ニーナが悲鳴を上げた。

「お嬢さま！　何をおっしゃるんです！　昨日やっとのことで逃げたんじゃありませんか！」

「だからこそよ。男爵はロームの実業家であるおじさまを攻撃することはできない。それならバナディス外務補佐官の娘も攻撃できないはずだわ。昨日のわたしは一般市民のインシードの娘だと思われていた。だから、地下牢ろうに押し込められた。だったら今度は本来のキャサリン・ウィンスロウとして出向けばいいのよ。おじさまがわたしの身元を証明してくだされば、何も問題はないはずよ。堂々と『昨日預けたトランクを取りに来ました』って言ってやるわ」

「言ってやるって……そんな、お嬢さま！」

　言い出したら決して引かないキャサリンを知っているニーナは青くなり、スウェン氏は興味深げに眼を見張って、微笑んだ。

「あなたは実に勇気があるお嬢さんだ。実は今、そうしてくれるようにお願いしようと思っていたところだったのですよ。──話が前後してしまいましたが、お探しのヘンリーはどうやら、ダムーたちと一緒にいるようなのです」

「本当ですか!?」

「ええ。実際に彼らに会ったわけではないが、恐らく、間違いありません」

　昨夜、チャリオットの仲間が、リヒター・ハウスへ向かう数台の馬車を目撃したそうだ。

　深夜を利用して、その梟ふくろうが大胆にも馬車の屋根に飛び降り、車内の会話に耳を傾けてみると、馬車に乗っていたのはフォン・ブラウン男爵とその友人たちである。

　揺れ続ける馬車の屋根で梟がしばらく聞き耳を立てていると、意外な事実が色々わかった。

　今日の夕方、『変化する混血三匹と純血種一匹の四人組』がドゥーゼン城にやってきたこと。

　その連中が逃げ出して、仲間の娘たちと合流するためにボッシュ村に向かっていること。

　さらに、その娘たちはリヒター・ハウスに捕らえてあること。

　そこまでを聞き取って、梟は馬車の屋根を離れた。そして、チャリオットは仲間から聞いたこの情報を持って、一度、小屋に戻ってきた。

　問題の四人組というのがダムーとベラフォードを含めた用心棒たちであることは間違いなく、男爵たちが話していた仲間の娘というのはキャサリンとニーナのことに違いない。

　夕方、ドゥーゼン城に着いたばかりの彼らが、夜更けにはもう、キャサリンたちがボッシュ村にいることを知っていたとなると、ヘンリーから聞いたと考えるのが妥当である。

　キャサリンはきらっと眼を輝かせて、言った。

「では、リヒター・ハウスで待っていれば、あの人たちに会えますね？」

「そのとおりです。それに、実はですね。あなたの身元を保証してくれるのはわたしだけではないのですよ。おもしろい人物が敵方にいるらしい」

「…………？」

　首を傾げたものの、スウェン氏からその人物の話を聞いたキャサリンは納得して頷いた。

「その男も男爵と一緒にリヒター・ハウスに来ているんですね？」

「ええ。それもあって、あなたに手伝ってもらいたいと思ったのです。よろしいかな？」

　キャサリンは再び、勇ましく頷いた。

「もちろんです。わたしに何ができるかわかりませんが、喜んでお手伝いいたしますわ」

　スウェン氏も微笑を浮かべて頷うなずいたが、その微笑はすぐに消えて、厳しさが増した。

「ただし、多少の危険は覚悟してください。男爵はわたしに手出しはできないと言いましたが、それはあくまで男爵が体面を重んじている間の話です。逆上したらどうなるかわかりません」

「お任せください。その時は撃ちまくってやりますわ。わたしとしてはそのほうがありがたいくらいです」

　ニーナが深いため息を吐ついた。

「淑女レデイが口にしていい言葉じゃないですよ。まったく……」

　ミュリエルはずっと緊張の面もちで父親とキャサリンのやりとりを見つめていたが、ここで、たまりかねたように口を挟んできた。

「お父さま。ならば、わたくしも参ります」

「だめだ。おまえにはおまえの役割があるだろう？　みんなを迷子にする気かね」

「いいえ。いけません。キャサリンさんはマルティナとは何の関係もない方ではありませんか。そのキャサリンさんに危険な役割を押しつけて、わたくしだけが残ることはできません」

「ミュリエルさん。それは違いますわ」

　と、キャサリンは言った。

「わたしがここへ来たそもそもの原因は、わたしの同族に──人間という種族の中に、ひどい悪巧みをするものがいるらしいからと、その正体を突き止めなくてはと思ってのことでした。男爵がその一人だとわかった以上、これはわたし自身の問題でもあります。それに……」

　キャサリンはちょっと悪戯いたずらっぽく笑って言った。

「いいようにやられっぱなしで逃げ出すなんて、わたしの性に合いません。売られた喧けん嘩かなら買わなくては。──それこそ、ダムーさんが言ったことですけど、この借りは倍にして返してやらなくては気がすみませんわ」

　ミュリエルは驚いたように眼を丸くし、ニーナはさらに深いため息を洩もらした。

「ますますもって淑女の言うことじゃないですね……」

「ニーナ。あなたはここに残っていてちょうだい」

「だめです。お嬢さまが行くならわたしも行きます」

「でも、何が起こるかわからないのよ。それに、昨日はあんなに恐がっていたじゃないの」

「大丈夫ですよ。お嬢さまにぴったりくっついていますから。それに、わたしにだって椅子をぶつけてやるくらいのことはできます。とにかく、わたしを置いて行くなんて絶対にだめです。そんなことをしたら、いいですか。猿ぐつわを嚙かまされるまで叫び続けてやりますからね」

「そ……それは、恐いわね」

　本気で怯ひるんだキャサリンだった。ニーナの悲鳴はとにかくよく通るのだ。

　食事を終えると、彼らは準備に取りかかった。

　キャサリンもニーナも、小屋の二階で、ミュリエルの衣装箱から出てきた服に着替えた。

　その衣装箱はまるで芝居の小道具箱のようだった。中には粗末な村娘の服から、召使いの服、短ズボンの乗馬服、豪華な絹の夜会服まで入っている。

　もちろん、年頃の少女が普通に、昼間に着るような衣い裳しようもあった。キャサリンはその中から白いワンピースを貸してもらった。

　袖そでの部分が薄く透けていて、手首と襟には見事なレースがついている。キャサリンには少し大きかったが、青いタフタのサッシュでウェストを締めると、極上の絹でつくられたスカート部分が膝ひざ下したまでをたっぷりと覆い隠して、ふんわりと広がった。借りるのが申し訳ないくらい、きれいなドレスだった。

「ミュリエルさん。いったいどうしてこんなにさまざまな衣裳を？」

「変装用に持ってきたのです。最初の訪問で牢ろう屋やに入れられてしまいましたが、本当はもっといろいろと姿を変えて、探るつもりでした」

　ニーナがしたり顔で頷うなずいた。

「いい考えですよ。女の人は服を変えるだけで、がらっと印象が変わりますからね」

　そう言うニーナは、お嬢さまの衣裳を脱ぎ捨てて、いつものような召使いの衣服に袖を通し、白いキャップをすっぽりと被かぶっている。

　キャサリンも薄いヴェール付きの帽子を被って、顔を隠すようにした。

　階下へ降りると、スウェン氏もすっかり身支度を整えていた。

　さっきまでの樵きこりはもう、どこにもいない。この丸太小屋には実に不似合いな、上から下まで洗練された趣味の一流品ばかりを身につけた、立派な紳士が立っていた。

　娘の衣裳を着たキャサリンを見て、笑いかけてくる。

「参りましょうか、お嬢さん」

「はい」

　とはいうものの、リヒター・ハウスまでどうやって行くのかと尋ねようとした時、遠くから馬ば蹄ていの響きが聞こえてきた。

　それを合図に、キャサリンたちは小屋を出たのである。

　立派な二頭立ての馬車が森の中を走ってきて、小屋の前の小道に止まった。近づいていくと、中から、六十歳くらいの白い頰ほお髭ひげを生やした紳士と、ずっと若い男の人が出てきた。

　年輩の紳士は、見るからに威厳と貫かん禄ろくに満ちた人だった。額は禿はげあがり、顔には深い皺しわが刻まれているが、がっしりした体格で、少しも老け込んだ様子はない。

　スウェン氏が進み出て、この見知らぬ老紳士に丁重に挨あい拶さつした。

「ご足労をお掛けします。博士」

　老紳士は頷きだけを返すと、鋭い眼でキャサリンを見つめて言った。

「こちらが？」

「ええ、キャサリン・ウィンスロウ嬢です。そちらはメイドのニーナさん」

　スウェン氏は二人を紹介すると、キャサリンを振り返って言った。

「こちらはエレンバーデンで弁護士をなさっているフランク博士です。博士は今までの事情も全部ご存じの方で、我々に同行してくださいます」

「初めまして。フランク博士」

　キャサリンは礼儀正しく膝を折って挨拶をしたが、博士は答えなかった。遠慮のない目線でキャサリンを見つめている。

　若い娘を見る紳士の態度として不自然なものではないが、ミュリエルのドレスを着た全身に感じる視線の強さはちょっと普通ではなかった。

　それがどう普通ではないと感じたのか、キャサリンにもうまく言い表すことはできない。

　別に、無礼にじろじろ見られているわけではないのだ。灰色の博士の双そう眸ぼうは、厳しく澄んだ、落ちついた光を湛たたえている。その目線自体は決して不快なものではないのだが、何だか身体からだの中まで見透かされているような気がして、キャサリンはためらいながらも言ってみた。

「失礼ですが、博士は、アナザーレイスの方ですか？」

「おや、これは勘のいいお嬢さんだ」

　皺の深い顔で、博士は初めて笑ったが、あらためて名乗りはしなかった。

　キャサリンもそれ以上の質問は避けて、博士の隣にいる若い男の人に眼を移した。

　黒い髪をきちんと撫なでつけた、身だしなみの整った人だった。視線が合うと、その人は軽く会釈をしてきた。

　初めて会う人なのに、その仕草に妙に見覚えがあるような気がして、キャサリンはちょっと首を傾げた。どこで見たのだろうと記憶を探って、不意にわかった。笑顔で言った。

「もしかして、チャリオットさんですか？」

　男の人は片方の眉まゆを器用に吊つり上げて、薄い唇をわずかに緩めた。

「今はフランク博士の秘書のシュトレイヤーです。そう呼んでください」

　これで一通りの紹介がすんだ。馬車に乗り込むことになったが、馬車の扉に手を掛けた時、キャサリンは、横顔に誰かの視線を感じた。

　思わず振り返ったが、誰もいない。ただ、馬車の先に繫つながれている馬が、首を後ろに向けて、こちらを見ていただけだ。

　別に珍しくもないことなのに、キャサリンは妙に気になった。馬車の扉からいったん離れて、馬のところまで行ってみた。

　二頭ともとてもきれいな馬だった。そっくりの黒い毛色で、同じくらいの大きさをしている。

　こっちを見ていたのは、二頭立ての左側に繫がれた馬だった。

　おとなしくしてはいたが、見るからに血気盛んな、若い馬だ。馬体はぴかぴかに光っていて、たてがみも、尾も真っ黒。

　自分の足下まで近づいて、しげしげと自分の顔を見上げてくるキャサリンを、首筋をぐっとそらして、やっぱり黒い眼で見下ろしている。

　こうやって見ている分には普通の馬のようだったが、キャサリンは軽く膝を折って、そっと話しかけてみた。

「あのう……初めまして。きれいな黒馬さん。わたしはキャサリン・ウィンスロウと申します。よろしかったら、お名前を聞かせていただけませんか？」

　馬は答えない。当たり前だ。普通の馬なら口を利くわけがない。やっぱり自分の勘違いかと思ったら、もう一頭の馬が声を立てて笑った。

　嘶いなないたのではない。明らかな人の声で笑ったのだ。

　こちらもほれぼれするくらい見事な馬だった。全身真っ黒に光り輝くすばらしい馬体である。

　長い首を下げて、もう一頭の身体越しにキャサリンを覗のぞき込むようにして、話しかけてきた。

「不作法な奴ですみませんね、お嬢さん。ぼくは《馬》のダンテス。これはぼくの弟です」

「初めまして。ダンテスさん。やっぱりご兄弟だけあって、そっくりでいらっしゃいますね」

　馬車に繫がれた馬と話しているなんて、実に変な気分だった。しかし、それがただの馬ではなく、知性を持った『人』であるとしたら、一言も断らずにさっさと馬車に乗り込むわけにはいかなかった。キャサリンは丁寧に礼をして、自分が言うべきと信じることを言った。

「このたびは本当にお手数をお掛けしますが、リヒター・ハウスまでよろしくお願いします」

　すると、馭ぎよ者しや席から笑い声が降ってきた。

「気にすることはありませんよ。お嬢さん。彼らはとても力持ちで、足も速いですからね」

　すでに知っている声だった。見上げると、馭者席に座っていたのはコーネリアスである。

　樵きこりから馭者の服装に変わっていたが、やっぱりとても馭者には見えない。軽く帽子を上げて挨あい拶さつする仕草も相変わらず小こ粋いきなものだ。

　蹄ひづめしかない馬の前脚では、自分で自分に馬具を装着できるわけがないから、ダンテスたちを馬車に繫いだのはコーネリアスがしたことだろう。そんなことを許すからには、この人たちとコーネリアスは旧知の間柄なのだろうが、それにしても、れっきとした『人』に轡くつわを嚙かませて労働に使うというのはどうもぞっとしない。

　自分が『馬の人』だったらそんなのはいやだわと思ったキャサリンは、その気持ちを正直に言葉にしてみた。

「コーネリアスさん。こちらのお二人はとても立派な『馬の人』だとは思いますけど、馬車に繫ぐのはちょっと、失礼なような気がしますわ。普通の馬ではいけなかったんですか？」

　すると、コーネリアスは軽く片目を瞑つぶって、キャサリンをなだめるように微笑んだ。

「それはね、お嬢さん。これから乗り込んで行く場所が場所だからですよ。味方は多いほうがいい。普通の馬では、ただ乗って逃げるだけにしか使えないが、彼らなら、いざという時には『手』を借りられます。それに、人の姿に戻れば自動的に轡も外れます」

　なるほど。もっともである。

　その声に応こたえるようにして、ダンテスが馭者席を振り返って笑った。

「そうとも。ぼくたちは《鰐わに》一同の手助けに来たんだ。それをいいことに鞭むちなんか使ったら、承知しないぞ。後で思いきり嚙みついてやるからな」

「おお、怖こわ……、いいとも。ぼくはここでおとなしく手綱を握っているだけにするから、後はきみたちで勝手に走ってくれ」

　馭者に向かって偉そうに威張っている馬というのも、変な話だ。

　キャサリンは思わず笑ってしまった。ニーナも眼を丸くしてこのやりとりを見つめていた。

　そして、ようやく一同は馬車に乗り込んだのである。

　その際、ミュリエルはキャサリンの手を取り、真しん摯しな表情で言ったものだ。

「くれぐれも、お気をつけて」

「ええ、お任せください」

　ミュリエルは来ないほうがいいだろうと、キャサリンも思った。

　最愛の幼なじみを殺した男を目の前にして平然と振る舞うのは、ミュリエルには辛つらすぎる。

　スウェン氏が男爵をどう弾だん劾がいするつもりかはわからない。だが、地下牢ろうに押し込めたはずの娘が、実はバナディス外務補佐官の娘だったと知れば、相当に慌てるだろう。

　必ず思い知らせてやると誓ったことをキャサリンは忘れていなかった。もちろん、自分には男爵を裁く権限などないことはわかっている。それはゲルスタンの司法機関の役目だ。

　だが、男爵は知らなければならない。自分が何をしてきたのか。

　ひとたび状況が異なった時、今まで当然の権利や楽しみとして行ってきた行為が、どれほど自分を追いつめるものであるのか、身を持って知らなければならないのだ。

　短い道中、馬車の中のおしゃべりはなかなか楽しいものだった。

　例によって、異種人類に囲まれたニーナは緊張に身体を固くしていたが、最近ではさすがに慣れてきたらしい。あるいはあの『鰐ショック』が功を奏して、ちょっとやそっとのことでは驚かなくなったのかもしれなかった。

　そして、生来、物もの怖おじしない性質であるキャサリンは積極的に彼らに質問した。

　ずっと不思議だったのだ。《鰐》のスウェン氏がマルティナのために尽力するのはわかるが、どうして他の種族の人までが今回の一件に関わっているのか。

　フランク博士の種族は不明だが、わかっているだけで《狐》《梟ふくろう》《馬》が協力している。

「手伝ってくれたのは彼らだけではありません。我々は人間社会では圧倒的な少数ですからね。何かあった時には種族を越えて助け合う習慣になっているのですよ」

　スウェン氏が答えれば、フランク博士も頷うなずいた。

「いかにも。何もおかしなことではない。お互いさまというものだ」

　気むずかしそうに見えたフランク博士も、マルティナのためにエレンバーデンからわざわざやってくるくらいだから、冷たい人であるわけがない。

　キャサリンを見つめて、じんわりと笑いかけてきた。

「それにしても、勘のいいお嬢さんだ。──参考までにお尋ねしたいが、わたしのどこを見て、異種人類だと思ったのかな？」

　これには考え込んでしまったキャサリンだった。

「具体的にどこがどうと言われるとわからないのですが、何と言えばいいのかしら？　博士はとても……眼がよろしいような気がしたんです」

「いや？　それは変だな。わたしはむしろ、眼はよくないが」

　博士はその灰色の眼をしばたたいて、さらに訊きいた。

「感応力テストは受けたでしょう。どのくらいのランクでしたかな？」

「Ｃプラスでした」

「それは低い。今度、もう一度、計り直してごらんなさい。もっと上に行くはずだ」

　博士が断言すると、その秘書になりすましているチャリオットも頷いた。

「確かに。あなたがＣプラスということはないでしょう。一目で見破られたことなど、今まで覚えがありません」

　人間の姿になったチャリオットはやはり若く、二十代前半に見えた。切れ上がった鋭い眼をして、ほとんど表情が動かない。なまじ色白の整った顔立ちをしているだけに、ちょっと恐い印象を受けるくらいだが、キャサリンやニーナへの態度は親切だし、物腰も至って丁重である。

「でも、姿を見ただけではわからなくても、声を聞けばすぐにわかりますわ。同じ声ですもの。──ミュリエルさんの時はそれでちょっと、驚きましたけど……」

　ためらいがちにキャサリンが言うと、チャリオットが初めて、うっすらと微笑を浮かべた。

　おもしろがっているような笑いだった。

「あなたたちがミュリエルの背中に乗って川を下っているのを見た時には、それこそ驚いた。眼を疑いましたよ。ここだけの話、腰を抜かしたりしませんでしたか？」

「わたしは、何とか……。ニーナはだめでした」

　あの変身を見て何の衝撃も受けない人間はまず、いない。平気だったと言うのはあまりにも白々しいと思って、キャサリンは正直に答えた。

　すると、その父親であるスウェン氏が笑って首を振った。

「いや、あなたはよく約束を守って発砲せずにいてくれたものだと、娘は感激していましたよ。しかし、キャサリンさん。一つ忠告してもよろしいですかな？」

　スウェン氏が何を忠告しようと言うのか、それこそ言われる前からキャサリンにはわかってしまった。思わず問い返した。

「あんなふうに皆さんに話しかけたりするのは、失礼なことでしたでしょうか？」

「いいえ。自分の名前を名乗ってから相手にも自己紹介を求める。とても礼儀正しい態度だと思いますよ。ただ、中には種族名を知られることをいやがる種族もいますからね」

　実際、フランク博士は未いまだに種族名を名乗らない。もしかしたら、この人は、人間社会ではまったくの人間で通しているのかもしれなかった。

「あなたのような人に知られる分には一向にかまいませんが、この地方のような偏見に満ちた場所が他にもないとは限らないのです。今後、人間社会の中で無形種を装っている、もしくは動物を装おうとしている異種人類を見かけたら、どうか、見て見ぬふりをしてやってほしいと思いますよ。これは忠告というより、お願いですね」

「わかりました。次からは知らんふりをいたします。でも、わたしの勘が特別よかったのではありませんわ。博士は、スウェンおじさまのお知り合いなのだから、もしかして──と思っただけですし、ダンテスさんの弟さんの場合は、誰かに見られているような気がしただけです」

「では、俺は？」

　チャリオットが訊いてきた。鋭い眼でまっすぐにこちらの顔を見る。でも、ほとんど表情を動かさずにちょっと首を傾げる。その仕草は夕べ見た島梟に確かに通じるものがある。

　だから、キャサリンは笑顔で答えた。

「チャリオットさんは何となくわかりますわ。今もそうですけど、首を傾げる仕草が、夕べの梟さんと同じような気がしたんです」

　すると、チャリオットはまた片方の眉まゆだけを器用に吊つり上げた。

　そんなことを話しているうちにも、馬車はボッシュ村に差し掛かった。

　馭ぎよ者しやのコーネリアスはさっきの言葉どおり、手綱を軽く持っているだけで何もしていない。

　それでも、立派な二頭の黒馬は足並みを揃そろえて走り続け、たちまちボッシュ村を通り過ぎ、リヒター・ハウスの表玄関を目指して丘を駆け上がっていった。
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　フォン・ブラウン男爵はこの日、朝寝坊をしていた。

　友人たちと館やかたに帰ってきた時はすでに明け方に近かったのだ。それから寝台に入ったので、眼を覚ました時は十時を回っていたのである。

　寝間着にガウンを羽織った姿で友人たちと食卓につき、談笑しながら遅い朝食を摂とっているところへ客の来訪が知らされ、召使いが盆に乗せた名刺を運んできたのだが、その名刺を見た男爵は露骨にいやな顔になった。

「フランク博士に、ロームのスウェンだって？　何の用なんだ？」

「ご旅行中だそうでございます。近くを通りかかったので、ご挨あい拶さつにと」

「じゃあ、長居するつもりはないんだな。よし、通せ」

　このやりとりを聞いていたエルリッヒ伯爵が尋ねた。

「長居はしてもらいたくないような客なのかい？」

「あたりまえだ。スウェンなんて名乗っちゃいるが、あいつは間違いなく《けだもの》の一匹なんだぞ。ところが《けだもの》のくせに、ロームの政府筋に大変お覚えがいいと来ている」

　言い換えれば、ゲルスタンの上層部にも顔が利く。となれば、他の《けだもの》と同じには扱えないのである。

　数は少ないが、人間社会で成功しているアナザーレイスやインシードは確実に存在するのだ。

　社交界で名の通っている彼らと接する時は──一般人と著名人の扱いには差をつけるように、それなりの礼を取らなければならない。さもなくば、自分たちが人間社会からはじき出されることになる。

　エルリッヒ伯爵もそうした事情をいやというほど知っていたので、肩をすくめた。

「残念。てっきり、きみの次の獲物かと思ったのに」

「奴が破産して、ロームの関係者から相手にされなくなったら、ぜひ、そうしてやりたいね」

　ヴェンダース氏も口を出した。

「フランク博士というと、エレンバーデンのリスナー通りに事務所のある、あの弁護士か？」

「ああ。これも社交界では超有名な弁護士さまだ。まったく、この忙しい時に迷惑な話だが、追い返すわけにもいかない。きみたちも同席してくれ」

　既に滞在客を迎えている主人の館に新たな客があったら、主は客同士を紹介するものだ。

「わかった」

「気は進まないが、仕方がないな」

　そんな文句を言いながらも、三人はすぐさま立ち上がり、できるだけ急いで身支度を整えて客間に向かったのである。

　してみると、男爵はもちろん、他の二人も、この突然の訪問客を怒らせたくはないらしい。

　特に、主のフォン・ブラウン男爵は客間に入ると、名刺を受け取った時の不機嫌な表情とは打って変わって満面の笑顔を浮かべ、両手を広げて客に歩み寄ったのだ。

「これはこれは、フランク博士。スウェンさん。よくいらしてくださいました」

　客たちのほうも、負けず劣らずにこやかに挨拶した。

「しばらくだな、男爵。けっこうなお住まいだ」

「突然にお邪魔して、申し訳ありません。近くまで寄りましたのでね。お留守かと思ったが、あなたがいらしてくださって、よかった」

「こちらこそ。思いがけずにお目にかかれて、嬉うれしく思いますぞ。ちょうどいい。友人たちを紹介しましょう。ツヴァイゲンのエルリッヒ伯爵と、貿易商のヴェンダース氏です」

　男爵は一緒に来た二人の友人を紹介し、博士もスウェン氏も、あらためて短く名乗る。

　博士はさらに、同伴した若い男を秘書だと説明したが、この部屋にはまだ人がいた。

　主人と客たちがやりとりする間、帽子を被かぶった少女が窓辺に立って、外の景色を見ていた。

　服装からして、明らかに上流階級の娘だ。

「お嬢さんですかな？」

　フォン・ブラウン男爵が尋ねると、スウェン氏は首を振った。

「いいえ。こちらは娘のお友達のお嬢さんですよ」

　その言葉と同時に少女は振り返り、帽子を取って名乗った。

「初めてお目に掛かります。男爵さま。バナディスのキャサリン・ウィンスロウです」

　その名前に男爵たちが驚くより先に、ちょうどお茶を運んできた執事が、キャサリンの顔を真正面から見ることになり、声にならない悲鳴を発した。

　その手からお茶の盆がすべり落ちる。茶器の割れる派手な音が客間に響いた。

　滅多にこんな無様なところを見せないはずの執事の失態に、男爵は驚いた。思わず逆上して叱しかりつけた。

「お客さまの前で何をしているんだ！　いや、これはとんだ失礼を……」

　キャサリンは男の人たちを差し置いて進み出ると、青ざめた顔で割れた茶器のかけらを拾い集めている執事を冷たく見下ろし、一転して男爵に明るい笑顔を向けたのである。

「男爵さま。わたし、忘れものを受け取りに参りましたの」

「わすれもの？」

「ええ。昨日、このお屋敷に旅券とトランクを置いてきてしまったんです。ちゃんと保管してくださっているのでしょう？」

　面食らった男爵だった。自分のいない間に何があったのかと思いながら、執事を見下ろした。

「このお嬢さんのトランクをお預かりしているのか？」

「は……、その……」

「すぐに持ってきなさい」

「は、はい。ただちに……。あの、旦だん那なさま……」

　ちょっとこちらへ、と、執事が男爵を招く。

　エルリッヒ伯爵とヴェンダース氏にはわけがわからない。きょとんとしていると、廊下から、エルリッヒ伯の秘書のウェルナーが姿を見せた。

　主人から信頼されている秘書は常に主人の近くにいるものだ。廊下に待機していたものの、大きな音がしたので様子を伺いに来たのだろう。

　自分の秘書の姿を認めたエルリッヒ伯爵が、しまったという顔をしたが、遅い。

　キャサリンは満面の笑顔でウェルナーに話しかけていたのである。

「まあ！　どなたかと思ったら、リヴィングストンさんじゃありませんか！　こんなところでお目にかかれるなんて、本当に嬉しく思いますわ」

　ウェルナーがのけぞった。いつもにこにこと愛想のいい顔から一気に血の気が引いた。

　三十がらみの、中肉中背の、どこか剣けん吞のんな茶色の目線のその顔は紛れもない。

　マイケル・リヴィングストンと名乗って、偽の紹介状を持ってメリー・ウェザー女学院までやって来た、キャサリンからベラフォードの情報を聞き出そうとした、あの男だ。

「こ、これはお嬢さん……」

「どうしてこんなところにいらっしゃいますの？　あなたは父と同じバナディスの政府機関にお務めの方なのでしょう？　あ、それとも、もしかしたら、あの時のお話にあった悪党たちがこのゲルスタンまで逃げてきたのを追っていらしたんですの？　だとしたらごくろうさまです。本当に大変なお仕事ですものね。まあ、いけない！　どんなお仕事かは内緒なんでしたわね。ええ、もちろん、わたしは誰にも話していませんわ」

　あくまで明るく無邪気を装って言うキャサリンに、客間の隅に控えたニーナは、そっと息を吐はいて、小さく呟つぶやいていた。

「お嬢さま。とことん怒っていらっしゃいますねえ……」

　しかし、こうなったからには自分も黙っているわけにはいかない。

　召使いにはふさわしくない振る舞いだったが、ニーナはキャサリンの傍そばまで進み出て行くと、ぽんと手を打って、こちらはほとんど棒読みの口調で言ったのである。

「あら、まあ、驚いた。どこかで見たことがあると思ったら、あの時の方じゃありませんか。家出した妹さんは見つかりましたか？」

　立ちつくしたウェルナーの顔に脂汗が滲にじんできた。







　奇妙なことになった。

　執事に呼ばれた主人が客間の客を放り出していなくなったかと思うと、次はその主人までが、自分の友人たちを外に呼び出したのだ。必然的に、客間の中は再び、客たちだけになった。

　中年の女中たちが新しく淹いれ直したお茶を運び、お茶菓子や軽食を乗せた盆を運んできたが、自分たちをじっと見ているキャサリンとニーナの顔に気づいて、やはり息を吞のんだ。

　昨日のあの騒ぎの中、台所にいた彼女たちは二人の顔を見ていたのだろう。震える手で盆を机に置くと、転がるように客間を逃げ出していった。お茶を注つぎもせずにだ。

　ニーナが呆あきれたように呟いた。

「この館やかたときたら、召使いのしつけがなってませんね。仕方がない。わたしがお給仕します」

「でも、ニーナ。わたし、この館で出されたものを口にする気にはなれないわ」

「毒の心配ならしなくてよろしい」

　言ったのはフランク博士だった。れっきとした老紳士の振るまいとしては型破りなことだが、身を乗り出してティー・ポットの蓋ふたを取って香りを嗅かぎ、お茶菓子の匂においを嗅いでいる。

「何もおかしなものは入っていない」

　キャサリンが問いかけの眼を向けると、スウェン氏が頷うなずいた。

「そのために博士に来てもらったのです。博士が大丈夫と言ったものなら大丈夫」

　どうやらフランク博士は嗅きゆう覚かくの優れた種族らしい。毒味役として来てくれたのだ。他の皆に安全であることを示すためか、さらにお行儀の悪いことに、博士は片手でもぎとったケーキのかけらを口に放り込んだ。

「うん。うまい」

　スウェン氏もお茶を注いでくれるようにと、ニーナを促した。

「冷ましてしまうのはお茶に申し訳ない。いただくとしましょう」

　ニーナはてきぱきと動いて皆にお茶を注ぎ、それぞれが欲しいと言ったお茶菓子や食べ物を皿に取り分けて、提供した。

　サンドイッチを一切れつまんだスウェン氏が、背後に立っているチャリオットに話しかける。

「どうだね。何か聞こえるか？」

「ええ。派手に騒いでいますよ」

　もちろん、客間の扉はちゃんと閉めてあるのだが、それでも《梟ふくろう》の耳に楽に拾えるくらい、外の廊下は大騒ぎになっていた。

　男爵が信じられないといった顔つきで、すっかり顔がん色しよくを失った執事を問いつめている。

「それじゃ、おまえは、本当にあれがその娘だというのか？」

「は、はい……。混血の、娘だと。村の者がそのように申しましたので……。《けだもの》と一緒にいたということでしたので……」

「馬鹿め！　それだけか！　確認もしなかったのか!?」

　そんなことは言うだけ無駄である。男爵もそのことをよく知っている。生粋の人間と通常のインシードを見分けることなど、《目利き》でもない当たり前の人間にはできはしないのだ。

　忌々しそうに舌打ちして言った。

「よりにもよって、キャサリン・ウィンスロウだと？　あの《鳥》の絵を描いた娘じゃないか。その娘がどうしてゲルスタンなんかにいるんだ!?」

　ヴェンダース氏が慎重に口を挟んだ。

「キャサリン・ウィンスロウがゲルスタンに入国したことは間違いない。それは、ぼくの手の者が確認済みだ。ぼく自身は帰国と同時にエルリッヒのところへ駆けつけたから、後のことは知らないが……」

　一方、そのエルリッヒ伯爵も血相を変えて、ウェルナーを問いつめていた。

「あの娘は間違いなくエリオット・ウィンスロウの娘なんだな？」

「メリー・ウェザー女学院の校長が噓を言ったのでなければ……そうです」

　身分詐称と紹介状の偽造という犯罪を突き止められてしまったウェルナーも既に蒼そう白はくである。

　エルリッヒ伯爵も苦い顔だった。秘書のしたことはその主人のしたことだからである。実際、ウェルナーを女学院に潜入させたのは伯爵の思いつきなのだ。

　この点を追及されたら、伯爵の立場は非常にまずいことになる。

　フォン・ブラウン男爵のほうはそれどころではすまない。もっと切実な危機に直面していた。

　あれがキャサリンだということも、今日、自分が獲物として狩るはずだった混血娘だということも、絶対に何かの間違いであって欲しかったのだが、混血娘の持ち物だというトランクを調べてみれば、中から旅券が出てきた。名義はキャサリン・ウィンスロウとある。紛れもなくバナディス政府発行の、証印付きの本物だ。

　男爵はさらに逆上して叫んだのである。

「どうしてこれを先に調べなかったんだ！　一目見ればわかることじゃないか！」

「ぎ……偽造に違いないと、村の者が……」

「馬鹿者！　何より、捕らえたその娘が逃げ出したことをどうして知らせなかった！」

　執事は必死になって弁解した。明け方お帰りになった旦だん那なさまは、話は後にしてくれとおっしゃって、さっさとお休みになってしまった。お食事が済んだら申し上げるつもりだったと、くどくどと言い訳したが、今さらそんなことを言われても手遅れである。

「いいか。おまえは混血娘だと思いこんで、あの娘と召使いを地下牢ろうに放り込んだ。その際、何をしゃべったんだ？」

　執事はそれこそ、絞め殺される寸前の動物のような悲痛な声を絞り出した。

「おまえたちは、旦那さまの狩りの獲物だと……」

　男爵は逆に獰どう猛もうな犬のように唸うなった。捕らえたものにそうした言葉を浴びせかけて恐怖心を煽あおるのは、まったくのところ、男爵自身が日常的にやっていたことなのだ。

　ヴェンダース氏が難しい顔で言った。

「まずいぞ。フォン・ブラウン。きみはよりにもよって、外国の要人の娘を混血呼ばわりして、地下牢に放り込んだことになる。知らぬ存ぜぬでは通らないぞ。ひょっとしたら殺人未遂だ」

「ぼくは知らん！　執事が勝手にやったことだ！」

「それはもっと通らない」

　エルリッヒ伯爵も断言して、首を傾げた。

「しかし、昨日の今日でどうして戻ってきたのかな？　第一、若い娘が地下牢に入れられて、命からがら逃げ出したとしたら、今頃は倒れて寝込んでいるはずじゃないか」

　客間の扉越しにこの台詞せりふを聞き取った《島梟》のチャリオットは、形のいい薄い唇に微かすかな笑いを浮かべた。

　彼らの疑問はもっともだが、それはあくまで『普通なら』の話だ。

　ヘンリーやランスーリンから話を聞いただけでも、このお嬢さんはなかなか大胆で、度胸がある。今も優雅な仕草で茶器を持ち、スウェン氏やフランク博士とにこやかに歓談しているが、キャサリンの青い眼には憤いきどおりがあふれている。

　最初、その怒りは、自分が『混血呼ばわり』されたからではないかとチャリオットは思った。

　人じぶん間たちのほうが異種人類より優れていると無意識に思っている人間は、混イン血シードに間違えられると腹を立てる。この両者は同じものなのだから、そんな間違いは珍しくないことなのに、単なる勘違いだと笑ってすませることができない。自分は《けだもの》の縁えん戚せきだと思われたのかと、ひどく憤慨する。侮辱されたと思うのだ。

　昨夜のコーネリアスも、キャサリンの怒りはその種類ではないかと考えたのだろう。しかし、キャサリンは一度も、『わたしを混血と間違えるなんて！』という怒りは口にしなかった。

　彼女が怒っているのは、何の罪もない人たちが何人も男爵のなぐさみものになって殺されたこと、そんな非道がこの地ではまかり通っているという理不尽さにだった。

　チャリオットは秘書という今の身分にふさわしく、主人たちと席は共にせず、一歩下がって窓際に控えていたが、キャサリンはそんなチャリオットを振り返って話しかけてきた。

「ご一緒に召し上がりませんか？　召使いの質は悪くても、お茶菓子の出来はなかなかですわ。残してしまうのはもったいないですもの」

「いや、結構です。今の俺は秘書ですからね。同じ席に着いたりしたら、彼らに怪しまれます。──そろそろ戻ってきますよ」

　そこでキャサリンはもう一つ取ろうとしていたケーキを諦あきらめ、最後のお茶を飲のみ干した。

　その横では、やはり同じようにお茶を飲み終えたスウェン氏が素早くキャサリンに囁ささやいた。

「ありがとう、お嬢さん。あなたは充分な先制攻撃を加えてくれました」

「おじさま。わたしはこれからどうすれば？」

「特に、何も。難しく身構える必要はありません。あなたがしたいように振る舞ってください。それで充分です」

　言い終わると同時に、男爵たちが戻ってきた。

　フォン・ブラウン男爵は前にも増して友好的な、愛想のいい笑顔になっていた。よく見ればどうにも苦しい笑いだったが、一見したところは抱きつかんばかりである。

「いや、どうも、お待たせして、大変失礼しました。それに、キャサリンお嬢さん。あなたのトランクはちゃんとお預かりしていますよ。今すぐに運ばせますから」

　昨日のことに関してはあくまで知らんふりを貫こうという腹づもりらしい。

　キャサリンはにっこりと、それはそれは可愛らしく微笑んで礼を言った。しかし、運ばれたトランクの中身を──着替えや下着が入っているにも拘かかわらず、男の人たちの目の前で堂々と開けて調べて、心底、困惑した口調で言った。

「あら、お財布がないわ。どうしたのかしら？　ねえ、ニーナ。確か、ここに入れたのよね？　赤い子牛の革の、口金のついたお財布よ」

「ええ、間違いありませんよ。見あたらないんですか？」

「おかしいわねえ。トランクの中からお財布だけ消えたりするはずないのに……。金貨は全部、あのお財布に入れておいたのよね？」

「きっかり五十枚。ちゃんと数えました。他に銀貨も五十枚です。おかげでトランクがひどく重くなりましたもの」

　赤い子牛革の財布がトランクに入っていたのは本当だから、ニーナはすらすら答えた。

　昨日、地下牢ろうへ食事を運んできた男は、このトランクにしまっておいたはずのキャサリンの銃を持っていた。

　あの男が財布も盗んだのか、あるいは他の誰かがトランクをかき回したのか、いずれにせよ、泥棒はこの館やかたの中にいるのだ。

　しかし、キャサリンは、あなたの召使いが財布を盗んだのでしょうなどとは言わなかった。

　思いついたように手を打って、あくまで明るくこう言った。

「わかったわ。あんな大金だから、きっと誰かが別にしまってくれたのよ。ねえ、男爵さま。そうでしょう？　執事か女中頭に尋ねてみてくださいな。きっとすぐに出してくれますわ」

　フォン・ブラウン男爵は何とも言いがたい顔になったが、すぐに調べさせましょうと言った。

　男爵の二人の友人たちも、場を取り繕うどころではなく、居心地が悪そうに沈黙している。

　スウェン氏が当たり障りのない世間話を始めた。フランク博士がそれに応じたので、一同はほっとした様子で表情をやわらげ、しばらくは穏やかな会話が続いた。

　その間に、行方不明だったキャサリンの財布も無事に戻ってきた。中を見ると、金貨銀貨の数もちゃんと揃そろっている。

　ただ、何枚か、バナディスの通貨であるパウンド金貨とシルリン銀貨がゲルスタンの貨幣に変わっていたが、キャサリンはそれについては何も言及しなかった。男爵に笑顔で礼を言うと、財布はニーナに預けて、大人たちの会話に品よく耳を傾けていた。

　そのうち、スウェン氏は話題を巧みに誘導した。気づけば、話は異種人類と人間との確執に関するものになっていたのである。

「百二十年前の大戦の折には、ずいぶんと惨むごいことも起きたようですが、今、我々はこうして仲良くできる。ありがたいことです」

　感慨深げに語られた氏の台詞せりふにエルリッヒ伯爵が相あい槌づちを打ち、ぬけぬけとこう言った。

「まったくですね。種族が違うからなんていう理由で争うなんて、馬鹿げたことです」

「そのとおりですよ。しかし、敵と戦うのならまだいい。人間側は事実の誤認によって膨大な数の犠牲者を出したのですからね」

　スウェン氏がどこか難しい顔つきで言うと、マフィンにジャムをつけていたフランク博士が至極穏やかに言い出した。

「確かにな。敵と思いこんで味方を攻撃してしまったことが数え切れないほどあったはずだ」

「救いを求めてきた他の部隊の兵士を助けず、皆殺しにしてしまったという記録もあります。直接の顔見知りではないからわからなかった。同じ軍服を着ているだけでは信じられなかった。敵が味方を装って、砦とりでに潜入しようとしているのではないかと疑ってね。『自分たちは味方だ、信じてくれ』と最後まで訴える敗残の兵士たちに、砦の中から容赦なく砲弾を浴びせかけたというのですから、何とも、無惨な話です」

「それを言うなら、特筆すべきは密偵識別検査だろう。人間側の軍部が、異種人類側の密偵を異常に警戒して、無実の人々を片っ端から連行して尋問したという一件だ。『おまえは人間のふりをしているが、実は《けだもの》の仲間だろう。正体をあらわせ』と決めつけて、ひどい拷問を行ったというものだ。この検査によって殺された無実の人間は数百人に上のぼったというが、それだけの犠牲を出しながら、本来の目的であるはずの密偵を発見するという役にはまったくたたない検査だった。結局、一人の密偵も見つけられなかったのだからな」

　おいしそうにマフィンを平らげると、博士は独り言のように続けたのである。

「ま、要するに、誰かに指を差されたら最後、決して助からない。無実を証明する手段もない。そういう検査だったわけだ。何ともはや野蛮な話で、中世の魔女狩りと少しも変わらない」

「まったくです。そもそも身体を痛めつければ形態変化を起こすだろうという考え自体が見当違いなんですよ。拷問された人たちにしてみれば──彼らは皆、生粋の人間だったのですから、形態そんな変化ものができるはずもない。それなのに人間側の軍部は責め方が足らないのだと判断して、度を超した拷問を加え、結局、自分たちの手で何百人もの同胞を殺す羽目になってしまった」

「一方、異種人類側にはそんな被害者は一人も出なかった。当たり前だな。出るはずもない。異種人類は見れば一目で、仲間かそうでないかを見分けることができる。同じことが人間にもできれば、あんな犠牲者は出さずにすんだのにな」

　キャサリンは固かた唾ずを吞のんで、二人のやりとりを聞いていた。大戦のことは学校で習ったが、今のは初めて聞く出来事だ。

「これが混血となると、話はもっと厄介ですよ。どちらにも属し、どちらにも属さない。特に世代が代わると、本人たちには混血だという自覚も薄れてきます。それだけに、見分けるのも困難でしょうからね」

　そう言って、スウェン氏は、そっとキャサリンに眼をやった。

　今が出番だと心得たキャサリンは、わざと楽しげに言ったのである。

「おじさまのおっしゃるとおりですわ。昨日、わたしとニーナはこのお屋敷で、たいへんおもしろい体験をさせてもらいましたもの。もう少しで男爵さまに撃ち殺されるところでしたわ」

　スウェン氏は極めて自然に、いかにも知らなかったというように、眼を見開いてみせた。

「これは驚いた。大変なことを言われるものだ。──男爵に？　このお屋敷で？」

「ええ。先程のお話ではありませんが、村の人たちがわたしたちをインシードだと決めつけて──おまけに、とても文明圏に暮らす人の言うことではないと思いましたけど、インシードは狩猟の獲物にする以外、何の役にも立たないと言うのです。ですから、わたしたちを殺しても一向にかまわないのだと言われました」

「それはまた、穏やかでない話ではありませんか」

「本当に。物騒な話です。わたしたちがここで行方不明になったりしたら、父はゲルスタンの政府に対して正式な捜索要請を出していたでしょう」

　にこやかに言いながら、キャサリンは言外にたっぷり含みを持たせていた。今からでもそうすることができるという意味だった。

　捜索要請ではなく、殺人未遂事件の調査としてだ。

　追いつめられてしまった男爵は激しい焦りに顔を引きつらせ、それでもどうにか微笑らしきものを浮かべたのである。

「い、いや、お嬢さん。これは困ったな。それはみんな間違い……そう、間違いなんですよ」

「もちろん、そうでしょうとも。人間は撃ってはいけなくて、アナザーレイスやインシードは撃ってもいいなんて、男爵さまのように良識のある立派な方がするはずはありませんものね」

　キャサリンがほとんど脅迫的にやんわりと言うと、思いがけず、スウェン氏が力強く頷うなずいた。

「その通りですよ。お嬢さん。あなたの言葉を疑うわけではないが、それは何かの間違いです。男爵がインシードを差別したりするわけがありません」

　どういうつもりでスウェン氏がこんなことを言い出したのかはわからない。

　だが、現金な男爵は、救われたような顔になった。

「いや、そう言っていただけるとありがたい、スウェンさん。わたしは決して、そんな偏狭な差別主義者とは違うのですから……。お嬢さんもどうか、信じていただきたい」

　白々しくよく言うものだとキャサリンは思った。何かもっと効果的なことを言ってやろうと言葉を捜したが、その前に、スウェン氏が「もちろん信じますとも」と断言したのである。

「なぜなら、男爵ご自身がインシードなのですからね」
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　キャサリンは絶句した。ニーナもだ。二人とも眼を見張ってスウェン氏を見、男爵を見た。

　もちろん、誰よりも呆あつ気けにとられていたのはそのフォン・ブラウン男爵本人である。

　明らかに何を言われたのかを理解していない様子だった。

　しかし、その顔に、だんだんどす黒い血の色が昇ってきた。男爵が著いちじるしく誇りを傷つけられ、激しく憤慨していることは明らかだった。

　歯ぎしりの合間から唸うなるような声を絞り出した。

「これは……とんでもないことを言われるものだ……」

「なぜです？　異種人類の血を引く者は総じてインシードと呼ばれます。あなたも間違いなく、そのお一人でしょう？」

「馬鹿な！　スウェンさん。これ以上の侮辱は許すわけにはいきませんぞ！」

「ほう？　インシードであると言われることが侮辱なんですか？　しかし、それは紛れもない事実ですよ」

　男爵の二人の友人、エルリッヒ伯爵とヴェンダース氏は意外な成り行きにやはり驚いていたが、ヴェンダース氏が憤然と言いだした。

「突然そんなことを言われても、理解に苦しみますな。スウェンさん。それでは言いがかりと言われても仕方がない」

　エルリッヒ伯爵も賛成した。

「そうですとも。フォン・ブラウン男爵家の家系図は国の貴族会館に収められていますから、ご覧になってみればいい。そのどこにも異種人類の血が紛れ込む余地などないはずです」

「無論、拝見しました。ところで男爵。その家系図には、あなたから数えて三代前のご先祖が、ゲルスタン北部のイェルナ地方のデュッカス伯爵家から奥方を迎えたと記されておりますが、その事実はご存じでいらっしゃいますかな？」

「もちろんだ。たぐいまれな美しい婦人だったと当家の記録にも残っている！」

「結構です。ところで、デュッカス家には、その美しいご婦人からさらに二代前になりますが、嫁取りに関するロマンティックな逸話が残されています。当時の跡取りである若君が、ある日、湖へ遠乗りへ出かけた際、湖に舞い降りた一羽の白鳥が美しい娘へと変化するのを見た。その娘に強く心を惹ひかれた若君は、娘を連れ帰って妻としたというものです」

　キャサリンは思わず眼を見張って「まあ」と、小さく呟つぶやいた。

「白鳥の娘とデュッカス家の若君との間には七人の子が生まれました。長男はジークムントと名付けられ、たくましい青年に成長してデュッカス家を継ぎ、同じ地方のリースル侯爵家から奥方を迎え、男女合わせて五人の子を儲もうけました。その中の一人、クリステルと名付けられた娘こそが、後年のフォン・ブラウン男爵夫人です。金色の髪と灰色の眼、薔ば薇ら色の頰の非常に美しい女性だったと、デュッカス家の歴史書にも記載が残っています。つまり、その女性こそ、あなたの曾そう祖そ母ぼのクリステルであり、また同時に、彼女の祖母は異種人類だったのです。湖で若君の心を射止めた娘が何者かと言えば、疑いようもなく《白鳥》に違いありませんからな」

　この驚くべき話をどう受け止めたのか、フォン・ブラウン男爵はわなわな震えていた。

「そんなものは……でたらめだ！　ただのおとぎ話だ！」

「いかにも。美しいおとぎ話です。同時に、掛け値なしの真実でもあります。わたしは一言も噓は言っていません。今お話ししたことはすべてデュッカス家の歴史書に記してあることです。お疑いならデュッカス家に問い合わせてみればいい」

「噓だ！　わたしは……わたしは人間だぞ！」

「その『人間』という言葉を、あなたがどういう意味でお使いになっているのかわからないが、異種人類の血が一滴も入っていないと言いたいのなら、それは間違いです」

　スウェン氏はあくまで穏やかだった。少なくとも見た目はだ。

「こうした逸話は人間社会の各地に、実にたくさん残っているのです。それが白鳥であったり、鹿や狐であったり、時には白い蛇であったりするだけの違いです。昔の人間は、自分の愛した相手が動物の姿に変化することを驚きこそすれ、恐れたり軽けい蔑べつしたりはしなかった。ところが、あの大戦の折、異種人類は敵だという風潮が人間社会に広がった。そこで、異種人類の祖先を持っている家は人間たちの仲間はずれになることを恐れて、その事実を口にしなくなりました。デュッカス家の歴史書にしても、我々の求めに応じて、ようやく解禁されたくらいですからね。結果、生まれてくる子は自分を生きつ粋すいの人間と信じて疑わず、成長することになったのです」

　あざ笑うかのような口調だった。事実、スウェン氏はおもしろそうに男爵を見つめながら、口元に嘲ちよう笑しようを浮かべていた。

「何とも滑こつ稽けいな話ではありませんか。自分で自分が何者であるかも知らず、同胞であるはずの混血たちをおとしめ、卑いやしめ、むごたらしく殺して平気な顔をしている。恐ろしく自分勝手な理由で人を罵ののしりながら、実は自分も同じ理由で罵られる立場であると自覚していないのだから。あなたもそんな愚かな子どもたちの一人だったというのであれば、今この場で教えてさしあげられてよかったと思いますよ」

　キャサリンは緊張のあまり動どう悸きを激しくしながら、スウェン氏の口上を聞いていた。

　氏は、男爵の命は取らないと言っていた。かわりに存在意義を抹消するとはどういう意味かわからなかったが、見事だ。完全なる復ふく讐しゆうだ。

　スウェン氏はずっと捜していたのだ。男爵の肉体を殺すのではなく、その心を──フォン・ブラウン男爵という男の根幹を為なす部分を完膚無きまでに抹殺する手段を。

　そのために男爵家の家系図を丹念に遡さかのぼって調査したに違いない。

　狙いは的確だった。スウェン氏が用意した復讐の刃は何よりも効果的に男爵の臓ぞう腑ふを、その心臓を抉えぐったのである。

　身体には何の傷も負おっていなくても、男爵はもはや瀕ひん死し同然だった。その顔からは血の気が残らず引いている。眼は狂ったように血走り、正気を手放しているようにさえ見える。

　この時、ずっと窓辺に立っていたチャリオットがスウェン氏に近寄って、何か囁ささやいた。氏は頷うなずきを返して、今度はエルリッヒ伯爵に眼をやった。

「伯爵。確か近年、あなたのお家うちにも、デュッカス家からお輿こし入いれがあったと記憶しています。あなたのお父上ではなかったかな？」

　キャサリンは素早くエルリッヒ伯爵を窺うかがった。男爵に負けず劣らず硬直して蒼そう白はくになっている。

　その尋常ではない顔色からすると事実らしい。

「つまり、あなたも立派なインシードです。お仲間ができてよかったですね。男爵」

　フランク博士が低く笑った。

「それを言うなら、ゲルスタンの森林地帯や湖こ沼しよう地帯に古くからある家には、多かれ少なかれ、異種人類の血が伝わっているはずだぞ。フライシュマンが最初の混血を発表するより遥はるか以前、今から三百年も前には動物の姿に変化する娘を嫁にした、あるいは若者を婿にしたという話は、この辺りでは少しも珍しくなかったのだから。──そこのヴェンダースくんも一度、家系図を見直してみることだな」

　いきなり話題を振られて、ヴェンダース氏は椅子から飛び上がった。

「ぼくは違う！　第一そんな、そんな昔のことは、ぼく自身には何の関係もない！」

「そうとも！」

　男爵も猛然と言い返してきた。

「そんな昔の先祖が何だと言うんだ！　ぼくはれっきとした人間だ！　《けだもの》の仲間であるかのような言い方はよしてもらおう！」

　スウェン氏の表情が初めて変化した。

　その顔から微笑が消え、まるで氷山から吹いてくる風のような冷ややかな声で言った。

「ならば、今まであなたに殺された多くの混血たちに、なぜ、そう言ってやらなかった？」

「一緒にするな！　やつらは《けだもの》なんだ！」

「あなたもだ」

「違う！」

　口から泡を吹かんばかりにして、男爵は叫んだ。

「ぼくは違う！　断じて違うんだ！　このフォン・ブラウン男爵家には《けだもの》の血など、一滴たりとも流れてはいない！」

「それをどうやって証明する？　インシードと普通の人間の間には、僅わずかな差も、違いもない。その事実はあなたが今、自分自身の身体で思い知っているとおりだ。あなたがいくら、自分は人間だと言い張ったところで、あの歴史書がすべての真実を物語っている」

「き、貴様……」

　男爵はもはや、スウェン氏につかみかからんばかりだった。憤然と立ち上がった。

「どういうつもりだ!?　デュッカス家の歴史書だと？　そんなものをわざわざ引っぱり出して、こんなでたらめを並べに来たのか！」

　この期に及んで、まだ、でたらめだと言う。どうしても事実だと認めたくないらしい。いや、認められないのだ。本当のことに違いないとわかっていても、そんなことを認めてしまったら、まさに世界が崩壊してしまう。自分自身の立っている大地が砕けて奈落の底に突き落とされる。

　一方、スウェン氏も、友好的な様子をかなぐり捨てていた。

　依然として椅子に座ってはいるが、その顔は険しく、青い双そう眸ぼうには灼しやく熱ねつの炎が燃えていた。

「この話を持ってここへ来たのは、おまえが今まで何をしてきたのか、思い知らせるためだ。五ヶ月前、この館やかたに家庭教師としてやって来た娘を覚えているか？」

「な、なに……？」

「おまえにとっては数多くの獲物の一人に過ぎないだろうが、マルティナ・バロアはわたしの従兄いとこの娘だ。実の娘ことも思っていた娘だ。美しく、賢く、気だての優しい娘だった。その娘を、おまえは、インシードだという理由だけで撃ち殺した」

　男爵がさらに顔色を変える。

　キャサリンは足下に置いてある、今の服装には不似合いな大きな鞄かばんに、そっと手を伸ばした。

　これはもう、口で言い争っているだけではすまないと思ったのだ。

　逆上した男爵は何をするかわからない。後の仕事はここから脱出することだ。ミュリエルはこの館の私兵を二人、倒したが、他にも武器を持った私兵がいないとは限らない。

　そう思った折もおり、突如として客間の扉が開いた。続いて、まさに武装した一団が客間に乱入してきたのである。

　しかし、それは、館の私兵などではなかった。れっきとした軍服に身を包み、長い軍用銃を構えた軍人だった。

　キャサリンは呆あつ気けにとられたが、この乱入は男爵にとっても予想外のことだったらしい。

「なんだ！　おまえたちは!?　誰の許しを得て入ってきた！」

　激げつ昂こうして喚わめいた男爵の問いに、彼らは答えなかった。無言のまま、銃口を男爵に向けた。

「何をする!?　無礼な！」

「きみたちはどこの所属だ！　責任者を呼びたまえ！」

　エルリッヒ伯爵とヴェンダース氏が口々に叫んだが、兵隊はそれでも動じない。

　もうお茶どころではなかった。全員が立ち上がって机を離れた。

　その際、キャサリンはもちろん鞄を持つのを忘れなかった。

　兵隊は全部で七人いた。そして、客間を占領した彼らの後ろから、山ほど勲章をぶら下げた、小柄でがっしりした体たい軀くの軍人が現れた。

　キャサリンにとっては初めて見る顔だが、これはもちろんフリードリヒ将軍である。

　勲章の重みで反っくり返っているような将軍はまっすぐフォン・ブラウン男爵を見据えると、高圧的に言った。

「奴らはどこだ！」

「これはいったい、何事ですか、将軍!?」

「逃げ出した混血どもはどこかと訊きいているのだ！　奴らが我々の包囲網をくぐり抜けてこの館に潜入したことはわかっている！　かばい立てをするとためにならんぞ！」

「かばう……？」

　男爵は理解に苦しむ顔つきになった。将軍の言っているのが変化する混血たちのことならば、自分も喜んで捕まえるところだ。解剖されてしまうのは困るから、捕まえた後で『隠す』かもしれないが、断じて『かばう』ような覚えはない。

　だが、将軍はさらに声を張り上げたのである。

「とぼけても無駄だ。フォン・ブラウン男爵。まことにもって遺憾なことだが、きみも奴らの一味だと──インシードだというではないか！」

　男爵は鉛の塊でも吞のみ込んだような顔になった。何ともすさまじい眼をスウェン氏に向けた。

　その目線にスウェン氏は皮肉に頷うなずいてみせたのである。

「わたしの仲間が知らせたのだ。デュッカス家の歴史書の写しと一緒にな。歴史書は本物だし、おまえの身体にデュッカス家の血が入っていることも間違いない。同じことをボッシュ村にも知らせてやったから、今頃、村は大騒ぎになっているだろうよ」

「現になっておる！」

　唸うなるように言って、将軍は初めてまともにキャサリンたちを見た。

「諸君らは誰だ？　ここで何をしている」

「わたしはロームのステュアート・スウェン。こちらはエレンバーデンのフランク博士です。それにバナディスのキャサリン・ウィンスロウ嬢」

　紹介したスウェン氏を押さえるように、フランク博士が進み出て、重々しく言ったものだ。

「将軍。わたしはこんな騒動に巻き込まれるのは極めて不愉快だ。帰らせてもらうぞ」

　権威に弱い人間は、名のある相手からこういう言い方をされると案外従ってしまうものだが、将軍は頑固だった。きっぱりとはねつけた。

「いいえ、そうはいきません。フランク博士の高名はよく承知していますが、それとこれとは話が別です。この場に居合わせた以上、あなたも容疑者です」

「容疑者だと？　なんのだ」

「無論、《けだものども》の関係者であるという容疑です。わたしのもっとも信任する部下であったフォン・ブラウン大佐までが《けだものども》の手先であると判明した以上、誰も彼も疑ってかからねばならないのです！」

　憤然と、むしろ誇らしげに断言する将軍の様子は常軌を逸していた。自分のしていることが犯罪行為であるという自覚すら、すでに失っているようだった。

「それに、ロームのスウェンという名には聞き覚えがある。確か純血の《けだもの》のはずだ。この館に逃げ込んだ特殊な混血と無関係であるはずがない。一人ずつ取り調べる！」

　決して公言してはならないことを堂々と言い放つのだから、ますますもって尋常ではない。

　それとも、ここにいる者すべてを生かして帰す気はないから言っているのかもしれなかった。

「わたしは館の捜索に向かう。用意ができ次第、呼ぶ。厳重に見張れよ。何をするかわからん連中だぞ」

　居丈高に命じると、将軍は側近らしい二人の男を従えて客間を出ていった。

　残った五人の兵士は、客間の中の人間たちに銃口を向けている。ここから一人ずつ呼ばれて、取り調べを受けることになるのだろう。

　エルリッヒ伯爵とヴェンダース氏、それにもちろんフォン・ブラウン男爵は、自分たちは無関係だと大声で喚き立てていたが、二人の兵士が彼らに銃口を突きつけて黙らせた。

　残り三つの銃口はキャサリンたちに向けられている。

　さすがにキャサリンもひやりとした。ニーナも震えながらキャサリンにすがりついていたが、スウェン氏も、そしてフランク博士も動じなかった。

「暴力は結局のところ、もっと大きな暴力に負けるものだ」

　フランク博士が小さく呟つぶやき、スウェン氏はやはり小声でキャサリンに話しかけてきた。

「お嬢さん。あなたは人を撃てますか？」

　父から射撃を習った時、キャサリンは何よりも先に、絶対に銃口を人に向けてはいけないと教わった。

　同時に、本当に、生命の危険が迫った時には、決してためらってはならないと教わった。

　スウェン氏の眼を見つめて、頷いた。

「殺すのはいやですが、手足を撃ち抜くくらいのことはできます」

「結構です。──ダムー。聞いているな？」

　キャサリンは驚いた。どこに向かって話しているのかと思った。

　顔は兵隊のほうを向いたまま、スウェン氏は独り言のように続けたのである。

「もう知ったかもしれないが、マルティナが死んだ。この館やかたの男爵に殺されたのだ。何の罪もないあの娘は、裸に剝むかれ、犬に追い回され、撃ち殺された。あげくに犬の餌にされたという。わたしは種族の掟おきてに従い、復ふく讐しゆうを果たす。──おまえはこのお嬢さんたちを頼む」

　言い終わると同時にスウェン氏が動いていた。チャリオットもだ。

　二人はフォン・ブラウン男爵に銃口を向けている兵士たちめがけて飛びかかったのである。

「あっ！」

「この！」

　不意を突かれた二人の兵士はその場に昏こん倒とうしたものの、離れた位置に立っていた残り三人はたちまち血相を変えた。

　訓練された者特有の素早さで狙ねらいを変え、スウェン氏とチャリオットを撃とうとした。

　その時だった。

　開け放たれていた客間の窓から複数の人影が飛び込んできたのである。

　まだ立っていた三人の兵士は、ほぼ同時にケイティの投げナイフを食らって、床に倒れた。

　急所は逸それたので、その一撃では彼らは死ななかった。倒れてなお銃を手放さないところは立派だったが、一瞬で距離を詰めたダムーが踏みつけて昏倒させた。

『奇抜俱ク楽ラ部ブ』の三人はそれぞれ悲鳴を上げて逃げ出そうとしたが、その時にはスウェン氏がフォン・ブラウン男爵を拘束し、チャリオットが他の二人を手刀の一撃で沈めていた。

　あっという間だった。

　そしてキャサリンは、自分の目の前に、自分をかばうように立ちはだかった人を見た。

「大丈夫だった、お嬢さま？」

「ベラフォードさん！」

　ずっと心に掛かっていた人の姿を前にしたのだ。抱きつきこそしなかったが、そのくらいの心境だったのは確かである。

「ごめんなさい！　わたし……本当に、申し訳ありません！　何とお詫わびしたらいいか……」

「いいから。それはあとにしましょうよ。ここから逃げるのが先だわ」

「言えてるね」

　ケイティは倒れた兵士たちの身体からナイフを抜き取って、血を拭ぬぐっている。

　この時になって、ヴィンセントがやっとのことで、よたよたと窓枠を乗り越えてきた。

「こ、こ、恐かった……」

　客間の床にぺたんと座り込んでしまった彼は、気の毒に、ほとんど泣きべそをかいている。

　ニーナが慌てて、そんな少年に手を貸して立たせてやった。

「あらあら、まあ。ずっとこの外にいたんですか？　全然気がつかなかった」

「来たのはさっきなんですけど、ぼ、ぼく、高いところ、だめなんです……」

　彼らは、壁の途中に装飾としてつくられている僅わずかな出っ張りに腰を下ろしていたらしい。

　すぐ足下は断だん崖がい絶壁なのだから、それはさぞ恐かっただろう。

　チャリオットは倒れた兵隊の手から銃を取り上げて、次々に窓へ向かって放り投げている。

　窓の外にはビルテ河の流れがある。この勢いなら、銃は水面へ落ちて沈むに違いない。

　一方、スウェン氏は奇妙なことをしていた。気絶させたフォン・ブラウン男爵に猿ぐつわを嚙かませて、後ろ手に縛りあげているのだ。

「おじさま。男爵をどうなさるおつもりです？」

「あなたに言ったとおり、殺しはしません。わたしにそんな権利はありません。この男の命を奪う権利があるのは、今まで犠牲になった人々の家族だけです。言い換えればマルティナの両親です。しかし、マルティナは、自分のために両親が手を汚すことを喜びはしますまい」

「ええ」

「わたしはこの男に、この男がマルティナにしたのと同じことをするつもりです。衣服を奪い、丸裸にして、人里離れた森の奥に放します。後のことはシェーファーの森の狼たちに任せます。異種人類ではない、いつもお腹を空すかせている本物の狼たちにね」

　キャサリンは思わず息を吞のんだ。スウェン氏は──《鰐わに》のシャイラックは、その青い瞳ひとみに不思議な光を浮かべて、キャサリンを見つめてきた。

「お嬢さん。あなたとニーナさんは、この場では二人だけの無形種であり、無形種を代表する立場だ。──言ってみてください。わたしの処置をひどいと思いますか？」

　キャサリンは首を振った。しかし、当然の報いだと言うこともできなかった。

　自分は検事でも裁判官でもない。人を裁く権限を与えられているわけではないのだ。だから、こんなふうに言った。

「どうぞ、おじさまのなさりたいようになさってください。それこそ、わたしにはおじさまを止める権利はありません。そんな権利は──わたしたち人間の誰にもありませんわ」

　廊下を窺うかがっていたフランク博士が戻ってきた。

「今のところ気づかれた様子はないが、軍勢は予想以上の数だ。逃げるのが難しくなったぞ」

「ええ。でも、強力な援軍が来てくれましたからね」

　その援軍の中で、ダムーだけは様子が変だった。兵隊を踏み倒すとすぐに、隣室へ続く扉に張りついて、鳥肌を立てている。

　スウェン氏がそちらに近寄って声を掛けようとしただけで、ダムーは飛び上がった。

「おっさん！　あんまり近寄るなよ！　この距離でもぎりぎりなんだからな！」

「まったく、困った奴だ」

　スウェン氏は苦笑したが、今はそんな場合ではない。

　どうやってこの館やかたから逃げるかを考えなければならない。

　この館には出口が幾つもある。正面玄関、厩きゆう舎しやに続く勝手口の他に、反対側にも裏口がある。

　逃げるだけならともかく、男爵を持っていくとなると、馬車を取り戻す必要がある。

　スウェン氏らが、どうやって勝手口まで兵隊に見つからずに行くかと相談しているその横で、キャサリンは大きな鞄かばんの中からガンベルトを取り出して、ドレスのタフタの上に巻いた。

　ホルスターから四十四口径を抜き、両手で構えて、男の人たちを見上げて言った。

「おじさまたちはコーネリアスさんの待つ勝手口へ向かってください。わたしは裏口へ行って発砲します。そうすれば、兵隊の注意は全部こちらに向くはずです」
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　男性陣は啞あ然ぜんとした。驚かなかったのは用心棒たちと、深々とため息を吐ついたニーナだけだ。

　いつもはほとんど表情を動かさないチャリオットが、精一杯、眼を丸くしている。

「あなたが、囮おとりを引き受ける？」

　重厚な物腰のフランク博士も、さすがに顔色を変えていた。

「お嬢さん。それは無茶だ。奴らは本気で撃って来るぞ」

「わかっています。わたしも本気で撃ちます。──殺さないようにはしますけど」

　キャサリンはそう断って、決意に満ちた顔で用心棒たちを振り返った。

　緊張のために幾分固い声にはなったが、キャサリンは、にっこり笑って言ったのである。

「皆さん。皆さんは今は何も、お仕事は引き受けていませんわよね？」

　ケイティが、今は針のように細い猫の眼をきらっと光らせた。

「まあね。手は空いてるけど。ちょうど仕事にあぶれちゃったとこなんだよ」

　ベラフォードも笑いながら肩をすくめている。

「アタシたち、何をすればいいのかしら？」

「わたしの護衛をお願いします。兵隊が何人いるかわかりませんが、これを突破して裏口から脱出します。その後は、わたしとニーナを安全なところまで送り届けてください」

　ケイティとベラフォードは顔を見合わせて、肩をすくめた。

「すっごい難しい注文」

　声を揃そろえて言って、二人はやはり揃ってダムーを見た。

「どうする？」

　彼らの中では、決定するのはダムーの役目だった。爬は虫ちゆう類るいが恐くて震え上がっていてもだ。

　そのスウェン氏と別行動を取りたかったのかもしれないが、ダムーは即座に言ったのである。

「いいんじゃねえか。どのみち、ここから逃げなきゃいけないんだ」

　話は決まった。キャサリンとニーナ、それに四人の用心棒（実際には一人は役立たずだから、三人ともいえる）は、そっと客間を出て、辺りを窺いながら裏口を目指した。

　足下には豪華な絨じゆう毯たんが敷かれていて、ニーナやヴィンセントが歩いても足音を立てずにすむ。

　銃を握りしめて進みながら、キャサリンは小声で囁ささやいた。

「ケイティさん。ヘンリーさんは？」

「鰐の連中と合流して、今は村はずれの森に残ってるよ。ヘンリーがいると誰かさんが完全に戦力外になっちまうからね」

　それで安心して、キャサリンは辺りを窺いながら慎重に進んだ。

　キャサリンは建物から脱出する寸前に何発か発砲して、兵隊の注意を引くつもりだった。

　あまり出口から離れた館の中で騒ぎを起こすと、こちらが逃げられなくなってしまうからだ。

　そうした事情はキャサリンよりも用心棒たちのほうが切実に察していたらしい。廊下の角を前にした時、キャサリンは不意にダムーに腕を摑つかまれ、すぐ傍そばにあった扉の中に引き込まれた。

　ヴィンセントはケイティが、ニーナはベラフォードが同じようにして引きずり込んだ。

　強引なやり方に驚いたが、ダムーの腕の力には明らかに何らかの意志が籠こめられていたので、キャサリンは声を立てたりしなかった。実際、その理由はすぐにわかった。彼らが部屋の中に隠れるとほぼ同時に、廊下を曲がってやってくる足音がしたのである。

　キャサリンはすかさず扉に張りついて息を潜め、ニーナもヴィンセントも同じようにした。

　やがてその足音が遠ざかったのを確認して、キャサリンはそっと息を吐いた。

　同時に、部屋の中から細い声がした。

「だれ？」

　この部屋は無人ではなかったのだ。ぎょっとして振り返ると、そこには十歳くらいの少年が眼を丸くして立っていた。

　黒い髪を品よく切りそろえた、贅ぜい沢たくな身なりをした少年だった。

　室内を見れば、内装の壁紙は可愛らしく、床には様々な玩具おもちやが点在している。ここは確かに子ども部屋だ。

　それにしてはお守もりの女中の姿が見あたらないのが変だが、山ほどの玩具に囲まれて一人で遊んでいた少年は、突如として乱入してきた六人もの人間に驚いた様子だった。

　キャサリンに向かって、もう一度、訊きいた。

「お姉さん、誰なの？」

「キャサリン・ウィンスロウよ。あなたは？」

「ぼくはコンラート・フォン・ブラウン」

　キャサリンは思わず唇を嚙かんだ。ニーナも何とも言えない顔になった。

　間違いない。フォン・ブラウン男爵の一人息子の、マルティナが教えていたという少年だ。

　この少年はあまり幸福ではなさそうだった。見たところは何不自由ない暮らしをしていても顔色は暗く沈んだものだし、眼はおどおどして、声にも力がない。

　拳銃を握っているキャサリンを見て、明らかに不安そうな顔になっている。

「ここで何をしてるの？」

　言葉に詰まってしまったキャサリンだった。

　長話をしている時間はない。しかし、この少年に何も言わずに背を向けることもできない。

　だが、いったい何を言えばいいのかとためらった。この少年の父親は今まさに死刑執行人の元へ送られようとしているのだ。二度と父親には会えないと、まさかそんなことは言えない。

　言えないが、事情だけは説明しなければならない。

　必死に適切な言葉を捜したが、用心棒たちはそんな遠慮とはまったく無縁だった。

　ケイティが鼻を鳴らした。

「本当ならあんたも一緒に片づけるところだけどね。あんたはまだ子どもだから、鰐わにの連中も見逃してやることにしたんだろうよ」

　さらにダムーは、ずばりと言った。

「俺たちはな、おまえの親父をとっつかまえに来たんだ。実際、とっつかまえたぜ」

「ケイティさん！　ダムーさん！」

　あまりにも露骨な言葉にキャサリンは顔色を変えたが、ダムーは肩をすくめた。

「格好をつけたって始まらないだろう。おい、坊主。おまえ、マルティナを覚えているか？」

　みるみる少年の顔色が変わった。喘あえぐように言った。

「バロア先生……？」

「そうとも。マルティナがどんなふうにおまえの親父に殺されたか、おまえは知ってるな？」

「裸に剝むいて、犬に追わせて、撃ち殺したんだって？　おまけに死体は犬の餌。ひどいもんだ。当然、今度はあんたの親父さんがそうなる番ってわけ」

　真っ青になった少年は悲鳴を上げようとしたが、すかさずベラフォードがその口を押さえた。

「はい、泣かない、泣かない。今、大声を出されたら、アタシたち、逃げられなくなっちゃう。どうしても泣き叫ぶって言うんなら、ちょっと気絶しててもらうことになるけど。──泣く？　それとも、おとなしくしてる？」

　不自由な口で少年が何と言ったのかはわからなかったが、ベラフォードは手を離した。

　拘束を解かれた少年は泣き叫びこそしなかったが、血の気の引いた唇を震わせて言った。

「父さまを助けて……。助けてよ！」

　キャサリンは絶望的な気分になって、ニーナと顔を見合わせた。

　フォン・ブラウン男爵をスウェン氏の手に委ゆだねたことについて、後悔はしていない。しかし、あんな男でも、この少年にとっては実の父親で、たった一人の家族なのだ。

　ベラフォードがゆっくりと首を振って言った。

「気の毒だけど、それはできないわ。あなたにもわかってるでしょ？　お父さんは殺されても仕方がないことをしてきたんだから」

「だから、助けてっていうのはどう考えても話が通らない。あたしらにできるのは、あんたを一緒に殺してやることくらいだね。どうする？　ちょっと痛いだろうけど」

　そう言って、ケイティは無造作にナイフを取り出してみせた。まるで『りんご食べる？』と問いかけているような手軽さだったが、それだけに彼女の本気がいやでも伝わってくる。

　ニーナが小さな悲鳴を上げたくらいだ。少年は震え上がった。こうなると自分の身に迫った危険を回避することが第一である。声は殺して必死に叫んだ。

「ぼくはバロア先生を殺したりしてないよ！」

「ふうん？　だけど、《けだもの》って罵ののしって、唾つばを吐いたんだろう？　先生は最後の手紙にそう書いてきたってよ」

「それはぼくのせいじゃない！　父さまが、そうしろって言ったから……」

「あんた、いくつ？」

「十歳……」

　ケイティは針のように細い猫の眼で少年をじっと見下ろしたので、少年はますます怯おびえて、あとずさった。

「十歳にもなった男の子が、親父さんの言うとおりにしかできなかったわけ？」

「ぼくは……ぼくは、先生が好きだったよ！　本当に好きだった。助けたかったんだ！　でも、父さまが……」

「あたしが言ってるのは先生のことだけじゃないよ。その前にも、あんたの親父さんは何人も、自分の楽しみのためだけに殺してる。親父さんは、その人たちは《けだもの》だから殺してもいいって言ってたかもしれないけどね。そんなのはとんでもない話なんだ」

「だったら、それじゃあ、もうやらないように、ぼくからお願いするよ！　父さまは、ぼくのお願いならきっと聞いてくれるから……、だから、父さまを助けてよ……」

　少年の声は最後には泣き声になった。

　必死に訴えるその様子は、キャサリンとニーナには哀れを誘うものだったが、用心棒たちは不可思議な生き物でも見るかのように、まじまじと少年を見つめたのである。

「おまえ、変なことばかり言うんだな」

　ダムーはさも心外だとばかりに、眼を丸くしている。

「おまえの親父はマルティナを殺した。だから、おまえの親父はマルティナの身内に殺される。簡単な話じゃねえか。──こんな簡単なことが何でわからないんだ？」

　あっさりと語られた割りには恐ろしく厳しい言葉だった。ダムーはさらに、腰の短刀に手を掛けて言ったのである。

「おまえに選べるのは親父と一緒に死ぬか、それとも、一人で生きるかだ。どっちにする？」

　戦争に明け暮れた中世ならともかく、こんな選択を迫られる十歳の少年は現代にはいない。

　少年が眼を見張り、硬直したまま答えないので、ダムーは左手で面倒くさそうに頭を搔かいた。

「死ぬか？」

　少年はものすごい勢いで首を振った。

「じゃあ、生きるか？」

　それは言い換えれば、父親の命は諦あきらめろということでもある。こんな選択を迫られる十歳の少年も他にはいない。今にも泣き出しそうな顔になったが、少年は小さく頷うなずいた。

　ダムーはそれで短刀から手を離した。

　扉の外の気配を窺うかがうと、少年を振り返って言った。

「俺たちが逃げるまで、この部屋に籠こもってじっとしてろ。怪け我がしたくなかったらな」

「待って！」

　少年は部屋の隅の机から何かを取り出して持ってきた。一同のうち誰に渡そうかためらって、キャサリンに差し出してきた。色紙でつくった封筒のようだった。

　受け取ってみると、何かやわらかいものが入っている。

「これは？」

「バロア先生の、髪の毛」

　ダムーがちょっと顔色を変えて、キャサリンの手から封筒を受け取った。端を少し切って、中の匂いを嗅かいでみた。

　それから、彼にしては珍しいくらい真剣な顔になって、少年を見下ろした。

「どうやって手に入れた？」

　マルティナの遺体は犬の餌として処理されたのだ。その『残ざん骸がい』も廃棄物として処分されたはずである。

「父さまがドローテに──地下の係りの女中に命令して、先生を牢ろう屋やに入れる前に切ったんだ。鬘かつらをつくるって……。ぼくは、父さまには内緒でドローテから取り上げたんだよ。先生の……お墓をつくろうと思ったから」

　ケイティは舌を鳴らし、ベラフォードは眉まゆをひそめ、そしてダムーは何とも物騒に唸うなった。

　どう考えても男爵を許すことはできない。いくらこの少年がかわいそうだからと言っても、この少年からたった一人の親を奪うことになってしまうとしても、許されるはずがない。

　キャサリンは銃を一度、ホルスターに戻すと、また泣き出しそうな顔をしている少年の手をしっかりと握って言った。

「コンラート。ありがとう。あなたの気持ちを知れば先生もきっと喜ぶわ。この遺髪は必ず、先生の遺族に届けるから、安心してちょうだい」

　硝煙に汚れることを避けるために遺髪はニーナが丁寧に懐にしまい、そしてキャサリンは再び銃を抜いた。

　廊下に人気がないことを確認すると、一同は子ども部屋を飛び出した。
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　ずいぶん時間を浪費したような気がするが、屋敷の中はまだ静かだった。スウェン氏たちは無事に厩きゆう舎しやへ辿たどり着けただろうかと考えながら、キャサリンは裏口を目指して突進した。

　急がなくてはと思って、つい早足になる。それがまずかった。

　ダムーがはっとして、キャサリンを止めようとした時は遅かった。書斎から出てきた兵士と、彼らはばったり顔を合わせてしまったのである。

　すかさずケイティがナイフを投じ、ベラフォードが鞭むちの一撃を加えた。

　ベラフォードが得意とするこの黒くろ蛇へび鞭むちは非常な威力がある。熟練者が扱えば一打ちで相手を失神させることもできるが、わずかに遅かった。

　黒蛇鞭がその兵士を容赦なく叩たたきのめした時には、危急を知らせる悲鳴が響き渡っていた。

「どうした!?」

「何事だ！」

　二階の廊下にたちまち兵士の姿が現れた。皆、手に銃を持っている。ためらったらこちらが撃たれる。キャサリンはきつく唇を嚙かみ、銃を構え直した。

「ニーナ、伏せて！」

　銃声が響いた。すべて、キャサリンの四十四口径から発した銃声だった。

　キャサリンは瞬またたく間に三人の右腕を撃ち抜いていたのである。倒れた彼らの横を通り過ぎ、そのまま廊下を一気に走り抜けて、裏口に降りられる階段を目指した。

　途中の部屋からまた二人現れたが、彼らが腰の拳けん銃じゆうに手を掛けた時は、すでに遅い。

　キャサリンの銃声が先に響き、彼らは悲鳴を発して、腕を押さえて倒れるはめになっている。

　例によってその顔を踏みつけながら、ベラフォードがキャサリンを振り返って笑った。

「相変わらず、いい腕ねえ。ルワナの時より冴さえてるんじゃない？」

「ほんと、お嬢さまなんかやらしとくのはもったいないよ。──あたしらと組まない？」

「お二人とも。からかわないでくださいな」

　小走りに走りながら苦笑したキャサリンだった。褒めてくれるのは嬉うれしいのだが、彼らには緊張感というものがないらしい。

　残りは一発。手間は掛かるが、全弾を装そう塡てんしなおすかと思った時、ちょうど前方の階段から兵士が一人、上がってきた。

　キャサリンとまともに、眼と眼を合わせる格好になった。

　さっきから何度も銃声が響いている。この兵士はあらかじめ、右手に拳銃を握っていたが、キャサリンのほうが遥はるかに早かった。しかも、狙ねらいも正確だった。

　階段までの距離はまだ十メートル以上はあったというのに、キャサリンは狙い通り、一発で、男の太ふと股ももを撃ち抜いていたのである。

　足を撃たれた兵士は悲鳴を上げて、上がってきたばかりの階段を転がり落ちていった。

　ダムーが眼を丸くする。

「……出番がないぜ」

　すべての戦闘には守備範囲というものがある。彼らの間では、なぐりあい、どつきあいの、いわば接近戦がダムー、中距離戦がベラフォード、そして遠方の敵を倒すのはケイティの役目だった。それぞれが得意としている武器の性質からして、自然とそうなるのだ。

　ところが、キャサリンの銃はケイティの投げナイフ以上の守備範囲を攻撃することができる。

　おかげで、ダムーにはすることがない。

　厳密に言えば、彼は接近戦ばかりを得意としているわけではない。相手が素手で、一人なら、ダムーはケイティの投げナイフ程度の射程距離を無にするだけの瞬発力を持っている。

　しかし、相手が大勢で、しかも顔を合わせるなり発砲してくるとあっては、餅もちは餅屋だ。

　お相手は同じ拳銃使いに任せて、おとなしく見物に回るのが利口というものである。

「銃の欠点はこの銃声ですわ。ケイティさんやベラフォードさんのように、音も立てずに倒すことはできませんもの。六発撃ってしまったら、こうやって弾たま籠ごめもしなければなりません」

　言いながら、キャサリンは空になった弾倉にガンベルトから抜いた実包を装塡している。

　細い指が器用に四十四口径の弾を扱うのを、ダムーがおもしろそうに見つめている。

「全部いっぺんに詰めるのか？　一発撃ったら一発籠めるんじゃ、だめなのか？」

「そういうわけにもいかないんですわ。──行くわよ、ニーナ、遅れないで！」

「は、はい！」

　この中でニーナとヴィンセントは完全なお荷物だった。ただ、後をついて行く役である。

　これだけ何度も銃声が響いたのだ。屋敷の中はそろそろ騒ぎになろうとしていた。

　屋敷の広さが幸いして、どこで銃声が響いているのか、まだ特定できないでいるようだが、それにも限度があった。ものものしい足音がこちらへ向かってくる気配がする。館の反対側に待機していた兵隊が皆、こちらに駆けつけてくるのだ。

　それはキャサリンの狙い通りのことではあったが、急がないと自分たちが逃げられなくなる。

　階段を駆け下りて、裏口を目指した。

　裏口までは左右に部屋を持つ、長くて広い廊下になっていた。

　ここには絨じゆう毯たんが敷かれていない。木の床のままだから、走るといやでも足音が響く。

　ダムー、ケイティ、ベラフォードの三人は足音を殺して走ることができたが、キャサリンとニーナ、それにヴィンセントにはとてもできない真似である。

　左右の扉から、館やかたの捜索に当たっていたと思われる兵隊が次々に現れた。

　兵隊が捜しているのは『特殊能力を持つ混血』である。つまりダムーたちだ。用心棒たちの姿を認めるなり、兵隊は大声を張り上げ、キャサリンはさらに弾倉を空にしたのである。

　走りながらの射撃は無理だったので、撃つ直前に足を止めて、素早く照準を合わせる。

　これはなかなか難しかったが、キャサリンはすぐにこつを吞のみ込んだ。さすがに銃の重さに手がだるくなってきていたが、それでも、滅多に外すことはなかった。

　弾籠めに手間取っている間は、ケイティの投げナイフと、ベラフォードの黒蛇鞭が活躍した。

　捜索中の兵隊を全部片づけて最後の角を曲がると、そこは一本道の細い通路になっていた。

　そして前方に裏口が見えた。

　それは、裏口といった粗末なものではなく、第二の玄関といった様子の出入り口だった。

　床にも天井にも、ちゃんとした装飾が施されており、広いホールがつくられている。

　幸い、ホールに人気はない。あそこから外へ出ればとキャサリンは思った。その時だ。

　ダムーが低く叫んだ。

「止まれ」

　裏口のホールを目の前にして、彼らはぴたりと足を止めたのである。

　遅れぎみだったニーナとヴィンセントが、ぜいぜい言いながら駆けつけてくる。

　ケイティが短く訊きいた。

「なに？」

「表に人がいる。大勢だ」

　ある意味、運が悪かったと言えるだろう。この裏口のすぐ外に別の一隊が布陣していたのだ。

　屋敷の中から響いた銃声を聞きつけて、彼らはすぐさま行動を起こしたのである。

　同士討ちを恐れて館の中に踏み込んでは来なかったが、キャサリンたちが出ようとしていた裏口の外に集結して、恐らくは武器を構えて待ち伏せしている。

　ダムーは慎重に外の気配を探った。五人や十人では利かない数だ。

　舌打ちして振り返ったが、後ろからも追っ手が来る。

「まずいな。囲まれるぞ」

　今いるのは一本道の通路で、左右に逃げ込めるような部屋はない。曲がり角まで戻ることも、こうなっては手遅れだった。気配がどんどん近づいてくる。

　この局面でも、ダムーとケイティ、それにベラフォードだけなら何とでもなるのだ。俊足と敏びん捷しようさにものを言わせて相手を攪かく乱らんすることもできるが、ヴィンセント少年とニーナはすでに息を切らしている。キャサリンも銃は使えるが、運動能力はまったくの人間だ。

　ダムーは顔をしかめて言ったのである。

「しゃあねえなあ……」

　ベラフォードも肩をすくめて、走り続けて乱れた髪を手で撫なでつけた。

「ここは投降するしかないんじゃない？」

　ケイティでさえ、その意見に同意した。

「雇い主に怪け我がさせたら、また払いがパアだからね。──お嬢さん。銃を床に置いて。両手をあげるんだよ」

「でも、ケイティさん！」

「十人分の銃口をあんた一人で相手にできないでしょ？　今は我慢」

　ケイティがそう言った途端、曲がり角から現れた兵隊がキャサリンたちに銃口を突きつけ、「動くな！　武器を捨てろ！」と警告してきたのである。

　キャサリンがその警告に従うと、兵隊がわらわらと涌わいてきて、彼らをぐるりと取り囲んだ。

「両手を頭の後ろで組むんだ！」

　その屈辱的な命令に一応従いながら、キャサリンが新たな怒りをたぎらせていると、先程とまったく同じことが起きた。

　兵隊の後ろから、偉そうに反っくり返ったフリードリヒ将軍が現れたのである。

　将軍は廊下で立ち往生しているキャサリンたちの前で足を止め、一人一人の顔をじっくりと眺めた。その目線がベラフォードの上で止まり、その顔に何とも不気味な笑みが浮かんだ。

「色白の、髪の長い男……ふん。これがその《鳥》か」

「だから、アタシは《蜥蜴とかげ》なんだってば」

　両手を頭の後ろで組んだ姿勢のまま、ベラフォードが小さく呟つぶやいた。次の瞬間だった。

　将軍は懐から拳けん銃じゆうを取り出し、ベラフォードに向けて無造作に発砲したのである。

　どんな素人でも外すはずのない近距離だ。銃声と共にベラフォードの左足から血が噴き出し、彼は悲鳴を上げて廊下に倒れた。

「ベラフォードさん！」

　反射的に駆け寄ろうとしたキャサリンを、ダムーがすごい力で引き止めた。将軍はまだ銃を構えており、さらに倒れたベラフォードの右腕に銃弾を撃ち込んだのである。

　この光景を目の当たりにしたニーナは恐怖に息を吞んだ。叫ぶこともできない様子だった。

　将軍が銃口を上げたのを見て、ダムーはようやく力を緩めた。その手を放れたキャサリンは夢中で廊下に跪ひざまずき、倒れたベラフォードを抱き起こしたのである。

「ベラフォードさん！　しっかり！」

「だい……じょうぶ。知ってるでしょ。こんな怪我、すぐ治るわ」

　彼は何事もなかったように笑っていた。以前、腕を切られた時もそうだったが、右腕と左の太ふと股ももの出血もそれほどひどくない。それどころか、心配そうにキャサリンに話しかけてきた。

「離れないと……。きれいなドレスに血がつくわよ」

「そんなこと！」

　一方、撃った相手がほとんど苦しむ様子がないのを見て、将軍は舌打ちした。

「蜥蜴……なるほど。蜥蜴か。誰か、斧おのか鉈なたを持ってこい。足を一本、切り落とす」

　ニーナが今度こそ悲鳴を上げた。キャサリンも黙っていられずに叫んでいた。

「卑ひ怯きよう者もの！　無抵抗の相手に何をするんです！」

「飛んで逃げられでもしたら厄介だからな。少し弱らせておく必要がある」

　そして将軍はキャサリンにも銃口を向けたのだ。

「おまえとその召使いは何だ？　こいつらの仲間だな？　混血か？」

「仲間かとお尋ねでしたらそうですが、混血かとお尋ねでしたら違います。わたしとニーナはあなたと同じ人間です！」

「でたらめを言うな。わたしの部下たちを撃ったのは、この銃ではないか」

　部下が取り上げたキャサリンの四十四口径を見やって言う。

「混血どもは皆、自分は人間だと言い張って罪を逃れようとする。卑しい、下げ賤せんな生き物だ。そんな噓つきなインシードなどは殺してもいいのだ」

「てめえ、何言ってるんだ？」

　将軍を睨にらみ据えながらダムーが言った。怒りを抑えきれない口調だった。

　ちらりとキャサリンを見やって、再び将軍に眼を戻す。

「お嬢さん。あんたとこいつは同じじゃないぜ。あんたは混じり気なしの無形種だ。こいつは違う。──あいにくだったな。無形種には見分けがつかなくても、俺の鼻はごまかせねえよ」

「黙れ！」

　将軍が血相を変えた。ダムーに銃口を向けたが、彼は黙らなかった。

「てめえ、どういうつもりだ？　てめえもインシードじゃねえか。それも、ここの主あるじみたいな遠い先祖じゃないぜ。おまえの両親のどちらかが純血の《狼》だろうが！」

「黙れっ！」

　言うや、将軍はダムーめがけて立て続けに銃を発射した。

　これを躱かわせたのはダムーの反射神経が優れていたからというよりは、逆上した将軍の狙ねらいがめちゃくちゃだったからだ。銃声は三発。将軍の持っていた五連発の銃はそれで空になったが、将軍は口から泡を吹いて、さらに引き金を引き続けたのである。

「黙れ！　不ふ埒らちな無礼者め！　わたしは人間だ！　生粋の人間なんだぞ！　きさまらのような《けだもの》の汚れた血など、一滴も混ざってはいない！」

　キャサリンはベラフォードを抱き起こしたまま、その狂態に息を吞のんでいた。

　この将軍は知っている。両親のどちらかが純血種であることを知っているのだ。それなのに、その事実を知っていながら、断じて認めまいとしている。

　キャサリンは素早く、周囲の兵隊に眼をやった。自分たちの上官が、自分たちの敵と信じるインシードであると聞かされた彼らはどう反応するかと思ったのだ。

　ところが、兵隊は無反応だった。誰一人としてざわめきも、どよめきもせず、顔色を変えもしなかった。

　それはダムーの言葉を頭から疑って取り上げていないからではない。

　彼らもまた知っている。ダムーの言うことが事実であると知っている。だから驚かないのだ。

　あまりに意外な成り行きにキャサリンは呆あつ気けにとられた。

　これはいったいどういうことかと思った。

　将軍が自分で自分の血筋を認められずに、あがく気持ちはわからないでもない。

　他でもない。フォン・ブラウン男爵がいい例だった。ある年齢に達するまで自分でも知らなかったとしたら、その間に異種人類や混血に対する偏見が植え付けられていたとしたら、今になって事実を受け入れるのは難しいだろう。

　だが、断じて認めたくないというその思いが高じたとしても『人獣撲滅を目指す会』などに身を投じるものなのか。しかも、周りの人間たちが何故、その事実を知っているのか……。

　もっと厳密に言うなら、異種アナザー人類レイスや混イン血シードを排斥する集団でありながら、何故、知っていて、インシードの上官に従っているのか。

　将軍に従っている二人の側近は佐官の階級章をつけていた。一人はまだ若く、一人は壮年だ。

　壮年の佐官が何とも不快な薄ら笑いを浮かべて、逆上している上司に慇いん懃ぎん無礼に話しかけた。

「閣下。このような下賤な者の言葉に耳を傾ける必要はありません。閣下は総督じきじきに、我ら人間の一員である名誉を認められた方ではありませんか」

「そうとも！　わたしはあの女と違って醜い動物の姿になどならない！　遠とお吠ぼえなどしない！　視覚も、聴覚も、嗅きゆう覚かくも、運動能力も、治癒能力も、何もかも生粋の人間と変わらないのだ！　そ、それを……あの女から生まれたというだけで……《けだもの》呼ばわりされるとは！」

　ますます呆気にとられた──キャサリンの腕の中で、ベラフォードが小さくため息を吐ついた。

「よくあるパターンなんだけど、困ったわね……」

　ケイティはまだ両手を頭の後ろに組んだまま、軽く肩をすくめてみせた。ケイティが小さく呟つぶやくのが、かろうじてキャサリンにも聞こえた。

「母親に裏切られたって言いたいんだろうけど──なんでそこまでむきになるのかね？」

　自分の血筋をどうしても認められない将軍は、自分は人間だと言い張り、同族であるはずの混イン血シードを憎み、攻撃し、《けだもの》と罵ののしり、そうすることによって異種人類や混血を差別する人間たちに人間として認められ、そのことに満足と安心を覚えて生きている。

　キャサリンは今まで感じていた怒りが急速に小さくなっていくのを感じていた。

　代わりに胸にこみ上げてきたのは惨めな生き物に対する憐れん憫びんであり、大きな疑問だった。

　ケイティの言うとおりだ。どうしてそこまでむきになるのか、どうしてそこまでして混血を否定しなければならないのか、キャサリンにはわからなかった。

　純血種はともかく、人間と混血は、この両者の間には──スウェン氏が言ったように、何の差も、違いもないというのに。

　ただ、ダムーのように嗅覚に優れた人が、その匂いから察することができるだけなのに。

　ダムーにも将軍の言い分はさっぱりわからなかったらしい。

「当たり前だろうが。インシードってのは普通そういうもんだ」

　吐き捨てるように言うと、ダムーはずっと小さくなっていたヴィンセント少年に話しかけた。

「おう、役立たず。首貸せ」

　顔ではなく首を貸せとは、奇妙な言い回しである。

　しかし、そこにいた一同にはその意味は明白だったのだ。

　キャサリンは思わず息を吞んだ。ニーナはますます青ざめ、そしてケイティが冷やかした。

「珍しいじゃない。あんたが自分からその気になるなんてさ」

「さすがに頭に来たからな」

　ヴィンセント少年もちょっと眼を見張ったが、素直に動いて、ダムーの前に立った。

　衣服の襟を引っ張って、首がよく見えるようにする。白くて細い少年の首には一風変わったチョーカーがつけられていた。二センチくらいの幅の黒天鵞絨びろうどに七色の宝石を塡はめ込んである、少年が身につけるにしてはずいぶん華麗な品だ。

　そのチョーカーに手をやりながら、ダムーは低く笑った。

「おまえも、珍しくいやがらねえじゃねえか」

「ぼくだって、怒ってるもん」

「そうだな。かまわねえから、この屋敷をめちゃめちゃにしてやれ。おっさんたちもそろそろ逃げたころだ。──ただし、あの坊主のいた部屋、あのあたりは避よけてやれよ」

「うん」

「ついでに、昨日俺たちがいた城。あれもぶっこわしちまいな」

「うん」

　兵隊が「勝手に動くな！」と警告してきたが、その時にはダムーの作業は終わっていた。

　少年の首から外した黒いチョーカーを持ったまま、再び手を挙げた。

　キャサリンは来きたるべき事態に備え、誰が自分の銃を持っているかを、そっと眼で確認する。

　そして、そのキャサリンに支えられているベラフォードが、やっぱり、そっと苦笑した。

「あーあ……。賢者さまに叱しかられても知らないわよ」







　その頃、ボッシュ村は大騒ぎになっていた。

　村人たちは自分たちの家から残らず追い出され、広場に集められていた。

　その彼らを後しり目めにフリードリヒ将軍率いる『人獣撲滅を目指す会』の軍勢が、村の家という家を荒っぽく家捜ししているのである。

　小麦や豆などの食料をぶちまけられ、家財道具をひっくり返され、時には納屋や家の壁すら叩たたき壊されている。それをただ見守るしかない村人の間からはひっきりなしに女たちの悲鳴が上がり、男たちも哀れっぽい泣き声を上げて訴えた。

「どうか、どうかもう！　おやめください！」

「信じてくだせえ！　俺たちが……俺たちが《けだもの》だなんて、そんな馬鹿な！」

「そうですとも！　この村には《けだもの》の親類なんか、一人だっていやしません！」

　村人たちの合唱になったが、軍勢の代表者はその村人の抗議を鼻で笑った。

「村にはいないかもしれないが、領主にはいるだろう？　フォン・ブラウン男爵は紛れもなく、《けだもの》の血を引いているインシードなのだからな」

「加えて、先程、この村から多数の《けだもの》たちが離れるところを我々は目撃している。後を追ったが、まんまと逃げられてしまった。──この村は奴らと手を結び、奴らをかくまう約束をしているのではないのか？」

「そ、そんな……」

　スウェン氏の仲間の異種人類たちは実に用意周到だった。

　前夜のうちに村中のすべての家に忍び込み、火薬を濡ぬらし、銃を分解し、飛び道具の危険をまずなくしてから、翌日、集団となって村へ押し掛けて『ここの領主は自分たちの仲間だ』とやったのである。

　小さな数は大きな数に負けるのだ。しかも銃も使えなくなっている。村の人口以上の集団でやって来た《けだもの》たちに対して、ボッシュ村の人々は何も手出しができなかった。

《けだもの》たちの口から語られたフォン・ブラウン家の歴史に驚きよう愕がくしたせいもあった。

　村人に充分な衝撃を与えて《けだもの》たちが引き上げていくと、入れ替わるようにして、この『人獣撲滅を目指す会』と称する兵隊が乗り込んできたのである。

　彼らも、フォン・ブラウン男爵家に異種人類の血が入っていることをすでに聞いている。

　厳しく村人を尋問し始めた。領主が《けだもの》の仲間なら、村人だってそうに違いないというのだ。ボッシュ村の人々は自分たちが今まで散々やってきたことを──むりやり混血だと決めつけられても何一つ具体的な証明ができない──その苦しみを自分たちがいやというほど味わうはめになっていた。

「奴らはどこへ逃げたのだ？　隠し立てするとためにならんぞ」

「で、ですから、そんなことを言われても、わたしどもには……」

　村人の代表は必死になって慈悲を請おうとしていたが、自分自身の所行を顧みれば、それがいかに無駄な行為であるか、思い知っていてもよかったはずである。

　軍勢の指揮官は何の感情も籠こもっていない眼で村人の代表を見下ろして、銃口を向けた。

「何人か撃ち殺されないと、奴らの行方を思い出せないのか？」

　異種人類も混血も人間ではない。言葉をしゃべる動物にすぎない。だから殺してもいい。この指揮官もそう考えていることは明らかだった。

　村人たちはあまりのことに悲鳴を上げることもできず、身も心も恐怖に固められて蹲うずくまる。

　その騒ぎの中、兵隊の一人が異様な叫び声を発して、何かを指さした。

　リヒター・ハウスの方角だった。

　村人たちも、『人獣撲滅を目指す会』の兵士たちも、それを見た。

「な、何だ、ありゃあ！」

　五百年前から少しも変わらずにそこにあった、リヒター・ハウスの屋根が吹き飛んだ。

　それも、内部からの力によってだ。

　館やかたの屋根を打ち壊すようにして、ある生き物が飛び出してきた。

　全身は光り輝く白い鱗うろこに覆われ、頭部には枝分かれした角と荒縄のようなたてがみを持ち、胴体は蛇にも似て細く、長く、その長い胴体に短い手足を生やしている。

　それは恐ろしく巨大な、白い竜だった。

　天上高く昇った竜は、楽しげに身体をくねらせて宙を舞い、方向を変えて、急降下してきた。

　屋根に大穴の開いたリヒター・ハウスに頭から突っ込んだ。

　壮麗な建物が無惨にも崩れ落ちる音がこの村まで響いたが、竜はそれでも容赦しなかった。

　半壊になった建物にもう一度、頭から突っ込み、残った部分を尾で払いのける。

　ものの一分と経たずに、五百年の歴史のある建造物は──何故か真ん中あたりの一画だけを残して──ただの瓦が礫れきの山へと変じていた。

　村人も、兵士たちも、争うことも忘れ、ものを言うこともできずに、竜が飛び去っていった南東の方角を、ただ茫ぼう然ぜんと見つめていた。







　雨のように降ってくる瓦礫の山を避けながら、キャサリンたちは何とか裏口から飛び出して、屋外に避難した。

　変身前のヴィンセントはいつも念動力で超常現象を起こす。

　フリードリヒ将軍にも、その部下にも何が起こったか理解できなかっただろう。突如として館が崩れ始めたのだから、突発的な地震と思ったかもしれない。

　皆、一目散に逃げ出していった。

　そのどさくさに紛れて、キャサリンはしっかり自分の拳けん銃じゆうを奪い返していた。ガンベルトを元通りに腰に巻いて、小さくなっていく竜の姿に焦りながら言った。

「ダムーさん！　早くヴィンセントさんを元に戻さないと！」

　それができるのはダムーだけなのに、彼は竜が飛び去っていく方向をのんびり眺めている。

「あの様子じゃ、ちゃんと聞き分けたみたいだな」

「ダムーさん！」

「どのみち、ベラとケイティがこのざまじゃあ、戻そうったって、できねえよ」

　ベラフォードはすっかり眠り込んでいる。

　治癒能力が高い代わりに、彼はひどい怪け我がをするといつもこうなるのだ。

　そのベラフォードとキャサリンはダムーが抱えて運んだが、ケイティは、ニーナをかばって崩れ落ちた瓦礫か何かに足を打たれたらしい。左足を軽く引きずって顔をしかめている。

「どうすんのさ？　あいつ、暴れるだけ暴れたら戻ってくるわけ？」

「さあ？　けど、考えてみれば、好きなだけ暴れさせたことはねえよな。どうなるんだろうな。あのまま北大陸まで飛んでいっちまったら、まずいか」

「ダムーさん！」

　激しい焦燥に襲われているキャサリンとは裏腹に、ダムーはまるでこの事態を楽しんででもいるかのようだった。

　他の用心棒たちにも言えることだが、ダムーも普段、あまり激しい感情を表に出さない。

　しかし、その彼も、今回の一件はよほど腹に据えかねたらしい。このままでは大変なことになるとわかっていても、積極的に動こうとはしなかった。キャサリンをなだめるように言った。

「あいつを元に戻すにはどうしても、もう一人、手がいるんだ。俺一人じゃできないんだぜ」

「それなら、わたしが一緒に行きます！」

　予想していた台詞せりふだったのか、ダムーはたくましい肩をすくめただけだった。

　キャサリンは大きく息を吐き、できるだけ冷静に言ったのである。

「ダムーさん、あなたが怒るのはもっともだと思います。わたしも今度のことでは腹が立って腹が立って仕方がありません。でも、ヴィンセントさんをあのままにしておいたら、それこそ無関係な人たちが被害に遭います。ヴィンセントさんもそんなことは喜ばないはずです」

　キャサリンはまっすぐにダムーを見上げて、懸命に訴えた。

「お願いします。わたしを連れて飛んでください。やり方はこの間見ましたから、わかります。ヴィンセントさんの首のところで、あのチョーカーの端を握っていればいいのでしょう？」

　ダムーはおもしろそうにキャサリンを見下ろしていた。彼の眼はケイティの眼と違って黒く、ちょっと見には人間の眼と変わらないように見える。しかし、ダムーは《ごちゃまぜ》だ。

　その眼も明らかに人の眼とは異なっている。どこまでも深く澄んでいるのに、底の見えない湖のようだった。覗のぞき込もうとするとはじかれてしまう、なのに魅せられる。不思議な眼だ。

　ダムーはその眼を二三度、瞬かせて、悪戯いたずらっぽく笑った。

「それも依頼か、お嬢さん？」

「はい！」

「いいだろう、乗った」

　言うや、ダムーはあのチョーカーをキャサリンに差し出した。

　自分は腰に差した短剣を抜き、上着もズボンも脱ぎ捨てた。足から風変わりな編み靴を取り、高々とくくってあった髪をほどく。

　漆黒だったその髪が見る間に白く色を変える。両手を地面についたダムーの身体もたちまち白い毛皮に覆われていき、巨大化し、時をおかずに一頭の獣になった。

　パトリックも、何だかよくわからない猫科とはよく言ったものだ。大型猫属特有の、頑丈でしなやかな身体は雪のように白い毛皮に覆われ、その毛皮には虎の縞模様と豹ひようの斑はん紋もんの中間のようなブルーの模様がちりばめられ、頭部にはやはり真っ白な、ライオンのようなたっぷりとしたたてがみを持ち、尾はブルーと白の縞模様になっている。

　以前に見た時と少しも変わらない。ほれぼれするくらい美しく、力強い獣の姿だった。

　ただ一点、キャサリンは目め眩まいがするのを感じていた。

（や、やっぱり黒パンツ……）

　似合わない。この純白とブルーの天鵞絨のような毛皮に、それは絶対に、似合ってない！

　拳こぶしを握りしめて力説したくなったキャサリンだった。せっかく、一枚の絵に写し取って額に入れて飾りたいと思うほどの美しさが、他のどんな生き物もひれ伏すに違いないと思えるほどすばらしい姿が、それのせいで何もかも台無しだと思うのに、この獣は下半身に着用したその邪魔くさい代物をどうしても取る気がないらしい。

　だが、今はそれどころではなかった。獣はさらなる形態変化に入り、その背中に巨大な白い翼が出現した。純白の色をしているのに光の加減で虹色に輝く、まるで真珠貝の内側のような、もしくは油を掃いたような金属質の光沢を持つ翼だ。

　全長三メートル以上の猫科の身体に、長い尾と巨大な羽根を生やし、顔だけは人間のまま。そんな不思議な生き物に変化したダムーは自分の背中をキャサリンに顎あごで示した。

「乗りな、お嬢さん」

　その顔は人間でいる時より遥はるかに巨大化している。黒かった瞳ひとみも、今は氷のような碧あおい色に輝いている。

　本当にきれいだと思った。つい見とれそうになったが、キャサリンは慎重に言った。

「羽の間に乗るんですか？　それでは飛ぶのに邪魔ではありません？」

「あんた一人くらいなら問題ない。今回は飛ばすからな。そのほうがいい」

　そこでキャサリンは、翼を生やした虎かライオンのような獣の背中に、そっとまたがった。

「お嬢さま！　これを！」

　ニーナが差し出したのは、さっき受け取った子牛革の財布だった。

　この時ばかりはニーナもキャサリンと一緒に行くとは言わなかった。一人を乗せて飛ぶのと、二人を乗せて飛ぶのとでは、疲労の度合が段違いだからである。

「どこに降りるかわからないんですから。この間のこともありますし、お金は必要ですよ！」

　だが、とても重くて財布ごとは持てないので、キャサリンはその中から金貨と小銭を何枚か抜き出して、サッシュに挟み、財布はニーナに返した。

「しっかり摑つかまってろ！」

　ダムーが言うと同時に、キャサリンの身体は宙に舞い上がっていた。

　以前に空を飛んだ時の高揚感が鮮やかに蘇よみがえってきた。足が地面から離れている。それなのに、身体はさらに上へ上へと向かっていく。

　思わず歓声を上げそうになったが、前と違い、今回はキャサリンの身体の両脇わきで力強い翼が羽ばたいている。皮膚が切られそうなほどの勢いのある羽ばたきだ。

　キャサリンは思わず身を伏せて、獣の首に抱きつき、たてがみをしっかり握りしめた。

　実際、そうしていないと、振り落とされそうだったのである。

　ダムーはものすごい速さで竜の後を追った。この白い獣がどのくらいの速さで飛べるのかはわからないが、前回より遥かに早い。おかげでキャサリンは息をするのも難儀なくらいだった。

　ダムーの首にしがみついているのが精一杯で、景色を眺める余裕もない。それどころか眼を開けていられないのだ。迂う闊かつに眼を開けると鋭い風が眼を打って、涙が出るほど痛い。

　その風は容赦なくキャサリンの身体をも叩たたいていった。みるみる体温が奪われた。

　さっきまで汗ばんでいたくらいだったのに、あっという間に手が凍えてくる。

　獣の身体の脇にぶら下げているだけだった足の感覚が──特に指先の感覚がなくなっていく。

　下腹までがきりきりと痛んだが、ここで手を離すわけにも、音を上げるわけにもいかない。

　ぎゅっと抱きつけば、獣の身体は暖かかった。できるだけ腹はら這ばいに伏せ、キャサリンは時々、たてがみを持ち替えることで懸命に指を動かし、歯を食いしばって頑張った。

　それでも、その指が強ばっていうことを聞かなくなった頃、やっと少し息が楽になった。

「追いついたぜ。見えるか？」

　何度か瞬きして、痛みを感じないことを確かめてから眼を開けてみると、竜はキャサリンの下にいた。ダムーのほうが高いところを飛んでいたわけだ。

　息を整えながら見下ろしてみれば、真下はシェーファーと同じような深い森だった。

　森の中に、木々がとぎれた広い空間が見える。そこに城が建っている。たくさんの塔を持つ、壮麗な白亜の城だ。

　高度を下げていた白い竜は、その城に頭から突っ込んだ。リヒター・ハウスと同じように、美しい城はみるみる崩れ落ちた。

　キャサリンは思わず悲鳴を発したのである。

「ダムーさん。止とめてください！　どうしてあのお城まで!?」

「気に食わねえからだ」

「そんな！」

「根拠もなしに言ってるんじゃないぜ。ここの城主は、自分の部下として使っていた混ブリジ血アンを、用済みになったからって、平気で解剖に回そうとしやがった」

　ぶっきらぼうな口調だったが、キャサリンの伏せている背中の毛が、さわりと逆立ったのがわかった。明らかな怒りを感じている証拠だった。

　キャサリンはそれ以上何も言わず、獣の首を抱きしめる手に力を籠こめたのである。

「エルリッヒ伯に会って、すぐにインシードだとわかりました？」

「いんや。直接の混血ならともかく、六七世代も経たったんじゃ、異種人類の血なんかほとんど残ってない。そのつもりで嗅かがなきゃわからないさ」

「そのつもりで──嗅ぐんですか？」

「そうさ。ああいうのは鼻の仕組みを切り替えて、捜そうと思って捜さなきゃみつからねえよ。匂いってのは奥が深いんだ」

　ゆっくり旋回しながら、ダムーは竜に着地するタイミングを計っていた。

　蛇ぎらいのダムーにとっては、実はとてもとてもいやな瞬間なのだが、まさかキャサリンを振り落とすわけにもいかない。

　キャサリンはだんだん迫ってくる竜の背中を固かた唾ずを吞のんで見つめていた。

　近くで見ると、白い竜の鱗うろこは虹のような金属光沢を放っている。ダムーの翼と同じ色だ。

　ダムーは何とかその特大の鱗の上に着地すると、頭の部分まで鱗の上を走った。その間にも不快感のせいなのか、白いたてがみがふわっと逆立ったようにキャサリンは感じた。

　幸い、この時の竜は水平に飛んでいたので、ダムーはすぐに首の付け根まで行きつくことができたのである。

「降りられるか？」

　大きらいな特大の長なが虫むしの鱗に足を踏ん張っているダムーも大変だが、その上に降りなければならないキャサリンも、かなり大変だった。

　手足が硬直してしまって、うまく獣の背から降りられないのだ。

　かといって、あまり勢いよく降りて竜の背中を踏み外してしまったら、真っ逆さまである。

「ちょっ、ちょっと待ってください……」

　こわごわと、感覚のない足を伸ばしていると、最後はダムーが手伝ってくれた。

　固く強ばってしまったキャサリンの手を摑つかんで背中から引きずり下ろし、自分のたてがみの代わりに、荒縄のような竜のたてがみを持たせたのだ。

　キャサリンは強ばった指をほぐしながら、サッシュの奥からあのチョーカーを取り出した。

　一方の端をしっかり指に絡めて竜の背に伏せ、さらにきつくたてがみを握りしめる。背中に降りたといっても、何しろ空中ですることだから、一つ間違えばやっぱり墜落だ。

「いいか。あとちょっとだから、がんばれ」

「はい！」

　獣はチョーカーのもう一方の端を口にくわえると、竜の首を回り始めた。全長百メートルはあろうかという巨大な生き物だから、首周りだけでも相当な太さがある。

　このチョーカーが再びつながれば、巨大な竜は消えて、ヴィンセント少年が現れる。

　しかし、例によって、竜は再度の拘束を激しくきらった。空中でのたうち回った。

　そうなると、竜の首に摑まっているキャサリンは、台風の中の船よりも激しく揺さぶられ、振り回されることになる。

　その動きに負けて手を離したら一巻の終わりだ。ダムーを真似てチョーカーの端を歯で嚙かみ、暴れ回る竜の背中に死に物狂いでしがみつきながら、キャサリンはずっと考えていた。

　もしかしたら、これが少年の本当の姿なのかもしれない。彼はこんな邪魔な首輪はつけずに、自由に空を飛びたいのかもしれない。だが、それは、人間社会では許されないことなのだ。

　ヴィンセント少年には何の咎とがもないとしても、この姿は刺激的すぎる。

（お願い！　あのヴィンセントさんに戻ってちょうだい！）

　ほとんど心の中で悲鳴を上げた時、食いしばっていた歯がゆるんだ。

　あっと思った時は遅かった。

　しっかりくわえていたはずのチョーカーの端が、ひらりと宙に舞った。

「だめ！」

　思わず声にして、キャサリンは反射的に手を伸ばした。ここで手を離したら、また最初からやり直しになってしまう。

　その途端だった。

　握っていた荒縄の感触が消えた。

　腹はら這ばいになっていた大きな鱗も消え失うせた。

　キャサリンの身体は何もない空中に放り出されている。身体の下には何もない。足も、何も踏んでいない。手も同じだ。何も摑んでいない。

　それはほんの一瞬、瞬きするほどの間でしかなかったかもしれない。

　しかし、キャサリンはその一瞬に抜けるような空の青さと、綿菓子のような白い雲を、遥はるか彼方の下方にこんもりと繁しげる地上の緑を、確かに見たのである。

　心臓が止まったような気がした。

　時間すらも停止したようなその一瞬の後、キャサリンの身体は真っ逆さまに落下し始めた。

　これも以前に体験したことだ。さっき以上に、眼を開けていられないほどの風に襲われたが、キャサリンは自由の利かない身体で、必死に青い空に眼をやった。

　捜したのは飛んでくるはずの、あの獣だ。

　自分の身体は落下し続けている。それなら、あの獣は空から飛んでくる。

　背中に乗って飛んだことはあっても、飛んでいるところを近くで見たことはないのだ。

　どうしても見てみたかったのに、視線がぐるぐる移動して眼が回りそうだった。

　まだ小さかった頃、キャサリンは木から落ちたことがある。木登りをしていて落ちたのだ。

　宙を舞ったのはほんの僅わずかな間だったが、それだけでも胃がひっくり返りそうな気がした。

　前回よりはましだが、こんなにも長く、自分の身体が空中にあるということに──空を切り裂いて落ちていくことに、どうしても慣れない。

　思わず眼を瞑つぶってしまいそうになった時だ。

　見えた！

　真っ白な、大きな羽を生やした獣が太陽の光を受けながら羽ばたき、こちらへ飛んでくる。

　雪のように輝く純白の毛皮にブルーの模様。ライオンのような立派なたてがみと、長い尻尾しつぽ。

　なんてきれいなのかと思った。

　息もできないほどの速度で落ちていきながら、キャサリンは無我夢中で、その獣に向かって手を伸ばした。

　獣は──どんなものでも引き裂けそうな鋭い爪を持っている獣は、キャサリンの腕をそっと摑んで、強い風に叩かれている身体を優しく抱き取ってくれた。
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「だから、こういう時に、一枚穿はいていたほうが便利なんだよ」

　森の中で開拓を生業なりわいとしている民家を見つけ、適当な事情を話してヴィンセントの服を手に入れて、さらにあつかましくも御ご馳ち走そうになりながら、ダムーはそう言った。

　いつものことながら、形態変化した後のダムーの食欲はものすごい。下穿き一枚という姿で、次から次へと出されるものを平らげている。

　ヴィンセント少年も、この間と違って、地面に落ちた後は比較的早く眼を覚まして、自分の足で歩いてくれたが、こちらはもちろん全裸である。

　おかげで、キャサリンはずいぶん気まずい思いをしたものだ。自分が少年の先を歩き、極力、後ろを振り返らないように努力した。

　この民家にたどり着いた時は心底ほっとしたが、ダムーの食べっぷりを見て、このままでは、備蓄してある食糧を食べ尽くしてしまうのではないかと、キャサリンは心配になった。

　いくら代金を払うとしても、真冬のように食料の乏しい季節ではないとしても、こんな森の中では食糧の不足は死活問題である。

　しかし、丸太小屋の女主人は豪快に笑って、ダムーの望むままに肉を切って出してくれた。

「遠慮しないで召し上がれ。足りなくなったら農家へ一走りして豚を買ってくるさ。こんなにいただいて、却かえって申し訳ないくらいだよ」

　ここでもニーナが持たせてくれた金貨が絶大な効力を発揮していた。

　ほとんど裸の男二人と、極上の衣い裳しようを身につけた上流階級の少女という、わけのわからない組み合わせにも、小屋の女主人は眼をつむることにしてくれたようだった。

　もちろん、キャサリンもしっかり食べた。キャサリンは自分の力で飛んだわけではないし、ダムーにただ摑つかまっていただけだが、それでも空を飛ぶのは体力を使うことだったのだ。

　腹ごしらえを済ませる前に、ダムーは女主人に断って、開拓地の端で火を焚たいていた。

　裸足で森の中を歩き回って見つけてきた何かの葉を、燻くすぶり続ける火の上に乗せる。すると、長い煙が立ち上った。高いところまで上がってなかなか消えない煙だ。ケイティたちはこれを目印にやってくる。だから、後はここで待っていればいいのだと、ダムーは言った。

　だいたいお腹がいっぱいになると、キャサリンは御馳走のお礼を言って、小屋の外へ出た。

　少し離れた小川の側まで行って、倒木に腰を下ろした。

　夏の森はかぐわしい香気にあふれており、太陽は明るく輝いて、ひんやりと気持ちいい風が吹いている。数時間前の修羅場が噓のようだった。

　せせらぎの音も、緑の香りも、疲労しきった身体と心に優しく染みていく。

　ヴィンセント少年は、既に木陰のやわらかい草むらにころんと横になり、すやすやと寝息を立てている。ダムーも木の根本で、片膝ひざを抱かかえた姿勢でうつらうつらしている。

　キャサリン自身も強烈な眠気に襲われた。ちょっと横になろうかと思った。ミュリエルから借りたドレスに申し訳ないような気もしたが、今さらだった。さんざん発砲して、瓦が礫れきの中をくぐり抜けたりしたから、傷だらけになっている。

　ちゃんと新しく仕立ててお返ししなくてはと思った時、キャサリンはダムーに言わなければならないことを思い出した。

「そうだわ！」

「どうした？」

　ダムーは、ぱちっと眼を開いてキャサリンを見た。

　まだ髪をくくれずにいるので、荒れ放題の黒い髪を垂らしたダムーは違う人のように見える。

　気合いも新たにミュリエルのことを問い質ただそうとしたキャサリンは、馬車の音を聞きつけた。

　立ち上がって見ると、二頭立ての馬車がこちらへやってくるところだった。

　馬車も、馬も、今朝のものとは違っている。もっと大きな馬車で、栗色の二頭が引いている。

　馬車の窓からニーナが顔を出して、キャサリンに向かって手を振っていた。

「お嬢さま！　ご無事でしたか!?」

「ニーナこそ！」

　馬車が止まると、ニーナは真っ先に飛び降りてきた。

　続いてケイティ、ベラフォードが降りてきた。ベラフォードはすでに問題なく動けるようになっていたし、ケイティの足もそれほどひどくはないようである。

　仲間たちの姿を見て、ダムーも起きあがってきた。

「早かったじゃねえか。俺の服は？」

　そんなことを言いながら馬車に近寄ったが、彼らに続いて降りてきた人の姿を見たとたん、飛び上がった。

「うわ！」

　一声叫ぶと、彼はくるりと背を向けて逃げ出したのである。

「ダムーさま！　待ってください。お話が……」

　どこか悲壮な声で言いながら、ミュリエルがその後を小走りに追っていく。

　呆あつ気けにとられたキャサリンは思わずそちらに眼を向けたが、さらに馬車の中から降りてきた人を見て、安あん堵どの声を洩もらした。

「ヘンリーさん！　よかった！　あれからどうなったかと心配していたんです」

「あなたも無事で何よりでした」

　笑顔で言ったヘンリーはまだ馭ぎよ者しやの扮ふん装そうのままだった。

　ボッシュ村に戻ったヘンリーは、そこでミュリエルと合流し、詳しい事情を聞いたらしい。

　既にキャサリンたちが出発した後だったので、リヒター・ハウスへ乗り込むわけにも行かず、やきもきしながら様子を窺うかがっていたところ、館やかたが崩れ落ちたので、なりふり構わず駆けつけて、ケイティたちとニーナを拾い、ここまで追いかけてきたのだという。

「《鰐わに》のシャイラックやコーネリアスたちと一緒にいると聞いて、ひとまず安心しましたが、もしあなたに何かあったら、お父上に申し開きができないところでした」

「コーネリアスさんやチャリオットさんたちは無事ですか？」

　キャサリンが尋ねると、ヘンリーはちょっと笑いを嚙かみ殺すような顔になった。

「ええ、おかげで無事に逃げられたそうです。彼らは皆、あなたの勇気に対して感謝と敬意を示すそうですよ」

「では、スウェンおじさまは？」

　ヘンリーは顔から笑みを消した。一つ頷うなずいて、言った。

「彼は今頃、復ふく讐しゆうを見とどけていることでしょう」







　フォン・ブラウン男爵は全裸のまま、当あて所どもなく森をさまよっていた。

　彼には何故こんなことになったのか、さっぱり理解できていなかった。わかっているのは、今まさに、自分が生命を脅かされているということだけだ。

　その顔は恐怖に歪ゆがみ、歯はがちがち鳴っている。

　怯おびえきった野良犬のような眼が辺りを見回したが、見覚えはない。よほど奥まったところへ連れてこられたらしい。

　シェーファーの森は男爵の猟場だった。自分の──庭のようなものだと常々豪語していたのに、それは道がつくられている、森のごく一部分にしか過ぎなかったのだ。人間の身でこの広大な領地のすみずみまでを熟知していられるはずもなく、男爵は自分がどこを歩いているのかさえ、おぼつかない有様だった。

　暖かい初夏の陽気だというのに、肌着の一枚も身につけていない身体はしきりと心こころ許もとなさを訴えている。人の場合、衣服はただ防寒や皮膚を守るために身につけるのではないのだ。

　それは、人が人の尊厳を保つためにどうしても必要な道具立てなのである。

　裸足はだしで歩いたことなどないから、さんざん歩き回った今は、足が血だらけになっている。

　生き物の気配を感じただけで男爵は飛び上がった。いつもなら、ちゃんと服を着て、猟銃を持って、愛馬にまたがり猟犬を従えている。それなら、何も恐ろしいことはない。意気揚々と、どんな森の奥深くへも乗り込んでいける。

　しかし、武器を持たない人間など、野生動物の格好の獲物でしかない。

　狼の遠とお吠ぼえが聞こえるたびに、男爵の頭髪は逆立ち、皮膚は粟あわだった。

　常に飢えている狼たちが、いつまでも、こんな獲物を見逃していてくれるはずはない。

　何とか人のいるところへ行かなければ、助けを求めなければと、それだけを念じて、男爵は必死に歩き続けていたのである。

　その時、水面が光るのが見えた。

　男爵は歓喜の声を発して、河に逃げ込もうとした。泳ぎは得意だし、勝手のわからない森の中をいつまでもさまようよりは、いっそのこと下流まで泳いで、人家を捜したほうがいい。

　だが、這ほう々ほうの体ていで川岸までたどり着いて、男爵は心底から恐怖の悲鳴を上げたのである。

　河一面に、丸太のような鰐が浮かんでいた。それも一匹や二匹ではない。優に二十匹はいる。

　その鰐の群は金色の眼を光らせて、一匹残らず同じものを見ていた。男爵をだ。

　水に入ったらどうなるか、試すまでもない。

　疲労と絶望にへたり込んでしまった男爵の背後から、狼たちの息吹が近づいていった。

　水中の鰐たちは、あくまでも自分たちの手は下さなかった。

　ただ、すべてを見届けると、彼らは深く水中に沈んで、その場を離れた。

　船遊びにはまだ早い時期だっただけに、突如発生した鰐の大群は誰にも見み咎とがめられることはなかったのである。
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　キャサリンはあらためて、ベラフォードに向かって深々と頭を下げていた。

「本当に申し訳ありませんでした。こんな言葉では足らないとわかっていますが……」

「いいわよ。そんなの。きれいだと思ったから描いてくれたんでしょ」

　彼らは今、涼しい木陰で、輪になって座っていた。

　そこで用心棒たちはあらためて、問題の絵が作成されることになった経緯いきさつを聞いたのだが、ケイティは首を傾げて、不思議そうに言ったものだ。

「だけどさあ。そういうことならどうしてダムーを描かなかったわけ？　あんたら、確か一晩、一緒にいたと思ったけど？」

「そうねえ。アタシもそう思うわ。あなた、アタシのことはちらっと見ただけでしょ？」

　鋭い指摘にキャサリンも頷いた。

「もっともですわ。わたしも最初はダムーさんを描こうと思ったんです。でも、色が……」

「いろ？」

「はい。全身真っ白で、ところどころに薄いブルーの模様があるだけでしょう？　姿かたちもとても難しくて、うまく描けないと思ったんです。それに比べてベラフォードさんは、本当に色鮮やかでしたから。でも、スケッチを取ったわけではありませんから、色彩はだいぶ違っているかもしれませんわ」

　そう言われても、問題の絵を見ていないのだから、何とも言いようがない。

　ベラフォードは首を傾げて、ヘンリーに訊きいた。

「その絵って、そんなによく描けてたの？」

「ああ。とてもきれいだった。実物を見たことがないのが残念だったよ」

「ああら。じゃあ今度、二人っきりの時にでも、じっくりお見せしようかしらん」

　緑色の眼にあやしげな光を浮かべて迫るベラフォードを、ヘンリーは苦笑で交わした。

「まあ、とにかく、無事に済んで何よりだった。大佐の身元を確かめるだけのつもりだったが、ゲルスタンの『人獣撲滅を目指す会』に、大打撃を与えることができたのだからね」

「お城が二つ壊れたけどね」

　その張本人であるヴィンセント少年はやっぱり自覚がないらしい。みんなの視線を浴びて、困ったように首をすくめている。ちゃんとダムーの言葉を聞き分けてツヴァイゲンまで飛び、ドゥーゼン城を砕いたのに、今の彼はその時のことを全然覚えていないようだった。

　疲れた身体に、緑の香りと暖かい風が心地よかった。みんなでその感触を楽しんでいると、ベラフォードが何か思いついたように、キャサリンに話しかけてきた。

「そうだ。お嬢さま。その絵、いらないんならアタシにくれない？」

「ええ。お望みでしたら、喜んでさしあげますわ」

　ケイティが針のような眼で二三度、瞬きした。

「あんた、そんなもんもらって、どうすんの？」

「賢者さまにあげようかと思って。もうお年でしょ？　一人暮らしは寂しいかもしれないから、アタシの肖像でも送ってあげれば喜ぶかなと思って。それとも、小さな家には飾れないくらい、大きな絵なの？」

　キャサリンは、そんなことはないと答え、きちんと額に入れて贈ることを約束した。

　何と言っても久しぶりの再会である。キャサリンと用心棒たちが互いの近況を話していると、ニーナがみんなを呼びに来た。

　今までニーナは小屋の女主人と一緒に林りん檎ごのパイを焼いていたのだ。

　もうじき焼き上がりますから、早く来てくださいとニーナは言ったのだが、みんなは何とも言えない顔になった。

「あたしらはいいんだけど、あっちがねえ……」

　ケイティが苦笑いして向けた目線の先には、ミュリエルがいる。木の上を見上げて、熱心に話しかけている。ここからでは見えないが、高い枝の上にダムーが隠れているのだ。

「このたびは本当にありがとうございました。マルティナもきっと、喜んでいると思います」

「礼なんか言うことはない。俺は別に何もしちゃいないんだ」

「いいえ。マルティナの遺髪を取り戻してくださいました」

「それは偶然そういうことになっただけなんだ。おまえが恩にきたり、ありがたがったりすることはない」

　きつい口調にミュリエルがうなだれる。

　木の上のダムーがどんな顔をしたのかは見えなかったが、ためらいがちな声が降ってきた。

「あのな、ミュリエル……」

「はい」

「あの姉さんはほんとに気の毒だったが……、あんまり、泣くなよ」

「はい」

　微笑したミュリエルがさらに一歩近づこうとした時、上からひときわ大きい声が降ってきた。

「それ以上近づいたら俺は飛んで逃げるぞ！」

　本気でやりかねない、震え上がっているような声だった。

「わかりました。近づきません」

　会話だけ聞いていると大変な愁しゆう嘆たん場ばである。

　その二人から少し離れた場所に用心棒たちが輪になって座り、どういうことになるのかと、成り行きを見守っているわけである。

　本当なら、こういう場面では遠慮するのが礼儀というものだが、ミュリエルは首を振って、

「皆さまに聞かれて困るようなことではありませんから、そこにいらしてください」

　と言うのだ。

　だから、気まずいのは百も承知で、会話が筒抜けになるこんなところに陣取っていたのだが、ダムーの台詞せりふを聞いたキャサリンは怒るのを通り越して呆あきれ返った。

　仮にも男たるものが女性に向かって何たることを言うのだ。

「飛んで逃げるだなんて……いくら何でもミュリエルさんに失礼ですわ！」

　憤然と抗議しに行こうとしたのをベラフォードが止めた。

「まあ。やらせときなさいよ。いつものことなのよ」

「いつものこと？」

「そ。あの二人、顔を会わせるといつもああなんだよ」

　ケイティも苦笑している。

　どうやら、彼らも事情を知っているらしい。キャサリンは身を乗り出して尋ねていた。

「そもそも、あのお二人がどうして婚約なさったんです？」

「そんなたいしたもんじゃなかったらしいよ。親同士が仲良しだったから、小さい頃、何度か一緒に遊んだんだって」

「それはわたしにもわかります。わたしとフランツのような関係だと思いました」

「そうね。似てると思うわ。ただ、あなたたちは大きくなると同時に、あんまり相手のことを考えなくなったけど、ミュリエルにとっては、今もダムーが『将来の旦だん那なさま』なのよ」

「わかんないよねえ？　あんながさつなののどこがいいのかと思うんだけどさ」

「一方、ダムーのほうはごらんの通りの有様ってわけ。彼は筋金入りの爬は虫ちゆう類るいぎらいだから、無理もないんだけど」

　キャサリンは思わず首を傾げてしまった。

「だって、昔、一緒に遊んだ時は平気だったんでしょう？」

「それがさ、傑作なの。風邪引いてたんだって」

「そ。それで、匂いがよくわからなかったらしいんだよ」

「変でしょ？　馬鹿は風邪引かないはずなのにね」

　ケイティとベラフォードは顔を見合わせて頷うなずいているが、ますますわけがわからなくなったキャサリンだった。

　ヘンリーが苦笑しながら話に参加した。

「彼は困ったことに、我々の外見だけでなく、匂いに何らかの拒絶反応を覚えるようなのです。鼻が利くのも善よし悪あしですね」

「はあ……」

　キャサリンも、その場に座り込んでいたニーナも、どうも納得できずに首を傾げた。

　ダムーは確かに鼻が利く。以前、ヴィルドナのアンジェラに会った時、何代か前に純血種の血が入っていると一目で（一嗅かぎで？）看破したくらいだ。

「その鼻の良さがミュリエルには致命的なんだけど、そこがあの子にはわからないんだよ」

「わかるわけがないわよ。アタシだって自分が同じ立場だったら、そんな理由で振られるのは納得できないもの」

　ニーナがここで最大級の勇気を振り絞って、こわごわと言い出した。

「あのう……、素朴な疑問なんですけど、鰐わにだからという理由では、だめなんでしょうか？」

　ケイティが真顔で頷いた。

「ダムーが《鰐》以外の純血種なら、それで話はすむんだよ。おまえは《鰐》で、俺は別種族。だから恋愛も、結婚もできない。これで丸く収まるし、それ以外には収まりようがない」

　ヘンリーがちょっと笑った。苦笑と自じ嘲ちようの入り交じった複雑な微笑だった。

「でも、ダムーはインシードなんだ。理屈の上では、どんな種族とも結婚できるし、子どもをつくることができる。なのにどうして自分は拒否されるのか、ミュリエルはそれで真剣に悩んじゃってるんだよ」

「たとえばね。あなただって、自分が好きになった相手から──その相手が外国の人だとして、『きみはバナディス人で、俺は違うから結婚できない』なんて言われたら、どうする？　納得できる？」

　さすがにニーナも何となく納得した顔つきになり、キャサリンはもっとはっきり答えたのだ。

「無理ですわね。それでは意味がわかりません。あるいは、それでは理由になりません。そう答えると思いますわ」

「でしょ？　要はそういうことなのよ」

　ミュリエルにとっては、インシードのダムーに、『鰐だから』という理由で拒絶されるのは理解しがたいことなのだ。

「でも、ダムーにしてみれば他に言いようがないわけ。だからなおさら、厄介なんだよ」

　ベラフォードがしみじみと言い出した。

「ミュリエルはいい子だもの。言葉づかいは馬鹿丁寧だけど、あの子にとってはあれが自然で、いやみでやってるわけじゃない。アタシ、女の子の見た目と中身で差があるのはきらいだけど、あの子、見せかけじゃなしに人に優しくできる子なのよ」

「わかるよ。いつも明るくて、でも控え目でさ。──本当に、いい子なんだけどねえ……」

　二人は深々とため息を吐つき、ニーナがぼそりと呟つぶやいた。

「でも、《鰐》なんですよね……」

「そ。よりにもよって《鰐》。おまけにダムーが大の爬虫類ぎらいときてる」

「無形種には珍しくない性質だけど、またまずいことに、ダムーの場合、特に極端なのよね」

　木の枝を見上げているミュリエルがどんな顔をしているのか、キャサリンには見えないが、彼女は一生懸命だった。

「わたくしとの婚約がご迷惑ならば、どうか、わたくしをきらいだとおっしゃってください。顔も見たくないほどきらいだと。お願いですから、はっきりおっしゃってください。それなら──それが理由でしたら、わたくしは──諦あきらめることができますから」

　これを聞いたベラフォードとケイティはまたもや揃そろってため息を吐いた。

「若い女の子って、時々、ぜんぜん悪気なしに、難しい注文をするわよね……」

「言えりゃ苦労はしないよね。きらいなわけじゃないんだから」

　事実、枝の上からは何の応答も返ってこない。

　ダムーが頭を抱えて苦悩している様が見えるようで、キャサリンは何だか気の毒になった。

　そのキャサリンの横で、ヘンリーが小さく舌打ちした。

「まったく、千獣王ともあろうものが、意気地のない……」

　冗談めかした言葉だったが、その口調には珍しく小さな棘とげがあった。ヘンリーの眼は、枝を見上げているミュリエルを痛ましそうに見つめている。

　閃ひらめくものがあった。キャサリンは、そっとニーナを手招きすると、興奮の口調で囁ささやいた。

「ねえ、ニーナ。ヘンリーさんとミュリエルさんなら、ずっとお似合いだと思わない？　絵に描いたような美男美女同士のお二人だもの。ロマンス・ノベルズの代表作ができるわ」

　すると、ニーナは何とも言えない顔になって、囁き返してきた。

「鰐と大蛇のラヴロマンスでもですか……？」

「ニーナ。それは言わないお約束というものよ。第一、本当の鰐と大蛇だったら、ロマンスになるわけがないじゃないの。──確か、お互いがお互いを食べようとする間柄のはずよ」

　爬は虫ちゆう類るいぎらいのニーナは、ぞっと震え上がった。さらに声をひそめて、何か恐ろしい秘密を語ろうとするかのような、強ばった顔つきで言った。

「鰐が蛇を食べるのはわかりますけど……、蛇も鰐を食べるんですか……？」

「それは大きさによると思うわ。──あのね、あなたには黙っていようかと思ったんだけど、ヘンリーさんは二十五メートルあるんですって。ミュリエルさんは六メートルちょっとだもの。やろうと思えば、丸まる吞のみに、できるんじゃないかしら……？」

　聞いていなかった。

　ニーナはあまりの恐ろしさにかちかちに硬直し、全身に鳥肌を立てていた。

　何とも恨めしげな、怨おん霊りように取り憑つかれているような眼で、じっとキャサリンを見つめてきた。

「お尋ねしますが、それで、どうして、ロマンス・ノベルズになるんです……？」

「だから、今のはあくまで本物の鰐と大蛇だったらの話よ！　だいたい、そういう方向に話を持っていったのはニーナじゃないの」

　キャサリンも焦って言い返す。

　二人が身も蓋ふたもない会話をしているところへ、今度は小屋の女主人がパイが焼けたと呼びに来た。

　それを受けて、ヘンリーが立ち上がった。

「せっかくのお茶菓子を無駄にしてしまうわけにはいきませんからね」

　そう言って、──

　木の上と下とで愁しゆう嘆たん場ばを続けているダムーとミュリエルを仲裁に行ったのだが、《蛇》のヘンリーが仲裁に来たのでは、ダムーが降りてこられるわけがない。ますます焦って何か喚わめき返している。

　その様子を見やって《蜥蜴とかげ》のベラフォードがやれやれと呟いた。

「何だか、三みつ巴どもえになりそうねえ……」

「ま、好きなだけやらせとけば」

《猫》のケイティも肩をすくめている。

《役立たず》のヴィンセント少年は首を傾げて、まだ言い争っているキャサリンとニーナを見、並んで樹木を見上げているミュリエルとヘンリーに視線を移し、さらにその樹上に隠れているダムーのことを考えた。




　こちらのほうは当分、無事に片づくというわけにはいかないようだった。







　あとがき







　お久しぶり、あるいは初めまして、です。茅田砂胡（かやた・すなこ）と申します。

　前作の『レディ・ガンナーの冒険』から二年近い時間が過ぎてしまいましたが、どうにか、二作目を発行することができました。お手紙をくれた皆みな様さま、本当にありがとうございます。

　本当ならもっと早く、もっと短い作品を発行するはずでした。

　それがなぜ、ここまで長くなったかといえば、一つにはわたしの手が遅おそいせい、もう一つは上巻に登場した各種族の代表たちのせいです。異種人類にはどんな種族がいるのか、ちょっと書いてみようと思ったら……これが大誤算で、全然ちょっとではすまなかったのでした。

　おかげで前作が『けむけむ大作戦』なら、今回は『ふかふか大集合』です。ええ、わたしはけむけむやふかふかが大好きなのです。ただし、一部、ふかふかしてない人もいます。

　ヘンリーさんは『すべすべ』の代表、そしてこの下巻では『ごつごつ』した人が登場します。

　世間一般的にはきらわれることが多い『すべすべ』と『ごつごつ』組ぐみですが、前作の発表後、一番人気を集めたのがヘンリーさんでした。意外でもあり、嬉うれしくもあったことです。

　わたし自身もそれほどきらいではありません。猫ねこがこれを捕とってきて、死し骸がいをベッドの上に置いていった──なんていうのはさすがに願い下げですが、見ている分には割合に好きですね。特に『すべすべ』の、色や模様のきれいなものには一見の価値があると思います。以前に見たボア──バイパーだったかな？　枯かれ葉は色にくっきりしたダイヤモンド模様があざやかでした。『ごつごつ』なら大きければ大きいほど好きです。少なくとも相手が檻おりに入っている分には、安心して眺ながめていられます。ただ、大きなものはなかなか動いてくれないのが残念です。

　それにしても、今回の話はたいへんでした。いずれは書かなければならない部分ですから、いっそのこと早めに片づけておこうと思ったのですが、予想以上に厳しい話になりました。

　その反動が来たようで、今は明るい話を書きたくて仕方がありません。

　次は『レディ・ガンナーの恋れん愛あい模様』なんてどうでしょうね？

　しかしながら、第三作があるか否いなかは、これまた読者の皆様の反応次し第だいですので、何とぞ、その旨むね、奥付住所まで、お便りを送ってください。（作者からの切実なお願いです……）

　それでは、第三作でお会いできることを祈いのりつつ……。




　二〇〇二年　一月
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